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　生徒総会後はじめての役員会は、六月の気持ちよい梅つ雨ゆの晴れ間の放課後に開かれた。

「では始める。諸君、重要な議題だから入念に吟味しよう」

　教室二つ分の広さに豪勢な調度の並ぶ生徒会室。その中央の大卓に着席した生徒会長は、そう言って一同を見渡した。

　一同といっても四人である。まずは生徒会長、天てん王のう寺じ狐こ徹てつ。二つに高く束ねた黒髪とライオンめいた凶暴そうな目つきが色んな意味で印象的な女だ。続いてその左隣には副会長の竹たけ内うち美み園その先輩。ヨーロッパ系のハーフらしき琥こ珀はくの瞳にアッシュブロンドの髪、どこもかしこもまぶしい上品なおねえさんである。反対側の椅子の上で膝を抱えて体育座りしているのは、会計の聖ひじり橋ばしキリカ。灰色がかったぎざぎざの髪を白黒の不思議なリボンでまとめ、腕章二つでつくった首輪に、無表情な顔を半分沈めている。

　そして会長の真向かいに座っているのが、僕だ。

「さて、今日の議題は他でもない」

　会長が脇の二人を見やって、それから僕を見み据すえる。残り二人の視線も僕に集まる。

「新しく就任する予定の牧まき村むら書しよ記きの──」

　僕は唾つばを飲み込んだ。書記就任の話が出てから最初の会議。なにを取り沙汰されるんだろう。資格や能力を問われるんだろうか。あるいは議会にどう認めさせるか？

「──呼び名についてだ」「そっちかよ！」「あたし個人としては、頭にヒがついてて続く三文字がラと社と員ならなんでもいいけど」なんでもよくないじゃねえか平社員じゃねえか役員にする気ゼロかよ！

　美み園その先輩は真剣に考え込んでから言った。

「ひかげさん、『旦那さま』と『あなた』とどちらがいいですか？」

「なにがだよ？　ていうか『ひかげ』って呼んでるじゃないですかすでに！　それでいいですよそれが僕の名前です！」

「だめ」

　キリカがむっとした顔で首を振った。

「それはこの子の名前なんでしょ」

　彼女の胸と膝ひざの間に埋もれるようにして、灰色の毛並みのウサギがおさまっていた。僕のルームメイトである。会長の心ない仕打ちによって僕と同じヒカゲという名前を与えられている、というか、僕を差し置いてそう呼ばれている。許しがたい。

「いや、僕の名前だってば。そいつの名前だなんて認めた憶えはないよ」

「うそつき。ひかげってウサギのことだってずっと思ってたくせに……」

　いつ僕が噓うそついたんだよ、あとなんで怒ってんの？

「ひかげさん、じゃあ『ご主人様』と『マスター』とどちらがいいですかっ？」

「ちょ、ちょっと美園先輩、話がこんがらがるからやめて」

「むしろウサギって呼んでやればいいのに」キリカもさらにひどいことを言い出す。

「あたし個人としては、頭にヒがついててダとルとマでもいいけど」

「頭どころか全身に火がついてるじゃねえか！」

「ひかげさん、じゃあ『ご飯』と『お風呂』と『わ・た・し』のどれがいいですかっ！」

　呼び名どこいったんだよ。もう意味わかんないよ。

「耳聞こえてないのと一緒なんだから呼ぶ代わりにひっぱたいてやればいいのに」

「キリカさん、あの、なぜそんなにご立りつ腹ぷくで」僕はおそるおそる訊たずねてしまう。キリカはウサギを腕に抱いてぷいとそっぽを向く。会長が表情を引き締めて言った。

「みんな真ま面じ目めに考えてくれないか」あんたが言うのかそれを。「頭にヒがついてなきゃかわいそうだろ」

「かわいそうだと思うならカとゲもつけてください……」

　出てくる案をみんな記録するようにと会長に言われたので、僕はしぶしぶノートＰＣを開いた。これでも書記見習いである。

「書記は重役なんだぞ。変な呼び名をつけて、すぐにやめられたら困るじゃないか。もっと長続きしそうな呼び方にしないと。そうだな、たとえば」

　会長は腕組みする。

「ヒドラ」

「クビ切る気満々かよ」

「ヒダリ」

「左さ遷せんする気満々かよ」

「人でなし」

「なんでいきなりストレートに悪口なのっ？」

「ヒモ野郎」

「ちょっ、だれがヒモですか、どこからその発想が」

「火のないところに煙は立たない」

「あんたが立ててるんだろ！」

「人聞きの悪いことを」

「それはこっちのせりふだよ！」

「ひどい、あたしはほんとうのことしか言ってないのに」

「なんでいつの間に頭文字ヒで会話になってんだよ！」

「ひまつぶし」

「ですよね！　知ってましたよ！」

　美み園その先輩も「え、ええとっ、私もっ」とあわてて身を乗り出す。

「……人妻？」「なにがですか」「貧乳？」だからなにが？　「私に欠けている要素で、ひかげさんのお好きそうなものを、と」なんのゲームをプレイしてんの？

「ひっぱたいてやればいいのに……」

　キリカなんでまだ怒ってんだよ？

「ひっかいてやればいいのに……」

「怒ってんなら無理してヒで通さなくていいよ？　怖いから」

「ひとりきりでさみしく老後を過ごせばいいのに……」

「地味に精神的にくるからやめてよもう！」

　けっきょくその会議に収拾をつけたのは、キリカの腕の中からするりと抜け出したウサギだった。卓を一周してから会長の目の前に座って口をもぐもぐさせる。

「ん？　……ふむ、なるほど。……うん、わかった」

　会長、なぜか会話している。今さら驚かないけど。

「許可が出たので、ウサギの名前をとって『ひかげ』と呼ぶことにしよう」

「もともと僕の名前だよッ」
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　そんなやりとりを議事録として議長執務室に持っていったら、一読した朱と鷺き子こさんにめちゃくちゃあきれた顔をされた。

「総務は毎日こんなくだらない遊びをしているの？」

「いや、さすがに毎日じゃないです。あと遊びでもないんです残念ながら」

　会長はわりと真剣に僕の呼び名をヒキコモリとかヒンデンブルクとかにしようとするのである。僕にとっては死活問題だ。

「あなたもよくあんな三人に囲まれてやってられるわね。狐こ徹てつの相手なんて真ま面じ目めにしてたら胃い潰かい瘍ようになるわよ」

　朱鷺子さんが同情と憐れん憫びんに充ち満ちた目で言う。

　お姫様然とした艶やかな長い黒髪が印象的なこの二年生の先輩は、神かん林ばやし朱鷺子さんといって、中央議会の議長である。生徒会長の天てん王のう寺じ狐徹とは浅からぬ仲なので、コメントもいちいち辛しん辣らつ。議事録をめくって読みながら、「ろくでもない会議ね……」とため息をついている。実際にキーボードを叩たたいて文面に起こした僕としても首が折れるくらいうなずいて同意したかった。

　ふと彼女はとあるページで手を止めて、不審そうな目で僕を見る。

「……人妻好きなの？」

「え？　……いやいや、なに言ってるんですか」

　朱鷺子さんの目は議事録に戻ったかと思ったらまた僕に跳ね返ってくる。

「……貧乳好きなのっ？」

「そこはスルーしてくださいってば！」

　しかし朱鷺子さん、なぜかページをめくる手を止めて、ちらと自分の胸を見下ろしている。いえ、あなたはべつに悩むほど貧しくない標準サイズではないでしょうか。

「なっ、そっ、そんなこと気にしてなんてないわよ！　なに考えてるの！」

「なにも言ってねえよ！」勝手に人の心読まないでください！

「だいたい、なんでこんな議会の心証を悪くするような議事録をわざわざつけてくるわけ。わかってるの？　あなたの登用願なのよ？」

　そうなのである。総務執行部役員にだれかが新しく就任する場合、中央議会の承認が必要なのだ。べつに僕は総務のあほらしさを伝えにきたわけではないのである。

「でも会長がつけて提出しろっていうんですよ」

「狐徹はなにを考えてるのかしら」

　朱鷺子さんはいらだたしげな手つきで、議事録と登用願をまとめてクリップする。

「総務で楽しかった頃を朱と鷺き子こさんに思い出してほしいとかなんとか」

　僕が会長の言葉を伝えると、朱鷺子さんは一瞬だけぽかんとした後で、すぐにばつが悪そうに目をそらした。

「ばかじゃないの？」

　ぼそりとそう言ってから、しばらくの沈黙があった。書類をとんとんとまとめる音、ファイルの軋きしみ、椅子を引く音。

　なにがあったんだろうな、と僕は思う。

　朱鷺子さんは、かつての天てん王のう寺じ狐こ徹てつの片腕──三年連続で生徒会副会長を務めた人だ。けれど政権の両輪だった二人は一年前、袂たもとを分かった。

「思い出すもなにも、忘れてないわよ」と彼女はつぶやく。僕の心のどこかが柔らかい糸で締めつけられる。

　口では色々と言うけれど、心底嫌っていたとしたら、生徒総会のときだって協力してくれたはずがない。それでつい、言ってしまう。

「たまには生徒会室に遊びにきてくださいよ。会長も喜ぶんじゃないかな」

　朱鷺子さんは目を見開いて僕を見る。

「……遊びでやってるんじゃないわ」

　高校の生徒会なんて遊びみたいなもんじゃん、とは言えない。なにせほんの二週間ほど前に、僕とキリカは平均的生涯年収の何倍もの金額を実際に動かしてしまったのだ。

「それに、狐徹が喜ぶわけないでしょ。あれは面白がってるだけ」

　似たようなものじゃないのか、とも言えない。僕は二人の間に横たわっているものが河なのか森なのかも知らない。

「でも、少なくとも僕は嬉うれしいですよ」と言ってみた。「朱鷺子さんがいてくれると、すごく安心するし」

　朱鷺子さんはいきなり赤面した。

「なっ、なに言ってるのあなたはっ」

　え？　いや、生徒会関係者では数少ないまともな人だし、僕のかわりにつっこみ役やってくれそうだし。

「なんであなたのために生徒会室に行かなきゃいけないの！」

「そんなことはべつに言ってな──」

　そのとき背後でドアが開く。

「先輩、いますかぁ？　明日の議題まとめ終わって──」

　振り向くと、入ってきた高等部一年生女子の議員さんと目が合った。彼女は僕と朱鷺子さんを見比べると、逆回しみたいにして廊下に出ていってドアを閉めた。

「お邪魔しました先輩をよろしくお願いします末永くお幸せにっ」

　なにがだよ。さらにドア越しに声が遠ざかっていくのが聞こえる。

「たいへんたいへん！　神かん林ばやし先輩が執務室に男入れてた！」

「うそ！」「どこの」「あの生徒会の新しく入った」「牧まき村むらくん？」「そうそう普通科１Ｆの牧村くん！」「やっぱり、総会のときからなんかあやしいと思ってたんだ」「先輩が男を部屋に入れるなんて……」

　僕は啞あ然ぜんとしてその女子たちの騒ぎを見送ってから、おそるおそる朱と鷺き子こさんに向き直った。朱鷺子さんは赤らめた顔を横に向けている。

「……あー、すみません、男子禁制とかだったんですか、この部屋」

　そういえば中央議会の重要ポストもみんな女子だったような。

「ち、ちがうわよっ」朱鷺子さんは焦った口調で言った。「よくわからないけど男子は怖がって近寄ってこないだけ。スタッフも女子ばっかりなのはそのせいなの、狐こ徹てつじゃないんだから、わっ、私がそういう趣味ってわけじゃないんだから！」

　嚙かみつきそうな勢いでまくしたてられた。なるほど、なんとなくわかる。朱鷺子さん、御み簾すの向こうにいるみたいで近寄りがたいのだ。実際喋しやべってみるとそうでもないけど。

「男でなんにも気にせずにここに入ってくるのはあなただけなの、だからあの子たちが騒いでるだけ！」

「あー……すみません、気をつけます」

「なんで謝るのよ。べつに入ってきてもいいわよ。用があるならいつでも来ればいいじゃない」それから朱鷺子さんははっとして口をつぐみ、僕をにらむ。「来てほしいなんて言ってるわけじゃないからっ」

　こっちもなにも言ってねえよ。

「登用願はすぐに審議するけど、すんなり通過するなんて期待しないことね」

　僕が執務室を出ていこうとすると朱鷺子さんが言った。僕は驚いて振り向く。

「なに、その顔。なにごともなくすぐに書記になれると思ってたの？」

「え、あ、いや……」

　思っていた。中央議会の承認なんて形式的なものだろう、とたかをくくっていたのだ。朱鷺子さんは眉をひそめる。

「あなたは問題児なの。総会でどれだけのことしでかしたのか、もう忘れたの？」

　思わず目を伏せる。

「でもあれは生徒会のためで……」

「なんのためかはわかってるわよ。だから責任を問うようなことはしないし、今も職員会と揉もめてるけどそれは問題にしないわ。でも、あなたが危険人物なのもたしかなの。なにするかわからないんだから、総務書記としてどうなのかって声は当然出るわ」

　反論の余地はとくになかった。かなりぎりぎりのことをした自覚はある。

「だいたいあなた、ほんとうに総務に入りたいの？」

　僕は顔を上げて朱と鷺き子こさんの顔をあらためて見る。彼女は僕から視線をずらして、少し言いにくそうに言葉を続けた。

「前に、言ったでしょう。中央議会の調査員にならないか、って。……あの話、引っ込めたわけじゃないわ」

　まだ僕を味方に引き入れようって思ってたのか。やらないって二回くらい言ったはずなんだけど。

「あなたに、こだわってるわけじゃ、ない、わよ？」

　朱鷺子さんは長い黒髪の先を指に巻きつけたりほどいたりしながら言った。

「ただ、狐こ徹てつに対抗するためだけだから。ほんとに、それだけなんだから」

　僕は息をついて、慎重に言葉を選ぶ。

「何度でも言いますけど、朱鷺子さんの部下になる気はないです」

　朱鷺子さんは露骨に焦った顔で腰を浮かせた。デスクに両手をついて身を乗り出してくる。

「ど、どうしてっ。なに、私に不満でもあるの？　ねえなに？　わ、私のどこがっ」

「い、いや、朱鷺子さんに不満とかそういうことじゃなくて」

　なぜ個人的な話にしたがる。僕はちょっと気け圧おされて後ずさりながらも言い直す。

「総務でやりたいんですよ。あそこで、あの人たちと、働いてみたいんです。理由はまだうまく言えないし、僕なんかになにができるかもわからないけど、キリカや美み園その先輩や、それからまあ一応、会長にも……恩返ししたいんです」

　朱鷺子さんは腕組みし、深く息を吐き出した。

「ただ手伝うだけならまだしも、あなたに書記が務つとまるとは思えない」

「それは自覚してますけど。なにする仕事なのかもまだよく──」

「そういうことじゃなくて。……だれが後任でも、務まるわけないわ」

　萎なえた声で言って、朱鷺子さんは椅子に身を沈める。

「なんでですか」

「どうして丸一年、書記と広報が空席のままだったと思うの？」

　デスクに林立するファイルや書類入れや筆記用具の合間から、朱鷺子さんの遠い視線が僕を探ってくる。

　生徒会の総務執行部を構成する五人の役員──会長、副会長、会計、書記、広報。その後ろ二つは現在、欠員だ。会長と美園先輩とキリカは、この一年、三人だけで生徒会を切り盛りしてきたらしい。たしか、頼りにしていた先輩二人が引退してしまって、しかも後継者を育ててなかったから、みたいなことを会長が言っていたような。

「今の総務なんて、抜け殻みたいなものでしょう。あの頃と変わらずに機能してるのは聖ひじり橋ばしさんだけで、柏かしわ崎ざき先輩も伊い吹ぶき先輩もいないし、狐こ徹てつだってわけのわからないことばっかりやってるし。副会長だって」

　そこで朱と鷺き子こさんは口をつぐみ、きまりが悪そうに顔をそむけた。

「……美み園その先輩も、務まってないですか？」気になって訊きいてしまう。

「竹たけ内うちさんは、ちゃんとやっているわよ。ただ、私に比べれば」

　言いかけ、朱鷺子さんは椅子を回して僕に背を向ける。

「……い、いいでしょ、そんなことは。用が終わったんなら早く出てって。私だって忙しいんだから」

　議場を横切って廊下に出ると、窓から見える眼下の庭は、西日を受けて長く伸びた校舎の影に沈んでいた。時刻をたしかめるともう四時半だ。書類を提出しにきただけのはずなのに、だいぶ話し込んでしまった。

　僕は議長執務室の扉を振り返る。

　あの会長と、あの朱鷺子さん、キリカ、それから二人の先輩の書記と広報。どんな時間を生徒会室で共有していたんだろう。
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　生徒会室に美園先輩しかいないときに、それとなく前任の役員について訊いてみた。

「広報の伊吹先輩は、去年の九月に留学されるということで引退なさったんです。だから私とは一緒に総務でお仕事をしたことがなくて」

　ちょっと残念そうに美園先輩は言う。

「女子アナになるには留学経験があると有利、でも日本の大学で人脈を育はぐくむには四年間通いたい、だから留学するとしたら高二の秋しかなかったのだそうです」

　すげえ理由だな。顔も知らないけどパワフルそうな人である。

「とても素敵な方でした。総務でご一緒して手取り足取り広報の仕事を教えてほしかったのに……」

　美園先輩の目が熱っぽく潤うるむ。この人、年上の美女が大好きなのである。

「書記の人はどうしてるんですか。卒業しちゃったんですか」

　そう訊いてみると、美園先輩は複雑そうな顔になる。

「柏崎先輩もひとつ上です。三月まではよく手伝いにきてくれたのですけれど、三年生になってからは受験勉強に専念されるということで完全に引退なさいました」

「そうですか。残念だな。色々教えてもらいたかったのに」

「い、いけません！」

　美園先輩はデスクからいきなり立ち上がった。

「ひかげさんは柏かしわ崎ざき先輩とはぜったいに引き合わせませんから！」

　美み園その先輩の剣けん幕まくに僕はびっくりする。

「え、な、なんでですか」

「ひかげさんがあっちの世界に目覚められたら困ります。素敵な旦那さまになっていただかなきゃいけないんですから。それでなくてもひかげさんは柏崎先輩に気に入られそうだし、危ないです」

　なんだそりゃ。

「あっちって……どっちの世界ですか」

　美園先輩は言葉を呑のみ込み、頰を赤らめて首を振る。

「い、言えませんっ！　ひかげさんはそういう世界は存在自体知らない方がいいです！」

　なら言わないでくれよ。気になるよ。

「だって会長もキリカもその人と一緒にずっと仕事してたんですよね？　それなら大丈夫じゃないんですか」

「ひかげさんは男性ですから危ないんです！」

　んん？　男だから危ない？　どういうことだろう、会長みたいに牙剝むきだしの肉食系女子なんだろうか。ああいう冗談でのちょっかいは、僕はもう会長で慣れたから、全然気にしないけど。





[image: ]








　噂うわさをすれば影である。その日の夕方、僕が生徒会室を出て寮に戻ろうとすると、三階の階段の口に一人の男子生徒がかがみ込んで、灰褐色の毛むくじゃらを抱き上げて遊んでいた。僕より一足早く部屋を出たウサギだ。

「お。ひかげくん？」

　僕に気づいたのか、彼はウサギを抱えたまま立ち上がった。

　僕よりもゆうに頭一つぶん背が高く、見ているだけで自分がなんだかみじめに思えてくるくらい脚が長く、二秒と視線を持ち上げていられないほど笑顔がさわやかな人だった。僕はまだこの学校に慣れていないので、襟えり章しようをぱっと見ただけでは所属クラスがわからないのだけれど、高等部三年生で、どうやら理工学科だ。

「相棒に遊んでもらってたよ。人なつっこいね、この子。すぐ仲良くなれた。らぶりーだよ。愛してる」

　そう言って彼はウサギの頭を愛いとおしそうになで、毛並みに頰を押し当てた。

「はあ。ええと」どなた様？　と訊きくよりも早く、彼の手が伸びてきた。

「ひかげくんともすぐ仲良くなれそう。この子と名前同じだし、同じくらぶりーだし」

　頭が一瞬真っ白になった。髪の毛をなでられ、引き寄せられ、さらに頰を押し当てられたからだ。

「……えっ、あっ、ちょっ？」

　我に返り、僕は彼を突き飛ばしていた。な、なにすんのこの人いきなり？

「ああごめんごめん」と彼は笑った。「ラブを感じ取っちゃったから、つい。なんかひかげくん、同類のにおいがして」

「ら、らぶ？　な、なんですか同類って？　ていうかあんただれ？」

「あれ、狐こ徹てつとか美み園そのちゃんとかから聞いてない？　柏かしわ崎ざきっていうんだけど」

　僕はぽかんとして彼の顔をたっぷり十五秒くらい見つめてしまった。

　柏崎。……柏崎？

「……元書記の？」

「うんそう。なんだ知ってるんじゃないか。よかった」

　男だったのか。会長はハーレムどうこうとかいって総務を完全に女性で固めてたから、柏崎先輩なる人物もきっと女なのだろうと勝手に思い込んでいた。料理が上手いとかいう話だったし。

「あらためて、はじめまして！　柏崎駿しゆんです」

　沖縄の浜辺の日焼けした砂みたいな笑顔で柏崎駿さんは言う。

「好きな犬はラブラドール・レトリバー！　好きな国はアラブ首長国連邦！　好きな阪はん神しんの投手は伊い良ら部ぶ！　好きなテニスの試合はラブゲーム！　好きなヴィクトル・ユーゴーの小説はレ・ミゼラブル！　よろしくね」

「はあ……」

　まあ、生徒会役員だった人だもんな。これぐらい雰囲気おかしいにきまってるよね。げんなりしている僕の肩に駿しゆんさんは手を置いて、階段に座らせる。

「ひかげくん書記になるんだってね」

「え？　あ、は、はい。一応」

「よかった。狐こ徹てつ、書記はもう置かないつもりなのかと思ってたよ。後輩ができて嬉うれしい。もうちょっと頻ひん繁ぱんに手伝いにいければいいんだけど、補講ばっかりで忙しくてさ。これからは週一くらいで顔出すよ、ひかげくんも書記の仕事まだ慣れてないだろ」

　おや？　と僕は思う。存外まともそうな人だ。

「あ、ありがとうございます。慣れてないっていうか、なんにもわからなくて」

「じゃあまず料理から教えようか。キリカ、またポテチばっかり食べてるんじゃない？」

「先輩の料理なら食べるんですかっ？」

「うん。食べさせるまで苦労したけど。めちゃくちゃしょっぱくしたり、スパイスたっぷり入れたり、アンパンマンの形にしたり」

「へえ……僕にもできるかな」

「レシピ教えるよ。ひかげくん料理やるの？」

「少しは。生徒会室のキッチン、使わないともったいないですよね」

　第一印象こそ面食らったけれど、柏かしわ崎ざき駿さん、話しやすくて親切そうな人だった。ウサギもすっかり気を許している。いや、こいつはだれに対してもそうだけど。ついつい階段に並んで座って話し込んでしまった。

　昼寝している会長をいかにしてたたき起こすか、という話で盛り上がっているとき、背後で声がした。

「柏崎先輩っ！」

　ぎょっとして振り向くと、目をつり上げた美み園その先輩が立っていた。

「ひかげさんになにしてるんですかっ」

「なに、って」駿さんは目を白黒させる。「ラブを深めてただけだよ」

「いけません、先輩は私の大切なひかげさんと二人だけにならないでください。この竹たけ内うち美園、総務の正常な性せい的てき嗜し好こうは全力で守ります！」

　正常な嗜好を持ってる人のせりふじゃないと思うんだが……。って、性的？

「ラブに正常も異常もないって教えただろ？」

「ひかげさんをその道に染めようとしているんでしょう、わかってるんですから」

「美園ちゃん、わかってないな」

　駿さんは素敵な微笑みを浮かべて言った。

「愛はただそこにあるものなんだよ」意味わからん。「まあいいや、噂うわさのルーキーの顔も見られたし、今日は帰るよ。狐こ徹てつやキリカにもよろしく。ひかげくん、またね。キリカ用の料理のレシピ、あとでメールしとくよ。しーゆーまいらぶ」

　階段を下りていく駿しゆんさんの後ろ姿を見送った後で、美み園その先輩がきつい口調で言った。

「あの人と二人だけでいるのは危険ですから！　書記の仕事を教えてもらうときも、必ず私がいるときにしてくださいね！」

　先輩は大股で生徒会室に戻っていった。

　階段に取り残された僕は、美園先輩の言葉を一つ一つ思い返そうとする。性せい的てき嗜し好こう。染められる。知らない方がいい世界。男性だから危ない。

　そして妙にらぶらぶとスキンシップが多かった駿さん。

　……まさか。いや、まさかね？
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　翌日、今度は会長しかいないときを見計らって駿さんについて訊きいてみた。とはいっても、推測をずばりと言い出すのは気が引けたので、遠回しな質問からだ。

「あの、駿さん、昨日はじめて逢あったんですけど」

「ん？」中央のデスクでうつらうつらしていた会長は顔を上げた。「ああ、美園に聞いた。来てたんだってね。気持ち悪いくらいぴっかぴかの男だっただろう」

「はあ。らぶらぶ言ってました」

「愛の伝道師だからね。ユニセフにでも就職すればいいのに」

　たしかに、紛争地帯に送り込んだら一年で人口を倍にして帰ってきそうな人であった。

「それで、そのう」慎重に言葉を選ぶ。「総務にいたんですよね」

「うん。実に有能な書記だったよ。きみもがんばれ」

「いや、あの、べつにそこまで気になるわけじゃないんですけど、ちょっとした好奇心で、つまり、会長は総務に女の子だけ集めたって言ってたから、駿さんはどうしてなのかなって思って」

「おやおや」

　会長は先ほどまでの眠たげな様子などどこへやら、愉快そうな顔で立ち上がってキッチンの僕のところまでやってきた。

「妬やいてるの？」なんでそうなる。

「……見ての通りパンを焼いてますけど」と僕は混ぜっ返した。

「安心して、男はきみだけだ」と会長は僕の肩に手を置く。「柏かしわ崎ざき先輩はね、男としてはノーカウントなんだよ。有能だし見てくれはいいし、申し分なかったけれど、あたしの王制維持の役には立たない。だからきみが必要なことにかわりはないよ」

　男として、ノーカウント……。

「いわば、あたしのハーレムの宦かん官がんといったところかな」

　宦官……。

　宦官というのはナニをナニして女に手を出せないようにして皇帝の後こう宮きゆうに仕つかえた人たちですっていうかそんなエグいたとえ持ち出すんじゃねえ。冷や汗が出てきた。

「……それはつまり、特殊な、ご趣味ということでしょうか」

　自分の声がかくかくしてきたのがわかる。

「そうだよ。きみも染まらないように。あたしの夫になってもらわなきゃ困るんだから」

　会長の答えも僕はほとんど聞いていなかった。駿しゆんさんに触れられた頰のあたりが、今さら火ほ照てってきたように思えた。

　小さく切って焼いた食パンにアボカドとトマトとクリームチーズを載のせ、醬しよう油ゆを一滴たらしてオリーブオイルをかけ、お菓子と一緒に会計室に持っていった。キリカはあいかわらず真っ暗な部屋で、椅い子すに膝を立てて深く座り、モニタの不健康な光を浴びてなにやら作業に没頭していたので、脇わきのテーブルに食べ物を置いて生徒会室に戻った。と、ほんの数秒後にキリカが皿を抱えて飛び出してくる。

「こ、これっ」

　キリカは口をもぐもぐさせながら、ものすごい形ぎよう相そうで皿の料理を指さした。

「これ、ん、もむ、駿、の、んむ」

「……食ってから喋しやべれよ」と僕が言うとキリカは顔を紅くして口の中のものを飲み下し、あらためてつっかかってくる。

「これ駿のメニューっ！」

「うん。駿さんに教わったんだ。これならキリカ食べるからって」

「駿に逢あったの？　話したのっ？　触さわられたのっ？　洗脳されたのっ」

「ちょっと喋ってレシピ教わっただけだよ。なんだ洗脳って。触られ……はしたけど」

「駿みたいになったらゆるさないから！」

　キリカの剣けん幕まくに僕はたじろいでしまう。

「キリカはとくに柏かしわ崎ざき先輩には厳しいからね」

　脇から寄ってきた会長が面白がっている声で言う。

「じゃ、これはにっくき先輩の考えたメニューだから、触ふれたくもないだろうね。あたしが代わりに食べてあげよう」

「だめっ」キリカは皿に伸びた会長の手を払いのける。「これはひかげがわたしに作ってくれたんだからわたしが食べるの！」

　それならもっとありがたそうな顔してくれないだろうか。

「こ、これはっ、ありがとうだけど、駿しゆんにはぜったい近づいちゃだめ！　あんなふうになったら会計室に入れないから！」

　そう言ってキリカは皿を抱えて再び会計室に引っ込んでしまった。

　啞あ然ぜんとする僕の肩に、会長の手が置かれる。

「キリカも同意見のようだから、自分の男気を守るようにね」

　それから会長はあくび混じりにデスクに戻って昼寝を再開してしまった。どいつもこいつもなんなんだいったい。人がそんなに流されやすそうに見えるのか？　見えるんだろうな。すぐ自答してしまう。

　それにしても、と洗い物をしながら思う。みんなちょっとひどくないか。ホモを伝染病かなにかみたいに扱って。人権問題だ。ていうか会長とか美み園その先輩だってレズじゃねえか。女ならよくて男はだめなのかよ？
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　翌朝、駿さんからメールをもらった。キリカ用に考えた料理のレシピノートが部屋から出てきたから理工学科まで取りにこないかというものだった。昨日いろんな連中からうるさく言われていてちょっと反発したい気分だったので、いきますと返事を打つ。

　べつに、男が好きな男と逢あって喋しやべったからってなにも起きないだろ、と僕はいらだたしく思う。そりゃスキンシップはちょっと気をつけたい感じだったけどさ。

　放課後、理工学科の校舎に足を向けた。

　学園内のあちこちを歩いていると、我ら普通科の校舎が最も古くてぼろいことがよくわかる。最近新設された芸能科なんて直視できないくらいぴかぴかなのだ。白はく樹じゆ台だい学園は最初からこの規模だったわけではなく、何度かの科目増設を繰り返してひとつの街にまでふくれあがったのだという。しかし理工学科は設立当初からある校舎なので、僕の通っている普通科と同じくらい古びていて、ちょっと安心した。ちょうど授業が終わってすぐなので、晴れ晴れとした顔をした生徒たちが校舎からぞろぞろ出てくるところだった。理工学科生は心なしか頭のよさそうな顔が多い気がする。あと眼鏡率が高い。

　なぜまた校舎裏なんかを待ち合わせ場所にしたのだろう、と訝いぶかりながらも携帯メールを再確認し、僕はプラムの木立の間を通って裏手に回った。茂った葉の向こうから話し声が聞こえてきて、足を止めてしまう。

　木陰に二つの人影があった。背の高い方は駿さん、それと向かい合っているのは、一目でそれとわかる芸能科の女子生徒だった。髪型が派手でイヤリングまでつけてる。芸能科だけ特例で校内でのおしゃれが全面的に認められているのである。顔も立ち方もちょっと空々しいくらいゴージャスで、駿さんとのツーショットは映画の一場面みたいに見えた。

　立ち聞きするつもりはなかったけれど、会話の端々が聞こえてしまう。前から憧れてましたとか、いま彼女いるんですかとか、わりと必死な口調で女の子が言っている。

「きみはすごくらぶりーだけど」駿しゆんさんの声も聞こえてくる。「残念ながらレディには興味ないんだ。ごめんね。生まれ変わって巡り逢あえたら、らぶり合おう」

「うそ！」女の子の泣きそうな声が続く。「先輩それ色んな娘こに言ってるじゃないですか、カモフラージュでしょほんとは彼女いるんでしょう！」

「いないって。この胸に秘めたラブは世間的にはゆるされない愛なんだ」

　彼女じゃなくて彼氏ならいるんじゃないかな……と僕は胸の内でつぶやきながら、その場をそっと立ち去ろうとした。

「あ、ひかげくん！」

　駿さんの声が背中にぶつけられ、思わず跳びあがる。振り向くと、駿さんがこっちに駆けてくるところだった。

「ごめんね、彼と約束あるんだ、しーゆーまいらぶ！」

　駿さんは女の子にそう言って、僕の背中を校舎の角へとぐいぐい押していく。

「わ、わ、ちょ、ちょっと駿さん」

「もぉ、先輩！」女の子の声が投げつけられる。駿さんは彼女が木立の向こうに完全に見えなくなってしまうところまでやってくると、息をついた。

「ナイスタイミング。助かったよ。ああいうの、毎回さらっと断るのが難しくて」

「……ひょっとして僕に邪魔入れさせるために校舎裏で待ち合わせたんですか」

「うんそう。ありがとうねひかげくん」

　女性に対しては地味にひどい人である。

「似たような手紙をあと三通くらいもらってんだけど、ひかげくん同じような感じで邪魔してくれないかなあ、明日とか明後日とか」

「いやですよ！　要らない恨み買いそうじゃないですか。さっきのあの人もめっちゃにらんでましたよ」

「レディには興味ないってわりと言いふらしてるのにさ、それでも寄ってきちゃうんだよね。このあふれるラブのせいかな」顔のせいだよ顔！　世のもてない男性諸氏にそれ言ったら顔変わるくらいぼこぼこにされるぞ。「しばらくひかげくんとつるんでようかな。そしたらレディたちも遠慮してくれるかもしれないし、ひかげくんにも色々教えられるし。料理以外のことも」

「え？」

　なんだか話が怪しくなってきたぞ。駿さんの微ほほ笑えみも。

「これ、レシピノート。料理の基本はらぶ！　愛情込めて作ってあげてね」

「はあ……」

　僕は駿しゆんさんからノートを受け取って、もやもやした気持ちと一緒に鞄かばんに押し込んだ。

「ほんとは生徒会室まで教えにいければいいんだけど、美み園そのちゃんに叱られちゃったからなあ。ひかげくん、これからも遊びにきてよ。あ、ひかげくん寮生だっけ？　部屋に遊びにいってもいいかな」

　少し身の危険を感じつつも部屋番号を教えてしまう。いやいや。大丈夫だってば。取って食われるわけじゃないんだし。

　しかし駿さん、ついにこんなことを言い出す。

「ひかげくん、今日は時間あるでしょ？　ちょっとつきあってよ」

「え、な、なんですか」声が上ずり気味の僕。

「ひかげくんの知らない世界を教えてあげようと思って。先輩として」

　忙しいので、と断ろうとしたけれど、駿さんは前任の生徒会書記であって、この時期に書記の仕事があまりないことも、見習いだからできる業務が少ないことも全部お見通しだった。断り切れない僕の腕を引きずって、駿さんは歩き出す。







　総合体育館のそばまで二人でやってきた。ちょうど、校舎からつながる屋根付きの通路を大勢の体育着姿の女子生徒たちが体育館へと移動しているところだった。みんな小柄で幼く、目がきらきらしている。どうやら中等部一年生のようだった。だれか知り合いでも交じってないかな、そしたら駿さんから逃げ出す口実になるんだけど、と僕は新入生の群れを目で探るけれど、もちろんいるわけがない。

　ところが、友だちとお喋しやべりしながら廊下を歩いていた生徒の一人が僕に気づいて、ぱあっと顔を輝かせた。

「牧まき村むらせんぱい！」

　……え、僕？

　その子は列から外れて駆け寄ってきた。体操着から伸びる白く細い手足がいたいけな感じの、可愛らしい子だった。髪型は昔の武家の娘みたいな額で一文字に切りそろえたおかっぱで、顔立ちにどこか見憶えがあるような気がした。

　その子は駿さんと僕を見比べて言う。

「あっ、柏かしわ崎ざきせんぱいですよね、むかし書記やってた！　じゃあじゃあ、牧村せんぱい、生徒会書記になるってほんとなんですね！」

「え、え？　……あ、ああ、うん」

　こんな子と面識はないはずだった。どこかで逢あって忘れてる？

　しかしありがたい助け船だったので、僕はさっきの駿さんと同じことをした。その子にこう言ったのだ。

「ごめんごめん、お待たせ。約束してたんだよね。じゃ行こうか」

「え？　あ、は、はい」

　目をぱちくりさせるその子がなるべく駿しゆんさんに見えないように身体で遮さえぎると、僕は振り向いて駿さんに早口で言った。

「すみません、ちょっと野や暮ぼ用ようで、この子と待ち合わせしてたの忘れてました。駿さんの用事、またの機会でいいですよね。それじゃ、ほんとごめんなさい、また今度」

　こちらもぽかんとしている駿さんを放置して、僕はその子の背中をぐいぐい押して体育館の陰に逃げ込んだ。ほんとにやってることがさっきの駿さんとまるっきり同じだった。

「あ、あのっ？　待ち合わせって」

　その子が顔を紅潮させて訊きいてくる。

「いきなりごめん！」と僕は手を合わせた。駿さんから逃げるために利用したことを平謝りに説明すると、その子はほうっと安あん堵どの息をつく。

「びっくりしました。せんぱいと知りあってたのに忘れちゃってたのかと思って」

「いや、初対面……ていうか、なんで僕のこと知ってるの」

「せんぱい有名人ですよ！　生徒会にスカウトされたんですよね、それで総会であんなすごいこと仕掛けて！」

　有名、って。僕は完全に裏方だったし、あれがみんな僕のしわざみたいに思われると困る。いや、だいたいそうなんだけど。

「それに、ねえさまにいっぱい話を聞いてるんです、ねえさま最近はせんぱいの話しかしないくらいです」

　姉様？

　僕はそこでようやく、その子の握りしめているなにかの記入用紙に気づく。名前欄にはこう書いてある。




《神かん林ばやし薫かおる》




　……神林。神林？

「……あー、ひょっとして朱と鷺き子こさんの？」

「そうですそうです！」

　薫ちゃんは嬉うれしそうに二度もうなずいた。

「ねえさま言ってました、総務にすごいひとが入っちゃったから、ことしからの生徒会はすごいことになるって」

　それはたぶん、すごい厄介な人が入ったからすごい苦労することになるって意味じゃないかと思う。僕、あの人にろくな印象持たれてないはずだし。

　それにしても、と僕は薫かおるちゃんをしげしげと見て思う。朱と鷺き子こさんの妹か。言われてみれば面おも差ざしも髪型の雰囲気もそっくりだ。おまけに呼び方が『ねえさま』だって。ほんとに武家とか旧華族とかじゃないのか。

「せんぱいみたいに生徒会で働きたいんです」と薫ちゃんは言う。「ねえさまから白はく樹じゆ台だいのはなし聞いてて、ぜったいにここに入ろうってきめてたんです。それで生徒会やろうって。せんぱい、どうやったら生徒会入れるんですか？」

「ええ？　ううん」

　訊きかれても困る。なにせ僕は会長に無理矢理引きずり込まれたのだ。

「とりあえず生徒会室に来て、会長とか美み園その先輩とかに話してみたら？　ごめん、僕はまだ役員ですらないから、ちょっとよくわからないんだ」

「生徒会室ですか。新入生なのにいってもいいんですか？」

　薫ちゃんは不安そうな上目遣いになる。

「大丈夫だよ。怖いところじゃ──」と言いかけ、会長がこの子を見たらいっぺんで気に入っていじくりまわすだろうな、と思ってしまう。「──う、うん。そんなに身構えるようなところじゃないから、気軽においでよ」

「はい！」

　すぐに薫ちゃんの顔に明るさが戻る。

「せんぱいみたいな生徒会役員が目標なんです！　せんぱいみたいに暗躍して、謀略はりめぐらせて、大舞台ではったりかまして、みんなをだしぬきたいんです」

　薫ちゃん……。悪気、ないよね？　どこもかしこも語ご弊へいがあるんだけど。

「それで、あのっ、さっき見かけてうれしくてつい声かけちゃって、ごめんなさい。柏かしわ崎ざきせんぱいがいたのに」

「いいのいいのあの人はほっといても。それより、そっちこそ体育館行かなきゃいけないんじゃないの？　ごめん、変な用事で呼び止めちゃって」

「あ、へいきですちょっとくらい。順番だいぶあとだから」

「順番？」

「身体測定です。さっきまで健康診断してたんです」

　ああ、それでみんな体操着で総合体育館なのか。なにかの行事かと思った。

「こんな時期にやるんだね、もう六月なのに」

「二学期からのコース分けにあわせて、体力測定とかもやるんですよ。体育科にいくひともいるし。教科書もこの後みんなで買いそろえるんです」へえ。知らなかった。「って、せんぱいのときはそうじゃなかったんですか？」

「あ、僕、編入生だから」

　すると薫ちゃんはますます驚いた顔になる。

「編入生なのにもう生徒会役員なんですね！　すごいです、二ヵ月しかたってないのに」

「いや、会長がよくわからないけど強引に」

「じゃあじゃあ中一でも生徒会入れる可能性あるってことですよね、やったあ！　がんばります！」

　その前向き思考はまばゆすぎて正直なところ直視に堪えがたかった。

「早くせんぱいといっしょに働きたいです。それで敵も味方もあざむく魔法みたいな詐さ術じゆつを教わりたいです」

　おいやめろ。冬の晴れ間みたいな笑顔でそんな心をえぐるせりふを吐くな。三倍くらい痛いだろうが。べつにだまそうと思ってだましてるわけじゃないし、だからその、結果的にそうなっちゃってるだけだからね？　ほんとだよ？　教えられるようなもんじゃないし教えるほどのことしてないし──

「かおるー、なにしてるのー」

　少女の声がして、そちらに目を向けると、体育館の角から薫かおるちゃんと同じく体操着姿の女子生徒が顔を出して手を振っていた。たしか、さっき廊下で薫ちゃんと喋しやべってた娘こだ。クラスメイトだろうか。

「そろそろ女子の順番終わっちゃうよー」

「あーごめんなさい、すぐいく！」

　薫ちゃんは手を振り返して、僕に向き直り、ぺこりと頭を下げる。

「ありがとうございました、せんぱい。ちかいうちに生徒会室にあそびにいきますね」

「あ、う、うん」

　呼んでよかったのだろうかと半ば後悔しながら、僕は走り去る薫ちゃんの細っこい背中を見送った。

　さて、駿しゆんさんからはちゃんと逃げられたんだろうか、と僕も体育館の端に近づいて廊下の方をそうっとうかがう。まだ体操着姿の列が途切れていない。今度は男子たちのようだ。でも、駿さんの姿は見当たらないので、ほっとする。

　悪いことをしてしまった。でもなあ。知らない世界を教えてあげるとか言ってたけど、いったいどこに連れていくつもりだったんだろう。

　僕は頭を振った。考えない方がいい。好奇心はライオンだって殺すのだ。ウサギなんてひとひねりだろう。

　でも僕は間違っていた。よく考えてみるべきだったのだ。
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　駿さんに謝罪のメールを打ったら、返事はこうだった。

『ひかげくん、ああいう子が好みだったんだね。たしかにらぶりーだったけど、わかり合えないようで残念だよ。お互いに世間からは認められないラブを貫く者として陰ながら応援するよ』

　意味わかんねえ。ああいう子って薫かおるちゃんのことか。なんか凄絶に誤解されているが、少なくともヘテロセクシャルだと認めてあきらめてくれたようなので、一安心だった。

　翌日の放課後は、僕がいちばん早くに生徒会室にきた。

　とはいっても、キリカは会計室に住んでいるので、固く閉じたドアで隔へだてられているとしても完全にひとりきりというわけではなかった。台所でこまごまと準備をしながら、気になってしまう。

　昨日はもうほんとに脳のう味み噌そがパンクしそうなくらい色んなことがあった。唯一、たしかに収穫と呼べるものは、駿しゆんさんにもらったレシピノートだ。でもキリカは駿さんのことをきらっていたみたいだし、作ってって食べてくれるだろうか。いや、きらってるわけじゃないか。駿さんが手ずから作ってたのは食べてたわけだし。

　考え事をしながらタマネギの皮を剝むいていると、背中に視線を感じた。振り向くと、会計室の細く開いたドアの隙すき間まからキリカがこっちを見ていた。僕と目が合うとあわてて中に引っ込んでドアを閉めてしまう。なんなんだ。料理に戻ると、再びドアの開く気配。振り返るとキリカは部屋にぱっと戻ってドアが閉まる。だるまさんがころんだみたいなことを五回くらい繰り返した後で、ようやくキリカは生徒会室に出てきた。僕のそばまで寄ってくると、言いにくそうに手をもじもじと合わせている。僕はなんとなく、レシピノートと食材を背後に隠してしまう。
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「あ、あのっ」

　キリカはうつむいたまま言った。ブレザーが肘まで完全にずり落ちる。

「昨日は、ごめんなさい」

　僕は目を丸くした。キリカに謝られるなんて思ってもみなかった。

「ええと、なにが？」

「……料理は、ほんとに、嬉うれしかったの。……ただ、駿しゆんと、あんまり、仲良くしない方が、あ、あの、駿もべつに悪い人じゃないんだけどっ、趣味が変だし、そういうのに染まって犯罪に走ったりしたらっ、生徒会も、困るから」

　僕はぽかんとしてしまう。犯罪？　いや、ちょっと待て。染まる予定はべつにないけど、同性愛者に対してあんまりなおっしゃりようじゃないですか？　訝いぶかしんだ僕がキリカに問いただそうとしたとき、生徒会室の正面大扉にノックの音がした。

「……すみませーん……」

　ドア越しに、こわごわといった感じの女の子の声が聞こえた。

「……ここ、生徒会室ですよねー？　い、いいですか？　入ってもいいですかー」

　さらにその後ろから、開けちゃいなよ、とか、だめだよ勝手に、とか大勢の声も聞こえてくる。僕とキリカは顔を見合わせた。

　ドアに歩み寄り、そっと開いてみる。

「あっ」

　すぐ外にいた女子生徒がびっくりして跳び退のいた。

　無数の視線が僕に集まる。廊下には、十人以上の制服姿の女の子たちが詰めかけていた。ざっと見たところ全員中等部、しかも襟えり章しようからして一年生だ。

「すみませんすみません」

　正面にいたおさげの子が、まだ僕がなにも言っていないのに何度も頭を下げる。

「い、いや、……どうしたの？」

「ほら、ユッコ、ちゃんと説明しなよ」

　べつの一人がきつめの口調でおさげの子に言う。

「あんたが頼もうって言い出したんでしょ」

　他の一人にも促うながされ、ユッコと呼ばれたおさげの子は顔を上げて僕を切実そうな目で見つめてきた。

「生徒会の人、ですよね？」

「そうだけど」

「それでっ、あのっ、……探偵、みたいなこと、やってるんですよね？」

　僕はほうと息を漏らした。まさかまさかの、新入生からの調査依頼？

　次の彼女の言葉はさらに驚くべきものだった。

「あたしたち、あの、だまされて、お金──とられちゃったみたいなんです」

　呆あつ気けにとられた僕の腕を、背後からつかむ手があった。びくりと振り向くと、金きん糸しで刺し繡しゆうされた『探偵』の二字が視界の端を引っ搔かいた。キリカだ。いつの間にか、首に巻いた腕章を百八十度回している。

　僕を押しのけ、キリカは依頼者たちの前に立った。手のひらを突きつけて言う。

「解決前払いなら千五百円、後払いは千八百円」






２









「──詐さ欺ぎですってっ？」

　美み園その先輩は生徒会室に駆け込んでくるなりそう言って、キチネットで洗い物をしていた僕のところに駆け寄ってきた。

「ひかげさんっ、つ、ついに、やっちゃったんですね、でも私ひかげさんが逃げるためになんでも協力しますからっ、時効まで二人で愛の逃避行しましょうっ」

　僕は美園先輩へ向ける自分の視線がなるべく冷たくならないようにするのにだいぶ苦労した。

「……僕じゃないです」あんた僕をどんな目で見てんのよ。「依頼です、キリカへの探偵の依頼。新入生がまとめてだまし取られたみたいなんです」

「まあ」

　美園先輩は口に手をあてる。

「この学園で、ひかげさん以外にそんなことできる人物がいるなんて……」

　なんで必死にひとを犯罪者に仕立てあげようとするわけ？

「新入生の女の子たちが大勢被害に遭あったというので、てっきり」

　なにがどうてっきりなのかきつく問いただしたいところだったが、もっとひどい話になっても困るので、僕は事件のあらましを先輩に説明した。

「おととい、新入生の健康診断と身体測定と、あと教科書購入がありましたよね」

「ええ。うちの学校は六月にまとめてやるんです、コース分けのために」

「その、教科書購入のために持ってきたお金を狙われたらしいんです」

　ちょうどそのとき、会計室のドアが開いてキリカが出てきた。手にはプリントアウトの束を持っている。僕と先輩の向かい合っていたガラステーブルに、一枚を広げて置く。女子生徒の名前と被害額が列記されている。

「……この子たちが、被害者？　ええと……十三人もですか」

　美み園その先輩は目を丸くした。キリカはうなずいて言う。

「被害総額、ちょうど十三万円」
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　昨日やってきた新入生たちの話はこうだった。

「身体測定終わって着替えた後、教科書購入の話してたんですけど」

　代表して説明してくれたのは、ユッコと呼ばれていた、最初にドアをノックしたおさげの子だった。枝えだ島じま雪ゆき子こさん、中等部普通科の一年生だ。

「そばにいた子が、教科書売ってもらったって言って。新しく買うより半分くらい安く済むって、それで、その子、お姉さんがここの上級生らしくて、お古の教科書いっぱい仕入れられるから、みんな買わないか、って、それに芸能科のサイン入りで、有名な人とかもいて、プレミアで、うらやましくて」

　……という感じであまり要領を得ない喋しやべり方だったので、雪子ちゃんはまわりの同級生たちやキリカにさんざん責められ絞られた。横で黙って聞いていた僕がまとめたところでは、こうである。

　身体測定の後、教科書購入が始まるまでの間、更衣室として使っていた教室でだべっていたら、ある女子生徒がすでに教科書を持っているのを見せてくれたのだという。

　姉のつてで先輩のお古を安く買ったのだ、とその子は言った。新品よりもずっと安いので、教科書購入のために親からもらってきたお金を半分以上お小遣いにできてしまう。おまけに、姉の知り合いは芸能科の生徒が多くて、テレビで活躍している有名人の使っていた教科書（ものによっては本名署名入り！）が手に入るという。これで、その場にいた女の子たちが一斉に食いついた。

　それぞれ必要な教科書をリストアップしてまとめ、その子に渡した。その子はどこかに携帯で電話をかけ、みんなほしがってるよ、今から行く、と言って切った。

「リスト、お姉ちゃんにメールした。もう用意できるって。受け取ってくるついでにお金も渡しちゃいたいから今集めていいかな？」

　一万円ずつを集金したその子は、体操着のまま荷物なども持たずに教室を出ていってしまったので、まさか戻ってこないなどとは被害者のだれ一人思っていなかった。
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　話を聞き終えた美み園その先輩は深く息をついた。

「立派な刑事事件じゃないですか。どうして生徒会に……」

「あの、つまり、親にばれるとちょっと体面が悪いから、できればキリカに解決してほしいってことらしくて」

「ああ、なるほど」と先輩は僕の隣のソファに座ったキリカに目をやる。

　教科書費用の半分をいただいてしまおう、と欲をかいたところにつけこまれた詐さ欺ぎなのだ。出費者である親には知られたくないだろう。

「で、その詐欺師さんはけっきょく同学年じゃなかったわけですか」

「ええ。たぶん」

　お金を渡した相手が戻ってこないのを不審に思った枝えだ島じまさんたちは、中等部一年の教室をみんなで回った。今朝も、生徒がそろっているところを手分けして捜した。詐欺師の姿はどこにもなかったという。

「体操着も制服もうちの学校のだったそうだから、生徒だとは思うんですけど」

　犯人は髪の短い同年代の女子だった、と被害者の子たちは言っていた。でもだまされたとわかった今になって考えてみると、中一にしてはちょっと大人びていたような……と。

「後輩をだましてお金をとるなんて！」美園先輩は憤慨する。「ゆるせません。キリカさん、ぜったいに見つけて取り戻してください！」

「取り戻すのまでは依頼されてない」

　キリカはそう言って肩をすくめた。

「わたしは探偵だから、見つけるまでが仕事」

　それから彼女の視線は僕に移される。美園先輩の視線もついてくる。

　僕？

　なんだそれは。

　まるで、取り戻すのは僕の仕事、って言ってるみたいじゃないか。僕は書記になる予定なんですからね？　キリカの探偵の補佐をしろって会長には言われてるけどさ。

「でもキリカさん、見つけるあてはあるんですか」

「とりあえずローラー作戦」とキリカは手にしたプリントアウトの束を指さした。Ａ３用紙にびっしりと顔写真が並んでいる。どうやらうちの女子生徒らしい。「女子全員の顔を被害者に確認してもらう」

「四千人も？」と僕はプリントアウトとキリカの顔を見比べる。一枚四十人くらい印刷されているだろうか。百枚。チェックするのもかなり大変な手間だ。それで見つかるなら確実だけど。

「確実ですけど、キリカさんにしては泥臭い仕事ですね。名探偵なのに」

「平気。泥臭いところは全部ひかげにやってもらうから」

　分厚く重たい百枚のプリントアウトが僕の腕にどさりとのせられる。

「十三部ずつカラーコピーして被害者に渡して」

　せんさんびゃくまい……。気が遠くなってきた。







　その日のうちにチェックしてくれたのは、依頼者である枝えだ島じま雪ゆき子こさんだけだった。午後五時くらいに写真のコピーの束を抱えて生徒会室にやってきた彼女は、部屋の入り口のところで僕にどさりと紙束を手渡して言った。

「犯人、この中にはいませんでした」

「え……ほんとにちゃんと全部見た？　やけに早くない？」渡してから二時間だ。めんどくさくなっててきとうに飛ばしたんじゃないのか。

「見ましたよ！」と枝島さんはちょっと怒って言った。「最初にもらったんだから最初にチェックし終わるの当たり前です」

　それもそうか。全員に配るのはめんどくさかったので、千三百枚をどさっと枝島さんに渡して他の子たちに回してくれるように頼んだのだ。あとの十二人は、まだ目を通してさえいないかもしれない。

「ううん。犯人はうちの生徒じゃないってことかな……」

　どうにかして体操着と制服を用意して園内に忍び込んで詐欺をやった？　そこまで手間をかけるようなことか？　生徒じゃないとするとキリカの手に余る事件かもしれない。

「ねえ、やっぱり警察に」「だめ、だめですっ」枝島さんは僕の言葉を遮ってぶんぶん首を振った。「うちの親きびしいんですそういうの、お願いします、なるべく知られないようにしたいんです、べつに犯人捕まえてほしいわけじゃないんです、犯人がだれとかどうでもいいから、ただお金戻ってくればそれでいいから、お願いします」

　僕は頭を搔かく。

「勝手に警察なんてすすめないで」

　背後でいきなり声がした。僕はびっくりして振り向いた。いつ会計室から出てきたのか、キリカが不機嫌そうな顔で立っていた。

「わたしが受けた依頼なの。千五百円前払いでもらってるんだから」

「お願いします先輩っ」

　枝えだ島じまさんはおさげが跳ね上がるほどの勢いで深々と頭を下げると、廊下を走っていってしまった。僕はまたおそるおそるキリカの顔を見る。

「見つかんなかったらどうすんの。あの子たちだって、教科書ないと困るだろうし」

「それは依頼者が決めること。わたしは見つかるか依頼が取り下げられるまでやる」

「前払いって、依頼取り下げられたら返金するの？」

「返さない」ならいいじゃん、と言いかけた僕をキリカはきつくにらんだ。「だからこそ早く解決したいの。前払いだと調査に手を抜くなんて思われたくない」

　なるほど。返金しなきゃいけないから必死なのかと思っていた僕はちょっと気まずい。

「犯人見つかっても、お金返ってこないかもしれないよね」

　子供が犯人なのは確実なのだ。とっくに遣つかっちゃってて返済能力がない可能性もある。

「だから言ったでしょ。探偵は見つけるのが仕事。それ以外は知らない」

　キリカは不機嫌そうに言って、それから視線をそらし、小声で付け加える。

「……それに、わたしには、あなたみたいなことはできない」

「僕？　みたい、って」

「オーケストラの事件のときみたいなこと」

「ああ……」

　二十二万円の不明金が出てきた、あの事件。キリカは真実を容赦なくえぐり出し、僕があちこち無理矢理なごまかしとはったりを使ってなんとかだれも不幸にならないように取り繕った。

「探偵は、人を不幸にすることしかできないの。そういうものなの。だって、探偵が探らなきゃいけないような真実は、だれかが隠したものだから」

　そんなことない、と僕は言おうとした。でもキリカの瞳にたまった夜霧の色を目にすると、つまらない慰めは舌の上でしおれて潰れて消えてしまう。

　これまで、何人も不幸にしてきたのだ。彼女の言葉はその積みかさねの重みで搾り出されたものだ。

「それでもみんな、依頼してくる。だからできれば前払いがいい」

　前払いなら、依頼人を不幸にした後でも、探偵はただ立ち去ればいいから。

　そんなのって哀しすぎるだろう、と僕は思う。そもそもどうしてキリカは、そんな想いを押し込めながら探偵なんてやっているんだろう。

　訊きけなかった。かわりに出てきたのはこんな言葉だった。

「キリカにもできるよ」

　キリカは戸惑った目で僕を見た。僕は、無責任なことを言うなと詰なじるもう一人の自分の声を押し殺して言葉を続ける。

「僕よりずっと頭いいんだから。犯人見つけた先のことも、きっとできる」

　あまりうまい言い方じゃなかった。キリカは会計室に戻ってドアを閉めてしまった。僕は嘆息し、生徒会室の大扉を閉めた。

　またいいかげんなことを言って怒らせてしまった。自分だってこの先どうするのか、なんにも思いついていないのに。

　ともかく犯人を見つけなきゃ始まらない。しかし、女子生徒全チェックで見つからなかった場合、どうするつもりなんだろう。
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　その危き惧ぐは翌日さっそく現実のものとなった。他の被害者生徒たちも放課後次々に生徒会室にやってきて、デスクに写真リストを積み上げた。

「いませんでしたよ……」「ねえ」「みんなでチェックしたから間違いないよね」「うん、かなり可愛い子だったし見たら絶対わかると思う」

　僕は天井を仰いで息を吐きだした。やっぱり校外の人間が犯人か。

「なんかもう、見つからなくてもいいかなって気がしてきた」

　一人の女子生徒が言うと、まわりがうなずく。

「ねえ。生徒じゃないなら見つかるわけないし」「お金戻ってこないだろうし」「教科書も買えたし……」

「買えましたか、よかったです」と美み園その先輩が自分のデスクで会報の編集作業をしながら言う。

「あー、ありがとうございました副会長さん」「助かりました」

　女の子たちは先輩に頭を下げる。教科書を扱っている書店を先輩が被害者のみんなに紹介したのである。

「でもユッコまだ買ってないって」「え、なんで」

「お小遣い足りなかったんじゃないの」「そっか、うちらもけっきょく自腹だもんね」

　親に言えない以上はだまし取られた一万円は自分の貯金から出して穴埋めするしかなかったわけだ。中一で一万円はめちゃくちゃ大金だろう。枝えだ島じまさんだけ必死にキリカにすがってくるのはそういう事情もあるのかな、探偵の代金だってあの子が出したわけだし。

　女の子たちが帰った後で、キリカに報告しようと会計室のドアに向かいかけたとき、背後でノックの音がした。振り向くと返事も待たずに大扉が開く。

「はいお邪魔ー」

　僕は思わずうげっと声に出してしまいそうになった。たぶん美み園その先輩もデスクで似たような顔をしただろう。入ってきたのは茶髪に眼鏡の女だった。「あなたが喜ぶこと以外ならなんでも喜んでやります」と額に書いてあるんじゃないかと思うくらい悪いた戯ずら好きそうな満面の笑みを浮かべている。美園先輩と同じく高等部二年生で、監査委員会の委員長を務めている郁いく乃のさんだった。

「なんのご用ですか郁乃さん」

　美園先輩が警戒の色をまったく隠さない声で言って、僕のすぐそばまでやってきた。

「またキリカさんや私にセクハラしにきたんでしょう。総会ではとってもお世話になりましたけれど、それとこれとは話がべつです。この竹たけ内うち美園、総務のおっぱいは全力で守ります！」え、それ毎回言うつもり？　やめてよ……。

「あらら、ごあいさつ」と郁乃さんは笑みを絶やさないまま首を傾げた。「おっぱい四つあるけど、みそちゃんの手は二本しかないで。どないするん？」

「キリカさんのおっぱいは私が、私のおっぱいはひかげさんがガードします！」勝手に僕を巻き込まないでいただけますか。

「向かい合わせで二人でお互いにガードすればええんちゃう？」

「そういえばそうですね……」と美園先輩は考え込み、はっと顔を紅潮させる。「そ、そんなことをしたら女二人裸で抱き合っているみたいじゃありませんか！　破は廉れん恥ちなことを言わないでくださいっ」「今さらかよ！　二十秒くらい前にあんたが自分で破廉恥な話題始めたんだよ！　ていうか自分のは自分でガードすりゃいいだけでしょ！」

　二人の女は感動に目を潤ませて口元を手で押さえ、僕を見た。

「さすがですひかげさん……その発想はありませんでした」

「さすがおっぱいのエキスパートやで……」

「変な肩書き増やすな！　っていうか共謀してるでしょうあんたら！」

　郁乃さんは咳せき払ばらいした。

「そんなことより本題や。総務に来るといつも話がやーらしい方向にずれるから困るわ」

　半分くらいあなたのせいですよね。

「事件あったそうやね？」

　僕は黙り込んだ。美園先輩は小首を傾かしげ、それからごく自然な口調で言った。

「なんでしょう。よくわかりませんけれど面倒そうなお話になりそうですから、私が聞きます。ひかげさんはお茶を」

「みそちゃん、部下をかばおうったってそうはいかへん。ひかげ君に訊きいとるんよ。それから──」

　郁乃さんは、ちょうど細く開いていた会計室のドアにちらと狡こう猾かつそうな横目を走らせる。覗のぞいていたキリカは慌ててドアを閉めた。

「きりちゃんにもな」

「キリカさんのおっぱいは私がっ」

「おっぱいの話はもうええねん。話のそらし方下手やなあ。うちもセクハラは一日二十四時間までってきめてるんや。おっと、つい呼吸するようにボケてもた。ひかげ君もつっこまんでええよ、早く本題進めような」

「監査にご報告するようなことは現在のところありません」

　美み園その先輩はごまかしをあきらめたのか腕組みしてきっぱり言った。

　監査委員会は、生徒会活動、なかでも総務執行部の行いが規約と倫理から逸脱していないかどうかを監視する機関である。生徒会長のリコールの発議権も持っている。平たく言うと僕らの敵だ。委員長の郁いく乃のさんと生徒会長・天てん王のう寺じ狐こ徹てつとはやはり浅からぬ因縁があるらしく、顔を合わせればいがみあっているのかじゃれあっているのかよくわからないやりとりをしている。生徒総会の一件では、ともに生徒会活動に携たずさわる人間として協力をとりつけたから、敵というのは多少語弊があるけれど、とにかく郁乃さんは総務の弱みを毎日嗅ぎ回っているのだ。警察が立件できそうなトラブルを持ち込まれたなんて知られたらたいへんなことになる。

「とぼけても無駄やで」

　郁乃さんは人差し指を立てて、小ずるそうな目を美園先輩から僕に動かす。

「あんま監査をなめんとき。ちゃあんと学園じゅうに情報網張り巡らしとるんやで。とくにそこの書記見習い君は要注意人物だから動向をしっかりチェックしとるんよ。なにがあったのかもだいたい把握しとるよ」

　背筋が寒くなる。この人なら生徒会室を張り込むくらいやりそうだ。そして僕は枝えだ島じまさんをはじめとした事件の被害者と直接喋しやべってるし、依頼の件もとっくにばれている？

「ひかげ君が新入生の女の子に手ぇ出して苦情がきたんやろ？」

「どこ情報だよッ」僕は思わず床の絨じゆう毯たんを踏み鳴らしていた。

「ひかげさん、そ、そんな、私という女がいるのに」美園先輩もちょっと黙っててください話が悪化するから！

「あれれ。だって事件発生は三日前やろ？」

「そうですけどなんで僕がなんかやったって話になってんですかっ！」

　ていうか事件があったって認めちゃったよ、とぼけてたのに！

「そやかて身体測定中の体操着ぴちぴち中一がぎょうさんおる総合体育館そばでひかげ君の目撃情報があるんやで。かわいー子を体育館裏まで引っぱってってなんや話し込んでたって情報も」

「あ、あれはっ」薫かおるちゃんとのことか、見られてたのかちくしょう。「ちがいますよ、ただ話しかけられて喋ってただけで」

　ドアが乱暴に開く音がして、美み園その先輩がびくりと肩を引きつらせてそちらを見た。僕もこわごわ顔を向ける。キリカが肩を怒らせてこっちにやってくるところだった。心なしか頭の白と黒のリボンも天を衝く怒髪に見える。

「ひかげっ」

　キリカの剣幕に、思わず絨じゆう毯たんに正座してしまう。

「……ウサギなら今日は僕の部屋にいるんじゃないかな」とごまかしてみた。

「ウサギのことじゃない！」キリカの憤りはますますひどくなる。「あなたのこと！　郁いく乃のが言ってたのほんとうなのっ？」

「まあ、ほんとう……あ、ちょ、ちょっと待って、事件のあった日に体育館のそばを通ったのだけほんとうだよ、あとは全部うそ！」

「だれかを体育館裏に連れ込んだのも？」

「連れ込んだって言うなよ、なんかいかがわしいから！　……それも、うん、だいたいほんとうだけど」

「それだけやないで」

　郁乃さんが面白がって火に油を注そそぐ。

「柏かしわ崎ざき先輩も一緒やったんやてな？」

「駿しゆんもっ？」キリカが頰ほおを染めて詰め寄ってくる。「近づかないでって言ったのに！」

「一緒だったけど、ううん、べつに駿さん悪い人じゃないし、そんな」

「悪い人じゃないけど犯罪者なの！」意味わかんねえ。「しかも体育館！　身体測定！　あ、あなたまでっ、そういうの駿みたいになったらっ」

「……え、ええと？　どういうこと、身体測定がなんの関係あんの」

　僕はもう濁流で溺おぼれかけているくらい混乱していた。でもキリカは答えてくれなかった。ふと口をつぐんで考え込んでしまったのだ。おい、なんなんだ。郁乃さんはあいかわらずにまにま笑って見てるばっかりだし、助け船を求めて美園先輩に目をやったら、先輩もなにかにはっと気づいたような顔で、キリカと目配せしている。

「……駿が……体育館にいた？　事件の日に？」

　キリカがつぶやく。美園先輩がさっと携帯電話を取りだしてどこかにかけた。

「……竹たけ内うちです。先輩いまどちらに？　教室ですか。はい。すぐに生徒会室にいらしていただけますか。……ええ。……キリカさんのご用です。ええ、いえ、……はい、探偵の方です。……お忙しい？　それならキリカさんがうかがいますから、教室から動かないでください。いえ、いけません。今すぐです。はい。ぜったいですよ」

　美園先輩は携帯を切ってキリカに言う。

「ＦＳＳ３─Ａ高等部理工学科三年Ａ組教室です、早く行かないと柏崎先輩逃げちゃうかもしれません！」

　キリカはうなずいて生徒会室を飛び出した。よく事情をわかっていないらしい郁乃さんはのんきに手をひらひら振って「いってらっしゃーい」とか言っているが、同じくわかっていない僕にそんな余裕はない。キリカの後を追って廊下に走り出る。

「待ってってば！　なんなんだよ、駿しゆんさんがどうしたの？」

　まさか、とキリカの背中を追いかけながら思う。

　事件当日に新入生たちのいる体育館脇を通ったってだけで──駿さんを詐さ欺ぎ犯だと疑ってるんじゃないだろうな？







　理工学科の校舎は、生徒会室のある中央校舎からほど近いので、五分とかからずたどり着いた。ちょうど裏口のところで、あきらかに逃げようとしていた駿さんをつかまえる。

「駿！　教室で待っててって言ったでしょ！」

　キリカの怒った声に、すらりとした長身の背中がびくりと引きつる。まわりの理工学科生たちがなにごとかとこちらに注視するので、僕はあわてて二人の腕をつかんで校舎際の立木の陰まで引っぱっていった。いつぞや駿さんが芸能科生の女の子の愛の告白をすげなく断った場所である。

「二人とも来てくれるなんてうれしいよ」

　駿さんは歯磨き粉のＣＭみたいな白々しい笑顔を浮かべて僕とキリカを見た。

「キリカはあいかわらずらぶりーだね。時間を巻き戻しちゃいたいくらい」

「三日前の放課後、ひかげを総合体育館に連れていったの？」

　キリカは駿さんのシュガートークを完全無視して詰問した。

「連れていったけど、安心してキリカ。彼はこちらの世界にはあまり興味ないみたいで、すげなく断られた」

「そういうのはどうでもいいの」

　キリカが指さしたのは自分の喉元だ。二つの腕章をつなぎ合わせてマフラー状にした彼女のトレードマーク。今は、本来の総務会計職ではない方の一面が駿さんに向けられている。《探偵》、だ。

「事件があったの。現場は新入生女子が更衣室として使ってたＯＣＪ１─Ｆ中等部普通科一年Ｆ組教室」

「へえ。それはそれは」

「へえ、じゃない」

　キリカの口調はもう完全に取り調べ中の刑事のそれで、まだ話がまったく呑のみ込めていない僕は、ほんとに駿さんが容疑者なのか、と二人の顔を壊れた扇風機みたいに何度も見比べていた。さすがに無理がある考えだったけれど。

「駿はずっと見てたでしょう。写真も撮っていたでしょう？」

　キリカの言葉に僕は啞あ然ぜんとする。え、なに？　なんの話？　見てた？　写真？

「なんの話？」と駿しゆんさんが僕の思いをなぞるように言う。唇の端がちょっと笑っている。

「とぼけないで」キリカの視線が駿さんの胸のあたりに突き立てられる。

「……あ、あの、ええと」

　黙って見ているのももう限界だった。僕は口を挟んでいた。

「どういう……こと？　駿さんが事件にどういう関係あんの、写真って？」

　キリカの険しい視線が僕に向けられる。

「直接関係はない。でも目撃者。重要参考人」

「そりゃ、あの日体育館そば通りかかったけど」

「通りかかっただけじゃないにきまってる」

　彼女の手が、いきなり駿さんのブレザーのポケットに伸びた。そのときの彼は半ば観念していたのか、避さけようとも身を引こうともしなかった。

　ポケットから抜き取られた、小さな紙片の束が、駿さんの足下の芝生にばらまかれる。

　写真だ。どれも、うちの学園の女子生徒が写っている。制服姿や体操着姿。見るからに中等部、それもどうやら幼い雰囲気の子ばかりだ。遠くから望遠で撮ったのだろう、カメラを意識している被写体は一人もいない。というか顔がちゃんと写っているのが全然ない。どれもフォーカスは胸元や腰にあてられている。

　僕は呆ぼう然ぜんと、目を駿さんに戻す。隣に立つキリカがとげとげしい声で告げる。

「駿はロリコンなの！」

　ロリコン……。

　ホモじゃなかったのか。僕の勘違いかよ。だってみんな教えてくれないし。ちょっと気が遠くなってきた僕の頭に駿さんの妙に得意げな声が反響する。

「ロリコンじゃない。ロリらぶと呼んでくれよ。性同意年齢に達していない女の子とらぶりあいたいだけだよ」

　なるほど、まごうかたなき犯罪者である。
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　駿さんは生徒会室に連行される間も、中一の頃ころのキリカの愛らしさについて切々と語ってくれた。

「新入生のときは、ブレザーを普通に着ていても袖そでから手が出ないくらい小さくて、それはもうらぶりー過ぎて天使かと思ったよ」

「駿、黙ってて」二歩先をいくキリカの耳はかすかに紅い。

「中一のキリカはよく園内で迷子になって泣いていたので、らぶりー過ぎて、見つけてもしばらく声をかけずに観察していたものだよ」ひでえなあんた。

「黙っててってば！」恥ずかしい過去を話されるキリカの声はどんどん必死になる。

「あの頃ころのキリカはまだ偏食をなおそうという気が少しはあったみたいで、人にん参じんのポタージュに人参のコンポートと人参チップスを浮かべてあげたら二時間くらい黙ってにらんでた。ウサギになりきれば食べられると思ったらしくて、そのらぶりーなうさみみリボンを着けるようになったのはそのときから」

「駿しゆん──ッ」

　キリカは立ち止まって振り向いた。真っ赤な顔で、目に涙を浮かべている。

「ひかげに変なこと教えないでっ」

「でも、あの頃の輝きは……」駿さんも足を止めて、だいぶ傾いた初夏の太陽を梢こずえ越ごしに仰ぐ。「もう、消えてしまった。哀しい。どうしてみんな年を取ってしまうんだろう」

　僕はすさまじい倦けん怠たい感かんにも似た納得感に全身まみれていた。駿さんに逢あってから経験した色んなことが今さら腑ふに落ちた。なるほど、レディには興味がないって、そういうことね。成熟した女性には、って意味か。美み園その先輩やキリカが僕に「染められる」って心配してたのもロリコンのことで、会長が「男としてノーカウント」って言っていたのも小さい女の子にしか興味がないからで、人権問題でもなんでもなく実際のところ犯罪者ぎりぎりっていうか盗撮してたからもう真っ黒じゃないの？

　生徒会室に連れていくと、美園先輩と一緒に会長も戻ってきていた。会長が追い払ってくれたのだろうか、郁いく乃のさんの姿はすでにない。

「やあ先輩、久しぶりだね。まだ逮捕されていないようでよかった」

　執務机の椅子にふんぞり返った会長は手を挙げて微ほほ笑えんだ。

「狐こ徹てつもかわらずらぶりーでうれしい」

「らぶー」

「らぶらぶ」

「らぶ？」

「らーぶらぶ」

　おい、なんか二人してハンドサインまじえて変な会話始めたぞ。駿さんと会長、ある意味じゃ似てるのか。

「ひかげさんっ」

　美園先輩が駆け寄ってきて、僕の顔や腕や胴体をぺたぺた触る。

「大丈夫ですかロリコンを感う染つされてませんかっ？」

「美園ちゃん、ロリらぶは病気じゃないよ。愛の究極の形のひとつだよ」

「ストーカーだって同じこと言いますっ」

　もう今日だけで二百回くらいロリコンという単語を聞かされた僕はたいがい疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていた。そもそも駿さんになんの用事があったんだっけ？

「駿しゆん、早く用件済ませて出てってほしいから、こっちきて」

　キリカが冷ややかな声で言った。会長と『一秒間に何回らぶ言えるか』勝負の真っ最中だった駿さんは、名残なごり惜おしそうに会長と視線を交わし、こちらにやってくる。やおら咳せき払ばらいして言った。

「好きなバンドはローリング・ストーンズ！　好きなギタリストはローリー寺てら西にし！　好きな指揮者はロリン・マゼール！　好きな病原菌はピロリ菌！　柏かしわ崎ざき駿になんの用かな」

「新入生の身体測定、盗撮してたでしょ」

「盗撮じゃないよ、らぶ撮だよ」「盗撮だよ！」思わずなんの面白みもないつっこみをしてしまった。

「更衣室の入り口に向けて望遠カメラを固定して出入りする体操着姿の女子生徒を全員あますところなく尻や脚をなめるようなアングルで撮影しあわよくば戸が開く瞬間のちらりと見える室内の楽園に期待することのどこがいけないんだ」「どこもかしこもだよ！　警察呼びますよ！」

「ひかげ、静かにしてて」

　キリカに冷たく言われて僕はちょっと反省する。

「ＯＣＪ１─Ｆ中等部普通科一年Ｆ組教室もずっと撮ってたでしょ」

「もちろん」胸張るな。

「教室から出ていった体操着姿の生徒、全員、写真に残してる？」

　僕は口をあんぐり開けてキリカを見た。ようやく、駿さんになんの用があるのか理解できたからだ。自信満々にうなずく駿さんに目を移す。

「ものすごい人数だけど全員撮ってある。見たいのはプリントした厳選ショット？　それともデジカメの中身全部？　万単位であるけど」

「どっちも要らない。事件の日、身体測定後、ＯＣＪ１─Ｆ中等部普通科一年Ｆ組教室から体操着姿で出ていった人間の中で、中一女子じゃないのを探して」







　無茶すぎる要求だろうと思っていたら、書記室にしばらくこもっていた駿さんは、写真のプリントアウトを手に出てきた。

「この二枚だね」

　生徒会メンバー全員が囲む大机に、二枚の写真が置かれる。どちらも、廊下の窓からの俯ふ瞰かんアングルで教室入り口を撮ったものだ。隣の校舎からだろうか。教室を出ていく体操着姿の細身が写っている。どちらの子も髪は黒で短めだ。

「この二人だけ、中一女子じゃない」

　自信たっぷりに断言する駿さんを、僕は啞あ然ぜんとして見上げる。

「あの、なんでわかるんです？　ちょっと遠いですけど、体つきだってどっちも中一でもおかしくないんじゃ……」

「ひかげくん。世の中には二種類の人間しかいない」

　駿しゆんさんは理知的な光を湛たたえた優しい目で言う。

「ロリとそれ以外だ」知らねえよ。「中一までの女の子か、そうじゃないかは、一目でわかる。ひかげくんもきっと訓練を積めばすぐわかるように──」

「先輩っ！」美み園その先輩が悲鳴に近い声で言う。「ひかげさんをそっちの道に引き入れようとなさるなら警察を呼びます、総務の恥ですけれどやむを得ません！」

「二人……なんで二人も」

　キリカがむっとした顔で写真をにらんでつぶやく。

　そうだ。駿さんのそのいかがわしい眼力を仮に信じるとしても、なんで二人も浮かび上がるんだ？　これ、要するに犯人だよね？　事件当日に被害者の子たちがいた更衣室から体操着姿で出てきた、中一女子ではない人物。それはもう詐さ欺ぎ犯しかあり得ない。

　なんで二人？

「ん？　これ、薫かおるじゃないか？」

　会長が写真の片方を見て不意に言った。キリカは目を見開き、写真を取り上げて顔を近づけ、じっと見て、やがてうなずく。

「ほんとうだ。これ、薫」

　僕も驚いて横からのぞきこむ。横向きを望遠で撮っているので顔はちょっとわかりにくいけれど、たしかにこの髪型と細っこい手足には見憶えがある。

「どなたです？」と美園先輩が首を傾げる。

「神かん林ばやし薫ちゃんです」と僕は言った。

「おや、ヒカゲも知ってるのか」

「え、ええ、この日ちょうど声をかけられて。薫ちゃん、前から僕のこと知ってたみたいで、生徒会のこと色々訊きかれて」

「ああそうか、朱と鷺き子こからあれこれ聞かされてるんだな。ふふ、姉貴を追っかけて白はく樹じゆ台だいに入ったんだからかわいいもんだよ」

「ああ！　朱鷺子さんのごきょうだいですか」

　美園先輩も僕の手の写真をのぞき込んで言う。

「そういえばうちに合格されたんですってね、いつだったか聞きました」

「へえ。そういえば朱鷺子ちゃんに似てらぶりーだね」と駿さん。「そうか、この子、あのときひかげくんと喋しやべってた子か」

「ていうか、会長も薫ちゃんのこと知ってたんですね。キリカも？」

「当たり前じゃないか、あたしと朱鷺子とキリカは小学校からのつきあいだぞ」

　そうなのか。じゃあ妹の薫かおるちゃんとも同じ小学校だったのかな？

　……って。

　僕は写真を机に戻した。

　薫ちゃんが、中一女子じゃない？　いや、ちょっと待ってどういうこと？

　ところが会長はまったくなんでもない様子で、薫ちゃんの写真を脇わきにのけて言った。

「薫ならしょうがないな。じゃあ犯人はこっちってことか」

　キリカもうなずいて、もう一枚の方を取り上げる。僕はわけがわからず列席者を見回した。みんな薫ちゃんのことはすでに念頭にないようで、もう一枚の方に視線を集め、話し合っている。

「駿しゆん、なんで顔をもっとちゃんと写さないの」「ロリの真髄は下腹部だよ。ナボコフもそう書いてるじゃないか」「それ以上言ったら一一〇番しますから！」

　あのぅ、薫ちゃん、容疑者じゃないの？　そこスルーしていいの？

　でも僕の話なんてだれも聞いてなかった。キリカは写真を僕の手に押しつけて言った。

「被害者に確認とる。一緒にきて」







「……たぶん、この人です」

　写真を見た枝えだ島じまさんは言った。他の子たちもうなずきあう。教室には、他にも事件被害者の女の子たちが六人、集まっていた。さっき枝島さんに電話して、連絡がつく子を集めてもらったのだ。

「うん、この人だった」「そうだね」「すごいね生徒会、写真まで」「やっぱり生徒リストにはいなかったよね、この人」「でも、なんでこんな写真あるんですか先輩」

「……え？　あ、う、うん、それは、その、偶然撮った人がいるんだ、生徒会のパンフレット用に校舎の撮影してるときに」

　僕は必死に言い訳する。それから、教室の外でしゃがみ込んで待っているキリカをちらとにらむ。なんでわざわざ写真確認のためだけなのに僕を連れてきたのかと思ったら、この言い訳をさせるためか。そりゃ僕はキリカの探偵補佐だけど、ほんと損な役回りだ。

　用が済んだので教室の出入り口に向かおうとしたときに、枝島さんが僕を呼び止めた。

「あ、あの、先輩」

「ん？」

「その写真、借りてもいいですか」

「え？　どうして」

「その、あのとき教室にいた他の子にも一応、見せて確認したいな、って。なにか知ってる人いるかもしれないし」

　なるほど。いいのかな、と戸口の向こうのキリカを見ると、彼女は「べつにいい」と言った。まあ、大丈夫か。ひょっとしたら役に立つ情報が転がってるかもしれないし。

「事件のこと喋しやべっちゃだめだよ？」

「わかってます！」

　キリカは立ち上がり、さっさと廊下を歩いていってしまう。僕も教室を出た。

　彼女の後について歩く道すがら、腕組みして考える。犯人はあの女で確定か。それじゃあ薫かおるちゃんはなにかの間違いか。駿しゆんさんの眼力もさしてあてにならないってだけのことかな。いや、薫ちゃんが単に駿さんの好みの子じゃなかった？　たしかメールでそんなようなこと書いてたし。キリカもそんなろくでもないロリコンアンテナに頼って犯人見つけようとするなんて。……まあ、結果的に見つかっちゃったわけだけど。校外の人間ってことになると手詰まりじゃないか。どうするんだ。

　答えは実に意外なところからもたらされた。「あーっ！」という女の声が真横から叩たたきつけられたのだ。芝しば生ふを蹴る足音が寄ってくる。そちらを向くと、バス停の方から走ってくる一人の女子生徒の姿が目に入る。こざっぱりした肩までの髪に眼鏡、全然見憶えのない人だ。でも彼女は僕を指さして言う。

「あのときの！　ねえ、そうでしょ！　柏かしわ崎ざき先輩のっ」

　声にたっぷり怒りが含まれている。隣のキリカが訝いぶかしげな視線を向けてくるので、なんのことかわからないよ、と首を振る。

「とぼけても無駄、あたしの告白邪魔した！　ゆるせない！」

　告白？

　僕は彼女の襟えり章しように目をやる。高等部芸能科一年生だ。芸能科──

　脳のう裏りによみがえるのは、校舎裏の木陰で柏崎先輩に詰め寄っていた派手なウェーブの髪にイヤリングきらきらの女の子。

　まさかと思いつつも頭の中で、記憶にある彼女と目の前の彼女の顔を重ね合わせてみる。跳びあがるほど驚いた。

「え、え、あ、あのときのっ？」

「そうっ！　ねえ柏崎先輩のメアドとか携帯番号とか教えてよ、あのときのお詫わびに！」

「い、い、いや、でもっ、全然っ、別人かと」

「あのときはばっちりメイクきめてたの、当たり前でしょ！　いくら芸能科だからって毎日あんな気合入れられないわよ！」

「声もなんか全然ちがうような」もっと軽やかでキュートだった気がする。

「声も可愛くつくってたの！」

　芸能科すげえええええええええ。

「メアドと携帯！　あたしあれくらいであきらめたりしないんだから！」

　彼女の無茶な要求も、あまりに驚いていた僕はほとんど聞いてもいなかった。と、隣にいたキリカが僕と彼女の間に割って入ってくる。

「あなた芸能科？」

「そうだけど……あ、あ、腕章！　首に腕章！　生徒会？　生徒会の会計さんでしょあの有名な！　やだ可愛い触らせて！　あと柏かしわ崎ざき先輩の連絡先教えて！　先輩も生徒会だったんでしょメアドくらい知ってるでしょ？」

　なんかもう色々たくましくてハイテンポな女である。しかし彼女の喋しやべりを完全に無視してキリカは言った。

「芸能科はみんなメイクが巧うまいの？」

　彼女は面食らう。僕ははっとしてキリカの横顔を見る。

「……そりゃあ、タレント志望なら、普通よりは」

「あなたは中学一年生に変装できる自信ある？」

「楽勝だけど……え、なになにどういうこと？　柏崎先輩がロリコンだって噂うわさほんとなの、あたしも中坊に化けなきゃだめなの？」

　その噂はほんとうだが、そんな話をしている場合ではなかった。キリカが最後の駄目押しの問いを口にする。

「芸能科には鬘かつらおいてある？」

「当たり前でしょ。百種類くらいある」

　キリカは中央棟に向かって走り出した。僕もあわてて後に続く。女の子のぷりぷりした声が追いかけてくるけれど、気にも留めない。校舎の角を曲がるとひんやりした影が僕らを包み、怒声も聞こえなくなる。







　キリカは生徒会室に戻ってすぐ、会計室に閉じこもってしまった。美み園その先輩が「どうしたんですか？　確認、とれたんですか？」と訊たずねてくるけれど、曖昧な言葉しか返せなかった。会長はいつものように昼寝、駿しゆんさんは台所でなにか料理している。

　僕はソファに腰を沈めた。

　芸能科生ならば、校内犯の可能性がある。校外犯よりもずっと考えやすい。さらに、被害者の子たちに見せた写真リストは、なんの証拠にもならない。あれだけ見事に化けられるという実例を今さっきこの目で見てきたところだ。

　さて、それでどうする？

　会計室のドアを見つめる。沈黙したままだ。さっきのキリカは張り詰めた顔をしていた。あれは、そう、いつだったかのオーケストラ部費余剰事件のときに見たのと同じ表情だ。真実を前にして言葉を失っている顔。

　ほっとくべきなんだろうか。話しかけるべきだろうか。

「ひかげくん」

　呼ばれ、目を上げると、駿しゆんさんが小さな角皿を手に立っていた。

「オリーブとクリームチーズとレモンのカナッペ。キリカの好物。持ってってあげて」

　目端の利く人だ。僕が会計室に入る口実をほしがっていることを見抜いていたんだろう。それに、皿に並べられたクラッカーベースのカナッペはトッピングの盛りつけ方も実に見事なもので、レシピとにらめっこで僕が作ったのとは比べものにならなかった。

　書記への道はまだまだ遠いな、と思いながらも、僕はありがたく皿を受け取った。

　キリカは会計室の暗闇の中で、モニタの青白い光に照らされ、椅子に体育座りしてサイドテーブルをじっと見つめていた。僕が入っていっても目を上げない。

「これ、駿さんが作ってくれた」

　テーブルから目を離さずキリカはうなずく。視線の先には、Ａ３用紙が分厚く積み上げられていた。どかして皿を置くスペースをつくると、その紙が被害者たちに全チェックしてもらった女子生徒の写真リストだと気づく。裏向きに積んであったのですぐにそうとわからなかったのだ。

　駿さんの盗撮写真と照合していたんだろうか。紙束の上から何分の一かをとってひっくりかえし、めくってみると、ちょうど芸能科のところだった。……というか芸能科ばっかりだ。十三人分のリストのうち芸能科のところだけを抜いて集めたのか、十枚ごとに同じ顔ぶれが出てくる。

「……写真チェックしてたの？　べつに全員分抜き出さなくても。コピーなんだから全部同じだよ」

「わたしじゃない」

「え？」

「最初からその順番で積まれてた。ひっくり返しただけ」

　僕は首を傾げ、うずたかい紙束をもう一度見やる。

「わたしが確認してたのは、その順番」

「……えっと……なんの話？」

　でもキリカはまた沈黙してしまう。どこを見つめているわけでもない。その視線は、モニタの光が複雑に重ね合わせた彼女自身の薄い影の境界あたりをさまよっていた。答えを固く拒否していることだけはわかった。夏の陽射しの下でも滲にじみさえしない氷みたいだ。

「……これから、どうするの」

　馬鹿みたいな質問だな、と自分でも思った。答えられるのなら、とっくにやっている。

「ん……」

　キリカは曖あい昧まいに首を振る。

「どうすればいいのかは、わかる。でも、それはやりたくない」

　またしても意味がわからなかった。どういうこと？

「犯人を見つけるやり方は、もうわかってるの。でも、それはとてもひどい方法だし、やりたくない。やらなきゃいけないのに。依頼されてるから。でも……」

「どういう方法？」

　キリカは口をつぐんでしまった。僕に教えること自体もはばかられるような方法なのか。いったいなんだそれは。

　でも、こういうやつなのだ。引き出しいっぱいに蟬せみの抜け殻ときれいな小石とつまらない意地とをしまってあるようなやつだ。それはほんの二ヵ月しか一緒にいない僕にもよくわかっている。

　それから、ふと、僕は手元の写真リストに目を落とす。

　犯人を見つけるやり方。キリカにはできない、僕のやり方。ぞくぞくした寒気が指先から肩に這はい上ってくる。

「キリカ」

　そっと訊たずねた。

「犯人、芸能科なの？」

　彼女は僕の手元を見つめ、小さくうなずいた。

「それは、ほとんど確実」

「……芸能科生なら、見つけられるかも」

　しばらく答えはなかった。角皿に二つ並んだカナッペの黒オリーブが不思議そうに僕らを見上げていた。

　たぶんキリカにもわかっていたのだ。僕が思いついたのが、とてもひどい方法で、できればやりたくないということ。そして、キリカに説明もしたくないということ。

　でもそのときの僕は、なぜだかちょっと嬉うれしかった。なるほどキリカが抱いているのはこんな気持ちなのか。僕が総務にやってくるまで、彼女は毎度の探偵でこんな感情を押し殺しながら真実を暴いてたんだろうか。探偵はだれにも感謝されない、加害者にも被害者にも恨まれる、と会長は言っていた。キリカを会計室に閉じ込めているのはそんな、鏡の自分の陰気な視線みたいな敵意なのだろうか？

　それなら。

「僕がやるよ。たまには役に立つってとこ見せないと、書記になれないからね」

　せいいっぱい冗談めかして言った。

　キリカはようやく目を上げてくれた。モニタのぼんやりした逆光の中、彼女の顔は半分以上腕章の首輪に沈んでいて、ただ潤みきった両眼だけが僕をじっととらえていた。千の言葉が、《探偵》と刺し繡しゆうされた紺色の薄い布地の向こうで濡ぬれた吐息に溶けてしまうのがわかった。

　けっきょく彼女は、小さく二度、嚙かみしめるようにうなずいただけだった。

　恥ずかしそうに目をそらし、キリカはようやく皿のカナッペにおずおずと手を伸ばした。僕はほぅっと安あん堵どの息をつく。でも、ため息と一緒に気力も漏れ出ていく。勇ましく請け負ってしまったけれど、作戦準備を考えると気が重かった。

　だってこれ、ほんとに詐さ欺ぎだ。





＊






　犯人からの返事はすぐにあった。

　待ち合わせは二日後の放課後すぐ。場所を相手のホームグラウンドである芸能科のレッスン室に指定したのは、こちらに事を荒立てる気がないということをなるべくわかってもらうためだった。

　レッスン室は教室の半分くらいの広さの部屋で、一面の壁が鏡張りで、奥にはアップライトピアノが置かれた部屋だった。壁は等間隔で穴の並んだ防音加工だ。ダンスと歌、どちらも練習できるように、という部屋らしい。鏡も、ワックスで磨き上げられた床もぴかぴかで、芸能科校舎にはじめて入る僕はきょろきょろしてしまう。キリカは黙ってピアノの椅い子すに腰掛ける。

　なんでついてきたんだろうな、と僕は思う。

「……あの、僕ひとりで大丈夫だよ」

　今さら言ってみた。

「お金返してもらうだけだし、他にとくに訊きかなきゃいけないこともないだろ」

　今回の探偵業務はだいぶ僕が担ったという自負があった。それに正直、これから犯人に説明することをキリカにあまり聞かれたくなかった。また詐欺師って言われちゃうし、今度は言い訳のしようもない。

　でもキリカはわずかに眉を寄せて首を振る。

「訊かなきゃいけないことは、ない。でも言わなきゃいけないことがある」

　僕はふうっと細く息をついた。なんだそれ。恨み言？　説教？　そんなわけないか。キリカに世間並みの倫理観があまりないのはもう重々わかっている。そもそもこの事件にしたって内々に済ませようとしてるわけだし。

　だとしたら、キリカが犯人に告げたいことってなんだろう。

　その言葉でまた探偵自身は傷つくんだろうか？

　ノブの回る音がした。

　分厚い防音扉が開くのを、僕は振り向き、キリカは鏡越しに見た。きつめのブリーチをあてた長い髪の女子生徒が部屋に入ってきて、そっと後ろ手に扉を閉める。おびえた目が僕らを探る。

「……すみません」

　彼女は言った。

「生徒会の人、ですよね。メールきたときびっくりしました」

　びっくりしたのはむしろこちらである。

「星ほし谷たにユリカさん、……が芸名で、ええと、本名、里さと口ぐち彰あき子こさん、ですよね」

　里口さんは沈痛そうな面持ちでうなずいた。

「……まさか三年生だとは思ってませんでした」と僕は正直な気持ちを口にしてしまった。メールのやりとりをして、今こうして直に逢あっても、まだちょっと信じられない。

「え？　でも」

　彼女の顔は困惑に曇くもる。しゅっとした童顔で、肩幅も頼りないくらいで、なるほど体操着で髪がショートボブの黒で目鼻立ちがもう少しおとなしければ中一に見えるだろう。しかし襟えり章しようは、高等部芸能科三年生。僕やキリカより二つも年上だ。駿しゆんさんが「見ただけで中一までかそうじゃないかわかる」とうそぶいていたのも伊だ達てじゃなかったわけだ。

「でも、私だってわかってたんですよね。だから直にメールしてきて」

「いや、わかってなかったんです」と僕は言った。

「だ、だって、これ」

　里口さんは携帯を取り出した。画面に映し出されるのは、たしかに僕が送ったメールである。駿さんが盗撮した体操着姿の写真を引き伸ばした画像が添付されている。文面はこうだ。

『この女子中学生コスプレ画像、星谷ユリカさんですよね？　他にも秘密いっぱい知ってます。お値段たったの十三万円でお売りします。お返事は金曜日まで、お早めに！』

　キリカの視線がちょっと痛い。彼女にも、僕がなにをやったのか今ここではじめて聞かせるのである。

「これ、私の学校用メアドに届いてて、だからもうばれちゃったんだ、って思って」

「それ、芸能科の生徒全員に送ったんです。名前のとこだけ変えて」

　彼女のあごが落ちた。

　手紙を使った詐さ欺ぎの、基本中の基本だ。あなただけは特別ですよ、という同じ報しらせを不特定多数にばらまく。一人引っかかればその手間が実を結ぶ。芸能科生はみんな、このいかがわしいメールを受け取って、いたずらか迷惑メールだと思ってすぐに削除しただろう。ただ一人、捨て置けない人間がいた。真犯人だ。

　里口さんは床にへたり込んだ。僕は壁際に置いてあったパイプ椅い子すの一つを持っていって、彼女の腕をとって引っぱりあげ、座らせてやる。体重もびっくりするくらい軽くて、とても年上には見えなかった。

　詐さ欺ぎ師にも──見えなかった。







　うなだれた彼女が、ぽつぽつと話し始めたのは、二分後くらいだった。

「お金、ないんです」

　いつの間にかキリカがピアノの椅子から立って僕の隣のパイプ椅い子すにやってきていた。なよっちい詐欺師は自分の上履きに向かって言葉を続ける。

「私、芸能特待生で。……奨学生です、仕送りもなくて。レッスン代出せなくて。事務所にも自腹でやってくれって言われて」

　そう、この人、芸能プロダクションに所属している現役アイドルなのだ。ただ、全然売れていない。僕も昨日検索してはじめて芸能人だと知った。売れてないから事務所も冷たいのかな、と勘ぐってしまう。

「それで、あれ思いついて。ほんとにすみません、あの、お金は返すから」

「最初は、あんなでかい詐欺やるつもりなかったんですよね？」

　里さと口ぐちさんは目を見開き、それから肩を落とし、小さく首を前に倒した。

「……はい」

「変装じゃなくて、化粧してなくてウィッグもつけてなかっただけなんですよね」

「な、なんでも、わかるんですね、生徒会って……」

　いやそんなＣＩＡみたいに思われても困る。今の里口さんを見ればわかる。普段の方が変装みたいなもんなのだ。

「最初は、お古の教科書だれかに売りつけられたらラッキーかなって思って。有名な子のサイン入りって言って、自分でてきとうに書いて売っちゃおうかな、なんて。でも、忍び込んで新入生のふりして話振ってみたら、ものすごいたくさん食いついてきちゃって」

　しかし同情はできない。そこで欲を出して全員だましたのはたしかなのだ。

「後から怖くなって。……一円も遣つかってないです」

　彼女はポケットから封筒を取り出した。

「先生とか、警察に、言うんですか？　あの、私……」

　里口さんの声はどんどん萎れていく。

「しょ、しょうがない、ですよね？　お金返せばいいって問題じゃないですよね？　もういいかな、って、事務所やめるつもりだったし、全然仕事増えないし、学校でもだれも私のこと知らないし、まわりみんなすごい子ばっかりだし、もう、もういいかなって」

　僕はしばらく言葉に詰まってしまう。こっちは裁判官でも神父でも正義の味方でもないのだ。ただの、生徒会探偵だ。

「……お金返してもらえれば、いいですよ」

　それしか言えなかった。里さと口ぐちさんはうつむいて自分の膝ひざ頭がしらを見つめたまま、震ふるえる両手で封筒を差し出してきた。

　受け取ろうとしたとき、横からキリカの手が伸びてきて、啞あ然ぜんとするくらい事務的な手つきで封筒を奪い取った。中身を数え──十三万円──一枚を抜き取って、里口さんの膝に投げる。

　里口さんは顔を上げた。困惑しきった目でキリカを見つめている。僕もだ。

「お金は、十二万円でいい」とキリカは言った。

「……え？」里口さんの目尻は少し腫れぼったくなっている。

「渡してもらうのは、十二万円と、あなたのお古の教科書でいい」

「キリカ？　なに言って──」

「依頼人は、あなたのこと知ってた」

　僕は目を見開いてキリカの顔を凝視する。知ってた？

「星ほし谷たにユリカが犯人だって、知っててわたしに依頼してきた」

　里口さんの唇がわななく。

「どう……どういう、こと？」彼女の声はもう母親とはぐれた仔こ猫ねこみたいだ。キリカは僕に目を向ける。

「被害者に見せた、写真リスト。ひかげは最初、まとめて依頼人に渡して、他の人たちに配ってもらった。そうでしょう？」

「う、うん……そうだけど」

「そのときに依頼人は、全員分のリストから、芸能科のページだけそれぞれ抜き取ったの。だから、生徒会室に返却されたリストは、芸能科だけまとめて一番下に積まれてた」

　僕は唾を飲み込む。なんで枝えだ島じまさんがそんなことを？

　いや、少しずつわかりかけている。つまり、枝島さん以外の被害者は、芸能科の写真を見ていないことになるのだ。

　枝島さんは他の人に、芸能科の写真を見せたくなかった。わずかでもだれかが真犯人に気づく可能性があったから、それを隠したかった？

　それじゃあ、キリカが言っていた、犯人を見つけるためのとてもひどい方法ってのは、依頼人に直接訊きくことか。それは──たしかに、ひどい。

　キリカの目がまた犯人に戻される。

「依頼人は最初にはっきり言った。警察には持っていきたくないって。それに、今でもひとりだけ、まだ教科書を買わずに待ってる」

「なに言ってるのか、わからない……その、依頼人？　って、なんでそんなことを」

「依頼人はあなたが犯人だってことを、警察にも、まわりの人にも、知られたくなかった。星ほし谷たにユリカが犯罪者だってことを、隠したかった。それからなにより、自分で認めたくなかった」

「だ、だからっ、どうしてっ」

「あなたのファンだから」

　里さと口ぐちさんの顔に波紋が広がっていく。見開かれた目の中で光の粒が震ふるえる。

「彼女の望みは、だれにも気づかれないまま犯人が見つかって、自分さえも犯人を知らないままお金だけが戻ってくること。だからわたしに依頼した。あなたが詐さ欺ぎ師だってことを、知っていたけれど──知らされたくなかった」

　なぜなら、とキリカは犯人の濡ぬれそぼった目をまっすぐに見下ろして言う。

「星谷ユリカは彼女のアイドルだったから」

　里口さんの瞳が海の中に溶けていく。彼女は右手で口を押さえて顔を伏せた。左手は膝ひざの上の一万円札をスカートの裾と一緒にくしゃくしゃに握りしめている。

　キリカはつとめて冷ややかに言葉を続ける。

「あなたが事務所も仕事もやめるつもりなら、べつにいい。ただ、わたしは探偵だから、依頼を完かん遂すいしなきゃいけない。被害者にお金を返した上で、あなたが詐欺師じゃなかったことにしなきゃいけない。わかる？　星谷ユリカはお金をだましとるつもりだったんじゃなく、ほんとうにお古の教科書を売るつもりだった。そういうことにしなきゃいけない」

　僕は呆ぼう然ぜんとして、キリカの声を聞いていた。もう一度目を上げた里口さんは、今やはっきりと泣いていた。嗚お咽えつが彼女の肩を揺らしていた。

「……あ、あのっ、あの子、でしょ？」

　里口さんはぐずぐずの声でつぶやく。

「依頼人って、あの、最初に私の話に飛びついてきた、おさげの子、でしょ」

　憶えているのか。自分がだました相手を。

「私が、芸能科に姉がいるって噓うそついたら、だれなの、デビューしてるの、って、すごくうれしそうに訊きいてきた。……あの子。……そっか。気づいてたんだ。いつから……」

　たぶん枝えだ島じまさんは、最初に里口さんから話を聞いたとき、星谷ユリカの妹ではないかと思ったのだ。面影があったからだろう。妹どころか本人なのだから当たり前だ。そして金をだましとられたと知ったとき、ぼんやりと真相に気づいた。気づきたくなかったけれど、気づいてしまった。だから生徒会室のドアを敲たたいた。自分の好きなアイドルが詐欺師だと信じたくなかった。ちがう真実を探偵に示してほしかった。それが叶かなわないなら、真実は土に埋めてほしかった。でも、みんなのお金は取り戻したかった。矛む盾じゆんしてる。どうしようもない。真実が彼女の想像通りである以上、どうやったって望みはない。

　でも、キリカは今、真実をねじ曲げて、修整しようと言っている。

　他の十二人の被害者にはお金を返し、枝島さんには、里口さんの使っていた教科書を渡す。星ほし谷たにユリカは詐さ欺ぎ師ではなかった。一万円で使い古しを売っただけ。真実を、そう書き換えるため。

　馬鹿じゃないのか。僕の中のシニカルな部分がせせら笑う。そんなことしてなんになるんだよ。事実は事実だ。自分をだましてるだけじゃないか。つまらないままごとだ。

　でも、と僕は自答する。無意識に、左の二の腕に手をやって。

　そういうガキのつまらないままごとで組み上げられた、かけがえのない夢みたいな六年間を守るために、僕ら生徒会がいるんじゃないのか？

　だって、ほら、里さと口ぐちさんがキリカに訊たずねているのがやけに遠く聞こえる。教科書、だれに渡せばいいの？　生徒会室に持っていけばいいの？　キリカが答えている。それでいい。あとは総務がやるから。

　……ありがとう。里口さんが涙声で言う。

　お礼は言わなくていい。キリカが素っ気なく答える。あなたは悪いことなんてなにもしていない、ただ後輩に教科書を売っただけなんだから。




　……うん。でも、ありがとう。

　彼女は、すっかり皺しわだらけになってしまった一万円札を、大切そうにブレザーの内ポケットにしまった。でも、パイプ椅い子すから立ち上がる気力は出てこないみたいだった。キリカが僕をじっと見るので、ようやく手足のしびれが切れていく。もうとっくに探偵の役目は終わったのだと、遅おそ蒔まきながら気づく。
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　レッスン室を出るときに、ちらと里さと口ぐちさんを振り返った。彼女は涙をふいて、化粧を直しているところだった。やっぱり芸能科生なのだ。どれだけ泣いた後も、したたかに自分を飾ることを忘れないのだ。そのまま芸能人でいろよ、と僕は思った。詐さ欺ぎ師は向いてないよ。あんな初歩的な手に引っかかるようじゃね。







　廊下に出ると、キリカがむっとした顔で僕をにらんできた。

「……ええと。なに？」

　答えず、彼女はぷいと踵きびすを返して階段の方に歩き出してしまう。僕は早足でその隣に追いついて訊たずねた。

「なんだよ、なに怒ってんの？　ちゃんと解決したじゃないか」

「……あなたが詐欺師なのも、なかったことになればいいのに」

「もうそれはほっといてくれよ！」

　これでも反省してるし、毎回けっこう心を痛めているのです。どうせ詐欺師の言うことだからって信じてもらえないかもしれないけど。

　キリカがしじゅう不機嫌だったせいで、そのときは言いそびれてしまった。僕が嬉しかったということ。キリカが──はじめて、だろうか？──やり方を変えてくれたから。

　真実をほじくり返してスコップの先で人を傷つけるだけが探偵じゃないのだ。もっとできることがある。今のなんて、僕なんかよりもずっとずっとスマートな締め方だ。だれもだましていない。





＊






　依頼人の枝えだ島じま雪ゆき子こさんには、探偵であるキリカが手ずから返却物を持っていった。現金十二万円と、それから中古の教科書だ。

　きっとキリカは素っ気なく手渡しただけだろうし、感想を訊たずねたとも思えないし、枝島さんがどんな気持ちでそれを受け取ったのかは知りようもない──はずだった。

　事件の顚てん末まつは、実に意外な形で僕にもたらされた。次週の火曜日放課後、薫かおるちゃんが生徒会室にやってきたからだ。

「お邪魔します！　中等部一年の神かん林ばやしです！　……あ、狐こ徹てつねえさまお久しぶりです！　わあ、ここが生徒会室なんですね、感動です！　あっ、せんぱい！　お言葉に甘えて、きちゃいました！　……美み園そのさんですよね、神かん林ばやしです、はじめまして、ねえさまからお話うかがってます！　あ、ここが会計室ですねキリカねえさまがいるんですよね？」

　まるでリスのように生徒会室のあちこちを跳び回ってはしゃぐ薫かおるちゃんに、僕は台所で水も流しっぱなしのまま啞あ然ぜんとするしかなかった。

「せんぱい？　どうしたんですか、あ、あのっ？」

　僕の様子に気づいたのか、薫ちゃんは台所に駆け寄ってきた。

「いきなりきてごめんなさい、や、やっぱりお邪魔でした？」

「い、い、いやっ、そ、そうじゃなくて」

　僕はぶんぶん首を振る。そういう問題じゃない。なんで──

「……なんで男子の制服着てんの？」

　今度は薫ちゃんが大粒の眼をさらに見開いて固まってしまう番だった。

「……え、ええと？　なんで、って？」

　執務机で会長がいきなり大笑いしてのけぞった。

「ヒカゲ、きみ、あ、あははははははは！」

　会長は椅い子すから転げ落ちそうになり、机に手をついて身を支え、立ち上がり、それでもまだ腹をよじって笑い続ける。

「あはは、あー、いや、いや、無理もないけれどね、ぅくくくっ」

　笑いをこらえる会長とおろおろする薫ちゃんを見比べ、僕は意識に亀裂が入っていくみしみしという不吉な音を聴いた。……まさか。

「薫は朱と鷺き子この弟だよ」

　会長が肩で息をしながら目め尻じりの笑い涙を親指でぬぐって言った。

　弟。

　つまり、薫ちゃんは──いや、薫くんは、男の子。

　すべてがつながっていく。自分の脳のう味み噌そが冷凍されて切り分けられて積み木パズルにされて組み直されていくみたいな感覚だ。

　駿しゆんさんが薫くんの写真を示して「中一女子じゃない」と言ったのは、間違いじゃなかった。中一だけど女子じゃなかったわけだ。体育館での身体測定のときもそうだ。クラスメイトらしき女の子が薫くんを呼びにきたとき、「そろそろ女子の順番終わるよ」と言っていたのは、そろそろ男子の順番だから急げ、という意味だったのだ。そして駿さんがメールで『お互いに世間からは認められないラブを貫く者』とか書いていたのは、あの野郎、僕の方をホモだと勘違いしたのだ！

「……せんぱい？　だいじょうぶですか、顔がまっさおです」

　薫くんが心配そうに下からのぞき込んでくる。僕は流し台に腰を押しつけて身体を支え、出しっぱなしだった水道を止め、四回くらい深呼吸して気持ちを落ち着けた。まだ頭がぐらぐらした。

「あの、薫かおるくん」

「はいっ？」

「ひとつだけ確かめたいことがあるんだけど」

「せんぱいの言うことならなんでもします！」いやそんな態度要らんから。

「あの、身体測定の日だけど、その、なんで女子の更衣室から出てきたわけ？」

　薫くんは耳まで真っ赤になった。

「な、な、な、なんでそれ知ってるんですかせんぱいっ」

　あー、しまった。これは説明がめんどくさい。薫くんは両手をぱたぱた上下させて言葉を続けた。

「あれはっ、トイレ行ったあとで着替える部屋わかんなくなって、先生に訊きいたらぼくのこと女子だと思ったらしくてっ、それで間違った方教えられちゃって、あわてて出てきたんですっ」

「ああ……。なるほど……」

　溶けそうなほど安あん堵どしている自分に気づいた。女の子だって間違えるの、僕だけじゃなかったのだ。制服姿のときならともかく──いや、今でも顔といい体つきといい女の子にしか見えないけど──体操着ならだれでもぜったいに間違えると思う。美み園その先輩も会長にひそひそと「男の子なのですか？　ほんとうに？　まあ……」なんて言ってる。よかった。僕の目がおかしいわけじゃないんだ。

「そうだ、せんぱい！　またやったんだって聞きました！」

　薫くんが目を輝かせて言う。

「なにが」

「うちのクラスのユッコちゃんに聞きました、よくわからないけど生徒会の人が詐さ欺ぎ師を逆に口八丁でだまくらかして身ぐるみはいで毛一本残らないくらいむしって破産させてお金取り戻してくれたって！」やってねえよ。どこのだれだ。警察呼べ。

「……ユッコちゃんて、ええと、枝えだ島じまさん？」

「そうですそうです！　やっぱりせんぱいのしわざだったんですね、ユッコちゃん、泣いちゃうくらい感動したって言ってました、生徒会の探偵に頼んでほんとによかったって」

「あ、ああ、うん、クラスメイトだったんだね……」

　そうか。薫くんの誇張しまくりの話をどこまで信用していいものかわからないけど、枝島さん、喜んでくれてるのか。キリカの気遣いは無意味じゃなかったってことだ。

「それ、やったのほとんど僕じゃないよ。生徒会探偵」会計室のドアを指さす。「キリカがやったんだ」

「へえ……」

　薫かおるくん、夢見心地の目つきになる。

「キリカねえさまのやってる探偵って、そういうのだったんですね。朱と鷺き子こねえさまに聞いた話とずいぶんちがうな」

　朱鷺子さん、総務のことを弟さんにいったいどう説明してるんだろう。気になる。

「でも、せんぱいも総務でそういう困りごとをさばくお仕事してるんだって、ねえさま言ってましたけど」

「うん、まあ、たまにキリカの手伝いで」

「キリカねえさまが探偵なら、せんぱいはなんの役目なんですか」

「詐さ欺ぎ師だよ」「詐欺師ですね」「ハモらないでください会長も美み園その先輩もっ」

　そして薫くんも憧れに満ちた目で見ないでくれ。これ以上喋しやべっているとどんどん状況が悪化しそうだったので、僕は薫くんの相手を会長と先輩に任せ、会計室に向かった。

　キリカに早く教えてあげたかった。探偵はけっして、だれにも感謝されないような仕事じゃないってこと。
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　白はく樹じゆ台だい学園の広大な敷地の片隅に、ちっぽけな神社がある。

　陽あたりの悪い林の奥、苔こけだらけの石鳥居と灯とう籠ろうの向こうに、身長よりも少し高いだけの社やしろがうずくまっている。鳥居のぼろぼろの表面に彫られた文字は、かろうじてこう読める。




《白樹神社》




　読みは「しらき」だという。学園の名からとられたわけではない。神社は江戸時代からこの地にあって、設計者が敷地の礎いしずえとして残し、さらには学園の名にもらい受けたのだそうだ。社の背後には《白樹》という名の由来となった御神木である巨大な柏かしわが枝を広げている。生徒みなさんを見守る樹です、という話を入学式で園長先生が必ず披露するらしいのだけれど、編入生である僕は聞いていない。

　白樹神社には宮司も巫み女こもおらず、管理しているのは驚いたことに生徒会である。

「神じん祇ぎ委い員いん会かいをつくろう、なんて話もあったらしいけれどね」

　総務の全員で参拝にきたときに、会長が言った。

「さすがに仕事がなさすぎるので廃案になった。お賽さい銭せんは毎年、総務会計が回収してるんだよ。ちゃんと補修費や清掃費に使ってる」

「お金数えるの好き」とキリカはあいかわらずの素っ気ない口調で、けれど少し嬉うれしそうな表情をにじませて言う。

「でも、なんでこんな時期に参拝なんです？」と僕は訊たずねる。御お神み酒きやお供え物も持参の本格的なお参りなのだ。美み園その先輩なんて紅白の巫み女こ装束まで着ている。どこから持ってきたんだそれは。

「似合います？　副委員長はこれを着る習わしなんだそうです」

「ええ、まあ……」どんな習わしだよ。男だったらどうすんのさ。

「朱と鷺き子こに着せたら似合うだろうと思ってあたしが三年前にでっちあげた風習なんだ」

「でっちあげかよ！」「でっちあげだったんですかっ」

「でも我が校の守り神様へのお参りなんだからそれくらいするべきだと思わないか」

「なにか意味のある参拝なんですか」

「もうすぐ実行委員会の委員長選挙だろう？」

「はあ」それがなんの関係が？

「この白しら樹き神じん社じやには、明治期まで続く伝統的な祭りがあったそうなんだ。豊ほう穣じようを神々に感謝するありふれた収穫祭で、どんな内容だったのか、もうだれも憶えていない。記録も残っていない。ただ、その期日と、祭りの名前だけは伝わってるんだ」

　社の前で会長は僕らを振り返り、両腕を広げる。頭上で空を覆い隠す柏かしわの梢こずえがざあと風に鳴る。

「──《御お白しら穂ほ祭まつり》。十一月三日だ。祭りの名前もいただいたんだよ」

　なるほど。僕は大柏の幹に巻かれたしめ縄を見上げる。

　もうすぐ、今年度の文化祭実行委員会が始動する。祭りの支度が始まるのだ。

　そのときの僕はもちろん、実行委員長を決めるだけであんなにおおごとになるとはつゆほども思っていなかったのだけれど。
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　文化祭実行委員会、略して『文実』は、白はく樹じゆ台だい生徒会の中でも最大の規模を誇る組織であり、意外なことに常設機関である。

「中等部一年のみなさんも新しく委員会に入ってきました。この日を無事に迎えられて、ほんとに、ほんとうに、ほんとぉおおおおに喜ばしく思います」

　大会議室の演壇に立った前任委員長は、二百名を超える委員たちを前にして、しみじみとそう言った。齢よわい十七にして『教授』というものすごいあだ名がつけられた彼は、だいぶ神々しい感じに光り輝く広い額と危ない生え際を持つ高等部理数科の三年生だった。

「これで安心して受験勉強に集中できます。ここに集まった人たちのうち五十人くらいは、胸いっぱいの希望を抱いてこの文実に新しく参加した人たちなわけですが、そのみなさんに言っておきたいことが三つあります」

　教授は演壇に両手をついて、聴衆に向かってずいと身を乗り出して言った。

「一つ目！　文実にとっては一年が千日間あっても足りません！　というか去年の後片付けまだ終わってません。でも僕は容よう赦しやなく引退します。二つ目！　生徒会長の言うことをまともに聞いていたら髪の毛が何万本あっても足りません。三つ目！　文実に精を出しても大学の推薦はまずもらえません。僕がいい例です」

「言いたいことはわかるけど引っ込め教授！」

「言いたいことはわかるけどハゲは遺伝だろ教授！」

「言いたいことはわかるけど勉強しろ教授！」

　前列に陣取った面々が野次を飛ばす。僕ら総務執行部は演壇の左手に並んだパイプ椅い子すに座って、その野次をとばっちりで浴びた。

「……あの人たち、中等部から実行委員やってる筋金入りのみなさんです」

　隣の美み園その先輩が解説してくれる。キリカは臨席しておらず、会長は居眠り中。教授はひとしきりのブーイングをやり過ごした後で付け加えた。

「あ、四つ目。じっこういいんはとってもたのしくてやりがいがありますよ」

「声が死んでるぞ教授！」「ついでみたいに言うな！」「だれも信じないぞ！」

「それじゃみなさんせいぜい頑張って盛り上げてくださいね」「せいぜいって言うな！」

「実行委員って、ずうっとやるもんなんですか」と僕は美園先輩に訊たずねた。

「毎年、四分の一くらいのメンバーが引退します。受験のある高三と、それからついてけなくなった人たちですね。だから残る人はずっと残ります」

「ついてけなくなった……」そんなにひどい委員会なの？　ハゲるくらい？

「でも同じくらい毎年入ってきますから！　とっても充実した仕事なんです！　人気の委員会なんですよ、十一月の募集もすぐに満杯で抽ちゆう籤せんになるんですから」

　文化祭準備はなんだかんだと一年がかりなので、祭りの翌日がもう次の年へのスタートライン、したがって実行委員会に休止時期はないのだという。

「さて、それでは最後に」教授は咳せき払ばらいし、生え際が後退して東京ドームくらいの広さになった額を手の甲でぬぐった。「みなさんお待ちかね、次期委員長を推薦して僕の最後の仕事としたいと思います。来週の投票の参考にしてください」

　大会議室が静まりかえった。

　二百余名の委員たちの視線が集まる先は教授ではなかった。演壇を挟んで僕ら総務と反対側のパイプ椅い子すに並んでいる委員会幹部の男女らだった。

　いちばん演壇に近い席の男子が立ち上がった。

「ちょっと待ってくれ委員長」

　ちょっと心配になるくらい太めで福々しい顔をした高等部二年生だった。

「なんですか副委員長で体重１２６キロで文実の重戦車と恐れられた相撲部の辻つじ堂どうくん」

「相撲部じゃねえし。なんでそんな噓うそも交えた丁寧な紹介を」

「新入生もいるしみんなに委員長候補者を知ってもらおうかと」

「そのことだけど、べつに委員長が後継者を推薦する必要はないんじゃないかと俺は思うんだが」

「私もそう思いますね」

　重戦車・辻堂氏の隣の席からもう一人の男子が立ち上がった。ぼさぼさの髪にでかい黒縁眼鏡、目の下に青々と刻まれたくま。見憶えがあった。生徒総会のときにお世話になったＩＴ部の部長さんだ。たしか、伊い藤とうさんだったっけ？

「委員長の発言は影響力がありすぎます。自重していただきたい」とＩＴ部長。

「はっはっは。嬉うれしいことをいってくれます。でもいいじゃないですか、やっぱり一緒に仕事をしてきてみんなのことはよく知ってるわけだから、僕の指名は信頼されるってことでしょ」

「ちがう」

　三人目がＩＴ部長のさらに隣の席から立ち上がった。古風な感じに髪を後ろで高く一本に結った、冷たい無表情な女子生徒だった。

「はっきり言う。委員長は不人気で人望がないので指名した候補は必ず落選する。黙っていてくれ」はっきり言うなよ。







　翌日、校内で目撃された教授の生え際はついに頭頂部に達していたという噂うわさがあるが、ほんとうかどうかは知らない。
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「白はく樹じゆ台だいの文化祭って、クラスの出し物っていうのがないんです。みんな有志なんです。すごいですよね大学みたいですよね！　ねえさまに聞いてびっくりしました、せんぱいもはじめて知ったときびっくりしました？」

　薫かおるくんに言われ、僕は正直に答えた。

「いま知ってびっくりしてるところ……」

　そういや、うちのクラスでなにをやりましょうか、みたいな話がホームルームで出たことがないな。生徒会役員にこれからなろうかという人間としてどうかと自分でも思うが、総務に入ってからなんかもう色々ありすぎて、白はく樹じゆ台だいの生徒としての常識が欠けたまま二ヵ月たってしまったのだ。いまだに僕はこの学校のことをよく知らない。

「ぼくもクラスの女の子たちとカフェやろうって話してて！　出し物やるとこはみんな文実に人を送り込むんです、なるべく予算もらえるように」

　かくいう薫かおるくん、昨日の委員会に出席していた。文実の一員になっていたのだ。

「ぼくもがんばってせんぱいみたいに億単位でむしりとります！」もうどうつっこんでいいのかわからん。

　あれ以来、薫くんはしょっちゅう生徒会室に遊びにくるようになった。会長にいじくり回されるのではないかという心配は杞き憂ゆうだった。会長とは小学校からのつきあいで知った仲なので、会長の方がいじくり飽きているらしかった。そんなわけで薫くんの話し相手は主に僕だ。

「薫くん生徒会役員やりたいって言ってなかったっけ。文実なんてやってていいの？」

「文実は生徒会役員にステップアップしやすいってねえさまが言ってました」

「そうなんですか？」と僕は美み園その先輩を見た。先輩は今日もノートＰＣにかかりきりだ。

「昔はそうだったらしいです」とキーボードを叩たたきながら先輩は言う。「実行委員は学園じゅうから広く人材が集まって生徒会の仕事をする場ですから、総務や監査の後継者発掘にも役立ってきたそうです」

「今はちがうんですか」薫くんがちょっと泣きそうな声で言う。

「狐こ徹てつが会長になってからは、見ての通り少数精鋭というか狐徹の好みというか、人員を全然増やしてませんから」

「今年から増やすぞ」

　生徒会室の大扉が開いて、入ってきた会長が言った。あいかわらずの登場タイミングのよさと地獄耳ぶりである。

「美園も広報の仕事を兼任するのはそろそろつらくなってきただろ？」と会長は自分のデスクに書類を積み上げる。

「どなたかに任せられればいいのですけど」と美園先輩。

「はい！　狐徹ねえさま！　ぼく！」薫くんが跳びあがるほど勢いよく挙手した。「ぼくやりたいです、総務で働きたいです、そのために文実に入りました」

「やりたいと言ってるやつにやらせるほどあたしは甘くない」と会長は歯を剝むいて笑う。

「どういうことでしょう？」薫くんは会長のデスクに駆け寄る。

「ヒカゲを見ろ。やりたくもないのに脅されてむりやり入った上に二ヵ月間まともに名前も呼んでもらえなかったんだぞ」

「全部あんたがやったんだよあんたが！　他ひ人と事ごとみたいに言うなよ！」

「さすがせんぱいです。いじめがいもあるなんて」

　うらやましいならこの立場あげるよ、好きなだけいじめられろよ。

「つまり、狐こ徹てつねえさまに気に入られて、いじくられたりいじめられたりしないとだめということでしょうか」

「よくわかってるじゃないか薫かおる」わかってなくていいよ薫くん……。

「でも、せっかく白はく樹じゆ台だいに入ったのに、狐徹ねえさまは最近ぼくをいじってくれないじゃないですか。小学校の頃はぼくにウェイトレス服着せたりチャイナ服着せたりセーラー服着せたりしたのに」

「美み園その先輩、警察呼びましょう警察！　虐ぎやく待たいです！　まだ時効じゃないはずです！」と僕はわめいた。

「薫さんがチャイナ服……きっと似合います……可愛いでしょうね……」うっとりしてやがるよ、だめだこの人！

「薫、あたしは可愛いだけじゃいじくらないぞ」会長は得意げに言った。「反応が面白いからいじくるんだ」

「じゃ、じゃあ、昔はどうして」

「おまえをいじくると朱と鷺き子こが怒って面白かったから」「あんたほんと最低だな！」

「ぼくが朱鷺子ねえさま大好きで中学も高校も一緒のところにいきたくて大学も一緒のところにいきたくて女子大いくのやめてくださいって頼むくらいシスコンだからいけないんでしょうか？」

　自分を客観視できてんのかそうでもないのかよくわかんないやつだなあ。

「薫さんは大丈夫です。そんなに卑ひ下げなさることはありません」と美園先輩が脇わきから優しく言う。「女装すれば問題なく女子大にも入れます」「入れねえよ。っていうかそういう問題じゃないでしょ」

「せっかく文実に入ったんだから、文実で薫のすごいところをアピールすればいい。もうすぐ委員長選挙だから、あたしのスパイになるか？」

「……なんですかスパイって」思わず僕も口を挟む。実行委員長ごときを決める選挙で、出てきていいとは思えないくらい物騒な言葉だ。

「そうか、ヒカゲも知らなかったっけ」

　会長は書類の山のてっぺんにばんと手をついて椅子から立ち上がった。

「文化祭実行委員長の選出は、生徒会長選挙の前ぜん哨しよう戦せんなんだ」

　前哨戦？

「実行委員長の権限は予算にも及ぶからね。重職なんだよ。各陣営が意中の人間をポストに据えようと必死になるのさ」

「ああ……けっきょくは金なんですね……。でも、各陣営ってなんですか」

「去年まではあたしと郁いく乃のの戦いだった。今年からそこに中央議会の朱と鷺き子こも加わって、三みつ巴どもえだ」

「朱鷺子ねえさまと仲悪いんですか？」

　心配そうに訊きいてくる薫かおるくんの、朱鷺子さんそっくりの黒髪を、会長はいとおしげに手で梳すく。

「愛し合っているからこそ戦うんだよ」

「そうなんですか。ぼくも愛し合う人と奪い合い貪むさぼり合いたいです」おまえ意味わかって言ってんの？　じゃなくて。話がそれた。

「前ぜん哨しよう戦せんてことはつまり、総務と監査と中央議会の推薦候補が代理戦やるわけですか」

「そうだよ。選挙戦というほどのものじゃないけれどね。来週の委員会で立候補と投票をいっぺんにやって決めるだけ」

　つまり、昨日の文実の集まりで演壇の右手にいた幹部三人が、それぞれの陣営の旗印である候補者、ということか。

「……あのう、それで、うちの推薦候補って」

　僕がそう訊ききかけたとき、生徒会室のドアが開いた。踏み込んできた男子生徒が眼鏡をぎらつかせて言う。

「失礼します。委員長選挙の打ち合わせにきましたよ会長。当選の暁あかつきには学園のサイト管理を全部任せてもらえるんですよね！　学園じゅうの可愛い娘この顔写真を集めてソーシャルネットワークを組み上げて億万長者になって白はく樹じゆ台だいのマーク・ザッカーバーグと呼ばれるようになってやりますよ！」

　……ＩＴ部長かよ。不安だ……。
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　薫くんを連れて、まず向かったのは監査室である。とはいっても生徒会関係の部屋はこの中央棟に集中しているので、廊下を挟はさんですぐ向かい側だ。

「せんぱいとスパイ！　うれしいです！」

「韻いん踏んで喜ばなくてもべつにいいよ……」あとスパイのつもりならでかい声出すな。そして僕の腕をつかんでスキップするな。歩きづらいしすれちがう生徒たちの視線が痛い。

「監査委員長の郁乃さんってどんな方なんですか？　ねえさまは郁乃さんのことはあんまり話してくれなくて、お名前くらいしか知らないんです」

「僕も説明しきれないかな……逢あってみればわかるよ」

　しかし監査室に向かうのは気が重かった。会長には『ヒカゲも郁いく乃のに勧誘されてたんだからスパイになれるぞ』なんて言われたけど、その先は計画なしだ。だいたい僕が監査に入らないかと誘われた話なんて、とっくになかったことになってるだろうに。

「お、ひかげ君やん。そっちからきてくれるなんてうれしいわあ、監査に入ってくれる気になったん？　おねえさんサービスするで、きりちゃんもみそちゃんもしてくれへんこといーっぱいしたげる」

　なかったことになってなかった。監査室に顔を出したとたん、寄ってきた郁乃さんが満面の笑みでまくしたてる。

「サービスってなんですか？」僕の背後から薫かおるくんがひょこっと顔を出して訊たずねる。

「そらもう──」郁乃さんはちょっとここに書くのがはばかられるくらい具体的で高湿度な言葉をさんざん並べた後で、「ん？」と薫くんの存在に気づく。僕は危険を感じて薫くんを監査室の外に逃がそうとしたけれど遅かった。

「か、かわええええええええええ」

　郁乃さんは僕を押しのけて薫くんに抱きつく。

「なんやのんこの子！　ひかげ君の新しいペット？　ウサギだけじゃ飽き足らず、同性に手ぇ出すなんてこの変態さん！」「あんたに言う資格ないよ！　じゃなかった、薫くんはただの後輩です！」ていうか他の監査委員のみなさんもなにか言ってくれよ、またいつものか、みたいな目でちらっと見るだけで冷静に仕事続けてんなよ！
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　郁いく乃のさんのブレザーの胸に顔を埋められてもがいていた薫かおるくんがやっとのことで腕をつっぱって身体を引きはがす。と、なぜか泣きそうな目で僕を振り返る。

「ぼく、ただの後輩だったんですか、せんぱいにとって……」

「な、なに？　それ」

「せんぱいに心奪われて生徒会に行ったのに！」

「ひかげ君に唇奪われて性被害に遭あったやてーっ？」

「おまえが逮捕されろ！　どんな無理矢理な聞き間違いだよ！」

　そのとき薫くんの背後にすらりとした長身の影が忽こつ然ぜんと現れた。長い黒髪を後ろで一本に結った、目つきの鋭い女子生徒だった。僕をにらみ、指を突きつけてくる。

「神聖な監査室の前でなにをしている、なにか不潔な単語が聞こえたぞ！」

　見憶えがあった。昨日の会合で壇上の右端にいた、文実幹部のあの女の子だ。腕に巻かれた緋ひ色いろの腕章に、《風紀委員会》と刺し繡しゆうされている。

　風紀委員会……。そういえば、そんなのが監査の下部組織として存在してるんだっけ。文実って風紀委員とも兼任できるのか。

「ふーかちゃん、お帰り。これ総務の牧まき村むらひかげ君や、前に話したやろ？」

　僕の肩越しに郁乃さんが言った。それから僕の肩をつつく。

「ひかげ君、どうせこてっちゃんに言われてうちの文実委員長候補の偵察にきたんやろ？　この子、風紀委員長の長なが峰みね楓ふう花かちゃん。うちの自慢の斬り込み隊長や」

　楓花さんはなぎなたでえぐるような視線を僕に向けてくる。

「おまえがあの牧村か」

「はあ。……『あの』って」どうせ郁乃さんからろくでもない捏ねつ造ぞう話ばなしを吹き込まれているんだろうな、と思う。中等部の女の子に手を出したとか。

「中等部女子を十三人も妊娠させたそうだな！」予想のはるか上がきたよ！

「ちょっ、あの、そんな大おお噓うそをどこから」

「委員長が言っていたぞ」と楓花さんは郁乃さんに目を走らせる。「一人一万円ずつ渡して口止めしたと」「ありゃ取り戻した金を返したんだよ！」なんで細かいとこだけちょこちょこ真実混ぜるんだよ！

「おまえや天てん王のう寺じ狐こ徹てつのようなみだらでふしだらな総務に文化祭は任せられない。わたしが文実のトップに立って、不純異性交遊全面禁止の清せい廉れん潔けつ白ぱくぴゅあぴゅあな御お白しら穂ほ祭まつりを実現させる。学生の本分は学業だ、女と男がっ、その……と、とにかくふしだらだ！　おまえたちのようなふしだらな男女はいずれ風紀委員会の名にかけてまとめて懲ちよう罰ばつしてやる、生徒会長にもそう言っておけ！」

「あのう、まず郁乃さんを懲罰したらどうですか」

「なぜだ。委員長のどこに風紀の乱れたところがあるんだ」

「ど、どこにって」頭のてっぺんから爪先まで乱れまくりですけど？

「委員長ほど清せい廉れん潔けつ白ぱくぴゅあぴゅあで学業にだけ邁まい進しんしている人はいないぞ。わたしも難しい専門用語をいくつも教わった。オギノ式とかラマーズ法とか」めっちゃセクハラじゃん。どんだけ性知識ないんだよ。

「ふふふふ、ひかげ君、残念やったね」

　郁いく乃のさんの楽しげな声が耳に吐きかけられる。

「ふーかちゃんはうちが隅々まで調教……やなかった、教育しとるんよ」

「ほらほら楓ふう花かさん、今！　今さっそく郁乃さんが調教とかってやらしいこと言いましたよ、風紀守らなくていいんですか！」

「調教はふしだらな単語じゃないぞ。動物園や水族館に謝れ」ここで正論っ？

「ひかげ君は歩く不純異性交遊やから、やらしーようにしか考えられへんねん」

　あんたがそれを言うのか。だめだ、一対一でもつっこみきれないのにコンビで挟まれては太た刀ち打うちできない。さっさと帰ろう。

「すごく賛成です！」

　薫かおるくんがいきなり言って、顔を輝かせて楓花さんの手を握った。

「ぼくも文化祭ではフォークダンスの時間を盛り上げるために開催中カップル禁止にするべきだと思います」

「……手、手を、握られた……」

　楓花さん、真っ赤になって足をふらつかせ後ずさる。清廉潔白な風紀委員長、スキンシップに慣れていないらしい。しかし我に返って自分に言い聞かせる。

「い、いや、女の子だから大丈夫だ」男ですよ薫くんは。制服見ろよ。

「ぼくも文実の一員なんです、今年の文化祭のあり方について語り合いたいです！　それからふーかさんが委員長選挙で勝つためのエグくてどぎつくてえげつなくて永なが田た町ちよう的な根回しについて話し合いましょう」

「ん……む？　そうか。おまえは文実だったのか。わかった、女同士語り合おう」だから男だってば！

　薫くんが楓花さんと一緒に監査室に引っ込んでしまうと、郁乃さんは僕を廊下に押し出して、にまにま笑いながら耳打ちしてくる。

「なんや、おもろい子がきたやん」

「ええ、まあ」欲しいならあげましょうか？　なんて非人道的な言葉が口をついて出そうになる。

「あの子、どこかで見た気がするんやけどなあ。あんなかわええ子、知ってたら忘れるはずないんやけど。だれかに似とるような……」

「あ、薫かおるくんは朱と鷺き子こさんの弟さんです」

　眼鏡の奥で郁いく乃のさんの目がいっぱいに見開かれる。

「あー、ああ！　ああ、それやそれ！　ときちゃんの弟ね、はああ、そっくりやん！　いじり甲が斐いがありそうや、ふふふふ、ときちゃんが知ったらどないな顔するか考えるだけでご飯三杯いけるわ」

「やめてください、まだ中一なんだから」

　薫くんも薫くんだ。総務に入りたいとか言っておきながら、あんな郁乃さんの忠実な手下と意気投合してひょいひょいついてくなんて。

「ひかげ君よりも優秀なスパイになりそうやん」

　僕は郁乃さんの顔をまじまじと見てしまう。

　ああ、なるほど。そういうことか。そうだ、監査が擁よう立りつする候補者をスパイするためにきたんだった。薫くんは僕のかわりに会長命令を遂行してるだけか。早く逃げようなんて思ってた自分がちょっと恥ずかしい。

「飛んで火に入るなんとかやけどな。ふふ、じっくりたっぷりねっぷり調教したるで」

　ばいにゃー、と郁乃さんも監査室に引っ込んでしまった。僕は廊下の真ん中で薫くんの無事を静かに祈った。スパイだって知られててなお歓迎されてしまうスパイってどうなんだろう。

　まあ、スパイなんてのは会長が悪のりして言ってるだけで、実際は他の候補者がどんな感じで選挙にのぞもうとしてるのか探りを入れるだけだしな。せっかく手伝ってくれるというんだからぴゅあぴゅあ女と郁乃さんは薫くんに任せて、僕はもう一方に向かおう。







　中央議会の議場や議長執務室もやはり同じ中央棟三階にあるのだけれど、朱鷺子さんは留守だった。

「携帯に電話しようか？　牧まき村むら君が呼んでるっていったら姫様きっと飛んでくるよ」

　議員の女の子がそんなことを言うので、僕は「いやいやいや」と固辞した。飛んでくるわけないだろ。そして後でなにかしら叱られるのは僕だ。

　部室棟に行ったらしい、とのことなので、僕も中央棟を出てグラウンドの方へ向かった。体育会系のクラブの部室は三階建ての校舎まるまるふたつにまとめられていて、その男子棟の三階、格技系ばかりが並ぶ最もむさ苦しい一角に朱鷺子さんはいた。廊下の突き当たり、非常階段口の前でだれかと喋しやべっている。部室のドアがそれぞれ細く開いて、いろんな部活の男子部員どもが頭だけ廊下に出して朱鷺子さんの様子をうかがっている。壁に並んで生えたきのこみたいで、正直たいへん気持ち悪い光景だったけれど、見られている当人は気にしていないようだった。

　それなのに僕が廊下を通って近づいていくと朱と鷺き子こさんはすぐに気づいた。

「なにしにきたの」

　険けわしい声をぶつけられる。まだ僕がなにも言っていないうちからご挨拶であるが、これまで持ち込んだのがどれもろくでもない用件なのだからしかたない。

「あー、会長から頼まれて……」

　言いかけたところで、朱鷺子さんの話し相手に気づく。階段を二段ほど下りたところに立って話していたせいで、近づくまでその巨体が見えなかったのだ。あの、文実の会合で演壇にいちばん近い席に座っていた重戦車・辻つじ堂どう氏だった。

「総務の新人君じゃねえか。どうした、ひょっとしてあれか、総務も俺を推薦してくれるのか？　ばっはっは、こりゃ当選確実だな。苦節三年、文実で下積みした甲か斐いがあった、いよいよ俺の理想の文化祭を実現できるな！」

「ど、どうも」

　僕は頭を下げ、それから辻堂氏のはちきれそうなジャージ姿をしげしげと見る。

「なんだ。俺のクラブオリジナルジャージ姿がそんなにきまってるか？」

　いえ、腰のゴムが切れないのかと心配になっただけです。とは言えず、てきとうに話をそらす。

「運動部だったんですね。相撲すもう部じゃないって言ってましたけど、なに部なんですか」

「デ部だ」

「……え？」

「だから、デ部だよ」

「デブ？」

「だれがデブだぁッ」あんたが言ったんだよ！　「デ部、だ！　俺はデ部の部長だ、デ部はがんがん食ってがんがん寝て体重を増やす部活だ！　体重を支えるために足腰の鍛たん錬れんが欠かせないかられっきとした体育会系なんだよ！」「よく設立申請通りましたね……」「俺が文実委員長になったら今年の文化祭はとにかくパワフルに改革してやるッ」

「やめなさい辻堂君」見かねた朱鷺子さんが止めに入ってくれる。「さっきから言ってるでしょ、そういうのじゃ委員の共感が得られないから選挙に勝てないわ」

　なるほど、朱鷺子さん、そういう話をするためにわざわざ部室棟まできたのか。しかしこの人は男だらけの空間にほいほい足を踏み入れるとまわりが落ち着きをなくすという事実にそろそろ気づいてくれないだろうか。

「あなたもどうせ」と朱鷺子さんは僕に目を移す。「うちの候補の選挙対策を探りにきたんでしょ？　狐こ徹てつに言われて」

「ええ、まあ」

　つい、またあっさり認めてしまった。我ながらスパイにはまったく向いていない。

「見ての通りまだコンセプトも決まってないわ」

「だから議長、俺の文化祭のコンセプトは『パワー』と『重量感』で行くって言ってるじゃないか！　俺は学園じゅうのデブの希望の星なんだよ！」

　自分でもデブって言ってるじゃん。

「だれが脂し肪ぼうの星だぁッ」「それもあんたが言ったんだよ！」もうなんなのこの人。

　そのとき、背後でドアの開く音がした。

「部長、ちゃんこができました！」

「文化祭でも行列間違いなしッス！」「試食お願いしぁス！」

　どうやらデ部員らしきそろいのジャージを着た太めの男子生徒たちがいちばん手前のドアから顔を出していた。辻つじ堂どう氏は巨体を揺すりながら「よっしゃよっしゃ」と部室に足を向ける。

「それじゃ議長、選挙戦頼むぜ！」

　のっしのっしと部室に戻っていく辻堂氏のヒグマみたいな後ろ姿を見送って、朱と鷺き子こさんはため息をついた。

「あれじゃ文実がまとまるかどうか……」それから朱鷺子さんは僕に向き直る。「あなたのところもたいへんでしょう。ＩＴの伊い藤とうくんはなにかにつけてサイト起ち上げてベンチャービジネスにつなげましょう、しか言わないし」

「そうなんですか。ううん」でも総務はＩＴ部長にけっこうな借りがあるので、そのシリコンバレー的な野望に協力しなきゃいけないんだろう。「そもそも、委員長選びなんて文実に任せておけばいいと思うんですけど」

　朱鷺子さんはちょっと鼻白んだ。目をそらし、少し小声になる。

「なんでそんなことを私に言うのよ。狐こ徹てつに言いなさい」

「いや、会長には訊ききづらくて。朱鷺子さんの方がなんか安心して色々話せるんです」

　そう言ったら朱鷺子さんは「な、なによそれは」とそっぽを向いてしまう。怒らせちゃった？　ふざけてると思われたんだろうか。

「あの、ほんとですよ。会長は、行動力もあるし、ときどき頼もしいですけど、やっぱりつきあいづらいっていうか。それで、たまに思うんです。朱鷺子さんが総務で一緒だったらよかったな、って。上司ならもうちょっと気軽に色々話せたんじゃないかなって。なんだかんだって優しいし」

　僕の知っている生徒会関係者の中では唯一の真人間なのだ。ところが顔をそむけた朱鷺子さんの耳が朱に染まる。

「あ、す、すみません変なこと言って。べつに、その」

「べつに怒ってない」朱鷺子さんはぼそりと言った。「それに、あなたはたぶん全然わかってない」

　……わかってない？　なにを？

「私も、この件に関しては、狐こ徹てつと同類なの」

「なんですか同類って」

　ようやく朱と鷺き子こさんは僕の顔を見てくれた。まだ頰ほおが少し色づいている。

「選挙戦は、ゲームみたいなもの。私は狐徹に負けるわけにはいかないの」

　僕は黙り込むしかない。

　かつて会長副会長として三期連続で生徒会に君臨した二人が、どんな理由で袂たもとを分かったのか、僕は知らない。会長はいかにもなふざけた答えしかくれなかったし、朱鷺子さんだって会長の変態発言につきあいきれなくなったみたいなことを言っていたけれど、それだけじゃないだろう。

　でも朱鷺子さんのこの顔を見たら、とてもじゃないが訊きけるわけがない。平穏な別れじゃなかったのはたしかだ。

「こんなこと、あなたに言ってもしょうがないわ」

　朱鷺子さんは小さく鼻を鳴らし、それから僕に一歩詰め寄ってきた。

「それより、私もあなたに訊きたいことがあるの」

「……なんですか」

「薫かおるのこと」

「あー……」

　逃げたい気持ちがこみ上げてくる。

「なんで薫が生徒会室に入り浸ってるの？　あの子こないだ入学したばっかりなのよ、あなた薫になにしたの？　あの子、あなたの話しかしないし」

「いや、それは、僕の方が訊きたいというか」

「せんぱいの話しかしないのはねえさまの方です」

　いきなり声がして僕はぎょっとして階段の下の方を振り返った。小さな制服姿が踊り場を回ってこっちに上がってくるところだった。薫くんだ。

「ねえさま最近いつも牧まき村むらくん牧村くんて──」

「な、なに言うのっ薫っ」

　朱鷺子さんは僕を押しのけて階段を下り、薫くんの両肩をつかむ。

「でもねえさまがいっぱい話してくれたおかげで総務の人たちと仲良くなれました。せんぱいも、ねえさまが言ってたとおりすてきな人でした。ねえさまありがとう」

「あ、あなたねっ、もうっ、余計なこと言わないで！　だいたいこんなところになにしにきたの！」

　僕もそれを訊きたかった。郁いく乃のさんにいじくられてたんじゃないの？　監査室での偵察は早々に切り上げてこっちにきたのか。

「ねえさまが推薦する候補さんにもご挨拶してお話を聞いておこうと思って。ぼく、文実だし。いちばん手前の部室ですよね？」

　薫かおるくんは朱と鷺き子こさんの腕の中からするりと抜けだし、階段を上ってきて僕の脇わきを通り過ぎると、デ部の部室に「しつれいしまーす」と物もの怖おじもせずに入っていってしまった。

「あ、あのっ、あの子の言ったのは気にしないで、変な子だから！」

　朱鷺子さんが顔を真っ赤にしてそう言ってくる。僕はなにがなにやらわからず、朱鷺子さんの顔から廊下にまた目を戻す。と、デ部室の中から男どもの声が聞こえてきた。

「新入生か？」「女子は女子デ部に行け！」女子もあるんだ……。「ぼく男です！」「なんだと！」「よし、男ならこのちゃんこ鍋を一気食いできるはずだ！」

　朱鷺子さんが急に青ざめる。

「あの子っ、なにされるかわかんないのに、もうっ」と僕の脇を駆け抜け、デ部室に飛び込んだ。

　僕も心配になってきて、かなり長い間ためらってから、おそるおそるデ部室に近づいてドアを引いた。立ちこめる芳かぐわしい湯気の中、神かん林ばやし姉弟は五、六人の巨漢に囲まれて土鍋をつっついていた。

「おいしいです！　これ文化祭の店で出すんですか？　きっと売れますよ！」

「薫！　ちゃんと野菜も食べなさい！」

　朱鷺子さん、あんたなにしに飛び込んだのよ。むさ苦しいんだか微笑ましいんだかよくわからん試食風景はあまりにシュールで、僕の背後に集まった野次馬どもが携帯のカメラのシャッターをしきりに切っていた。
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「……つまり全然偵察できなかったってこと？」

　キリカは冷ややかな目で言った。椅子に体育座りする彼女の背後では無数のモニタが青白く光っていて、冷たい視線をいっそう鋭くさせている。僕は暗い会計室のドアに背中を押しつけて首をすくめた。

「うん、まあ……候補二人の名前と所属がわかったくらいかな」

「そんなの最初からわかってる」そりゃそうだ。つまらないことを言ってしまった。

　薫くんとあちこち回ってスパイ活動（？）にいそしんだ翌日の朝である。教室に行く前に生徒会室に寄って、昨日の報告を一応テキストにまとめておこうかな、と思ったのだ。キリカは会計室に言葉通り『住んでいる』ので、当然朝っぱらからいる。ついでに朝食を持っていってやる。そこで昨日の偵察はどうだったのかと訊きかれては説明しないわけにはいかない。

「正直、伊い藤とう先輩は他の二人に比べて地盤不足。勝てないかもしれない」

　地盤、とか言い出したよ。たしかにＩＴ部長は他の二人に比べて牽けん引いん力りよくなさそう。ぴゅあぴゅあ楓ふう花かさんとでぶでぶ辻つじ堂どう氏は少なくともなにかしらの強烈なベクトルを持っている。

「ねえ、なんで総務は伊藤先輩を推薦してんの」

「予算協議でいちばん揉もめなさそうだから」うわあ立派な理由。「それに、あれはほとんど狐こ徹てつの意地。自分の推薦候補を勝たせる、ゲームみたいなもの」

　ゲームみたいなもの。

　まったく同じせりふを、僕は昨日、朱と鷺き子こさんから聞いた。

「去年までは、相手は郁いく乃のだけだった。今年から朱鷺子も敵に回ってる。狐徹はすごく喜んでるはず」

「ううん……」

　僕は髪の毛をかきまぜた。どうにも釈然としない。

「文化祭って、学校の一大イベントだろ。それを遊びみたいな気持ちで」

「だって遊びでしょ」

　それを言われると身も蓋もない。

「それに、遊びでやってることと真剣にやってることは、矛む盾じゆんしない」

「ん？」

「狐徹は真剣に遊び尽くそうとしてるの。文化祭だけじゃなくて、生徒会活動ぜんぶ。それは、真剣に生徒みんなのために働いてることと同じ」

　僕は息をつく。それもそうか。目的がどれだけ常人に理解しがたいものであっても、実際にあの人は白はく樹じゆ台だい生徒会をちゃんとみんなが幸せになる方に導いてきたのだ。だから四度にわたる選挙で毎回大多数が天てん王のう寺じ狐徹に票を投じたわけだ。

「……狐徹のそういうところは、わたしも、すごいと思う」

　キリカのその言葉に僕は目を丸くする。怪け訝げんに思ったのか、彼女はちらと目を上げる。

「なに」

「え、いや……」しばし口ごもる。「キリカがだれかを誉めてるの、はじめて聞いた」

　彼女はちょっと恥ずかしそうに、《会計》の腕章に顔を沈めた。

「わたしを、なんだと思ってるの。だれかれかまわずばかにしてるわけじゃない」

「ごめん、そういう意味じゃ」

「認められない人の下で働けるわけないでしょ」

　その通りだ。

　僕だってそうなのだ。なんだかんだといって、僕も天王寺狐徹の、形容しがたいくせに筋の通った力ずくぶりには感服している。美み園そのさんもそうだろう。

「それにっ、あ、あなたのことも」キリカが言う。「……いっぺんだけ、ほめた」

「え、ええ？」記憶にないけど？　いつ？

「憶えてないならいい」

　キリカは頰ほおをふくらませてぷいと右手のモニタの方を向いてしまう。

「どうせ今回またあなたは役立たずみたいだし」

「悪かったよ。文実のこともよく知らないし、全然勝手がわからなくてさ。新入生の薫かおるくんの方がよっぽど役に立ってるみたいで」

　そこでまたキリカの視線がじとっと僕に向けられる。

「……薫は、なんであなたにあんなになついてるの」

「……さあ？　僕もよくわからない」

「薫になにかしたの？」

「いやなにも」ちょっとキリカさん顔が少し怖いですよ？

「じゃあ薫になにかされたのっ？」

「なにかってなんだよ？」そしてなんで嚙かみつきそうな顔で椅い子すから腰を浮かせるの？

「いい？　薫は男の子だからっ」「知ってるよ！」「あ、も、もし女の子でもそれはそれでだめなんだからっ」「なにがだよっ？」「変なこと考えてないで文実の仕事に集中して！」

　集中はしたいんだけどさ。

「でも委員長選挙で勝たせるなんて、どうすりゃいいんだよ。要するに人気投票だろ？　伊い藤とう先輩になにかアピールできるポイントあるの？」

　キリカは十数秒考え込んだ末に言った。

「……眼鏡が大きい」どこがアピールポイントだ。伊藤先輩が聞いたら泣くぞ。

「だいたい委員長選挙って、とくに選挙活動するわけじゃないんだろ？　来週だっつってたし」

「次の会合で、まず立候補を募って、それぞれ目指す文化祭のコンセプトとスローガンをスピーチして、投票しておしまい」

　それじゃあもともとの人気と当日の弁舌できまっちゃうわけか。僕は、ブラック企業に就職して四年目のシステムエンジニアなみにくたびれきった伊藤先輩の風采を思い浮かべる。勝ち目なさそう。ひょっとして会長、勝負のスリルを楽しみたいからって勝てなそうな馬に乗ったわけじゃないだろうな。いや、ぴゅあぴゅあ楓ふう花かさんもどすこい辻つじ堂どう氏も、支持者はいるだろうけど敬遠する人も多そうだ。すると主張があまり激しくない伊藤先輩に票が集まることもあり得るのか？

「だいたい、当日の空気で決まるの」とキリカは言った。「文実は、自分のところの出し物に予算をなるべく割いてもらいたい人の集まりだから、文化祭のコンセプトが自分のところの企画に合ってそうかを考える。でも実際には、そんな短いスピーチじゃ判断できるわけないから、なんとなくで決める」

「……要するに当日いちばんそれらしいうまいこと言った人が当選ってこと？」

　キリカは肩をすくめた。

「詐さ欺ぎ師のあなたらしく言えばそうなる」もう詐欺師呼ばわりはかんべんしてくれよ。

「そんで伊い藤とう先輩の文化祭のコンセプトはどんな感じなの」

「あの人は文化祭プロデュースしようっていう欲は全然なくて、わたしの考えたコンセプトそのまま」

「へえ。どんなの」

「もちろんお金！」キリカは両手をぐっと握って珍しく強い語調で言った。「二千万円の黒字が目標」

「ちょ、ちょっと待って、黒字？　文化祭って利益出るのっ？」

「当たり前でしょ」キリカは疑問自体が意外、みたいな目で僕を見る。「予算配分というのは要するに投資だから。回収できそうな見込みの多いところにはたくさん投資する」

「回収って。そりゃ、店やるところは儲もうけが出るかもしれないけど、劇とか演奏会とか展示会は？」

「料金とるところもあるし、即売する展示会もある」

「金とれない企画には予算回さないってことっ？」そんな無茶な。中高生の文化祭だぞ？

「直接儲けは出さなくても集客力があれば予算はいっぱい回すの。文化祭全体の集客につながるし、スポンサーもつきやすいし」

「スポンサーっ？」

「パンフレットに広告載のせたり、プロモのためにブース出店する会社もある。狐こ徹てつが最近よく留守にしてるのはスポンサー集めに回ってるから」

　そういえば会長はここ最近いないことが多い。なにをやってるのかと思ったら営業回りかよ。僕はあきれかえって暗い天井を仰いだ。そういや大学の学祭だとけっこうスポンサーがつくって聞いたことがある。生徒数八千人の学園の祭りともなればそれだけで金のにおいがたちのぼって商売人が寄ってくるわけか。集客力はすなわち集金力だ。

　そして集客力があるかどうか企画書から判断するのは文実首脳部であり、その判断基準の一つとなるのが委員長が掲げるコンセプトとスローガン、というわけだ。

　なるほど、こりゃあ出展が有志だけに限られるはずである。クラスごとになにかやらなきゃいけないからしかたなく参加する、みたいな意識で持ってこられた企画には、とてもじゃないが予算も場所も割さけない。

　理屈はわかったが、どんな文化祭になるのか想像もつかなかった。

「去年はどんなだったの？」

「去年は教授が『博覧』ていうスローガンを出したから、展示会がいっぱいあった。劇も外国のとか古典とかが多かった」

「へえ。面白そう。楽しかった？」

　そこでキリカはいきなり口ごもってしまう。椅い子すをくるりと回して僕に背を向ける。

「……よく知らない。ずっと、ここにいたから」

「え……」

　僕もしばし言葉を失う。

　そうか。キリカは祭りではしゃいであちこち歩き回るタイプじゃないよな。開催中もずっと会計室にひきこもっていたわけか。

「あれだよね、総務も開催中は色々と対応に追われて忙しいから、ここで待機してたんだよね」慰めにもならない憶測を口にしてしまった。

「ううん。人が多いのきらいだから」

　身も蓋ふたもない答えが返ってきたので僕はちょっと反省する。

「文化祭中は、外に出たことない」

　キリカの声に僕はほんのひとつまみのさみしさを感じる。

　なにを言おうか迷っているとき、予鈴が鳴った。始業まであと五分だ。

　ときおり忘れそうになるけれど、キリカは僕のクラスメイトで、隣の席である。授業に出てこないので教室で顔を合わせたことはない。なぜキリカが授業を全欠席するようになってしまったのか、僕はまだ知らない。だれに訊きいたものか、訊いていいものなのか、わからないのだ。そしてキリカがこの闇と薄明かりの中に閉じこもっていることが、はたして悪いことなのかどうかも。

　でも僕はその小さな背中に言葉をかける。

「じゃあ、今年の文化祭は──」言っている途中で表現に少し迷う。「一緒にあちこち回ってみようよ。来年の投資の参考にもなるだろ」

　答えはなかった。白黒のリボンがかすかに揺れただけだ。

　僕があきらめてドアノブに手をかけたとき、キリカが言った。

「……ひかげが、……まだ」

　細くてか弱い声だった。

「まだ学校に慣れてないなら、……わたしが、……案内してあげてもいい」

　僕は聞こえないように安あん堵どの息をついた。余計なことを言って怒らせたのじゃないかと不安だったのだ。

「うん。ありがとう」







　朝のホームルームが終わってすぐに、クラス委員の葉は山やまさんをはじめ、何人かの女子たちが僕の机を取り囲んだ。

「そろそろ実行委員長が決まるんだよね？」

　葉は山やまさんが僕の顔をまじまじとのぞき込んで訊きいてくる。

「……う、うん」

「だれかなあ、あの相撲すもう部のでっかい人かなあ」「風紀委員のおねえさんじゃない？」

　葉山さんの後ろで女子たちが口々に言う。こんな一般生徒まで文実委員長候補のことを知ってるのか、と僕は驚く。

「だれに決まりそうかな、牧まき村むらくん知ってるでしょ？」と葉山さん。

「あたしらクレープ屋やる予定なの」「かっわいー屋台にしたいよね」「予算どれくらい必要かなあ」

　なるほど、自分たちの企画の方向性を固めるためにも新委員長の情報は早めにほしいわけだ。でも彼女たちは明らかに質問する相手を間違っていた。僕はちらと隣の空席に目を走らせるけれど、キリカの空っぽの椅い子すに答えが転がっているわけでもない。

「いや、当日になってみないとわからないかな」

「だれが有利そうかもわからないの？」と葉山さんは残念そうな顔になる。

「ごめん……」

「ううん、困ったなあ。企画通るかなあ。クレープ屋さんは倍率高そうだよね」

「相撲部さんが委員長になったらまずいよね」相撲部じゃないですけどね辻つじ堂どう氏は。

「相撲部さんだとソーセージ入りのメニューとか増やさないと予算減らされるかも」

「でも風紀委員長が当選してもやばいよー、コスチュームに文句つけられそう」

「あーそうか、スカート短めのウェイトレス服だから」

「ＩＴ部長も不安だなあ、徹夜で作業させられて残業代出なさそう」

　みんな僕なんかよりも文実委員長候補に詳しいのである。予算を割り振られる当事者だけに必死なのだ。なんだか申し訳なくなってしまう。

　それにしても、と僕は思う。

　候補三人とも、悪い評判しか広まってないのかな。ちょっと不安だ。

「牧村くんは、文化祭でなにか出し物やるの？」と葉山さんが訊いてくる。

「え？　いや、べつに。生徒会の方でなにかしら仕事があるんじゃないかな」

「そ、そうか」葉山さんは照れくさそうに顔を引っ込める。

「なんかあるの？」

「え？　ううん、その、男子もいると助かるから、牧村くん手伝ってくれないかなーってちょっと思っただけ」

「あー……」

　お誘いは嬉うれしいが、キリカと学園じゅうを回る約束をしてしまったのだ。

「べつにねっ」なにを思ったか葉は山やまさんはあわてて言いつくろう。「牧まき村むらくんがクラスで友だちひとりもいなくてウサギさんとしか喋しやべってなくてかわいそうだなーなんて思って言ったわけじゃないからっ」言ったも同然じゃねえか。







　その日の放課後、少し遅れて生徒会室に顔を出すと、すでに会長も美み園その先輩も顔をそろえていて、さらには応接用のソファセットにちょっと驚きの人物が座っていた。前文実委員長、通称・教授だった。

「こんにちは……」

　僕は頭を下げ、キチネットでお茶を用意して持っていった。教授は会長と美園先輩の向かい側で頭を抱えてため息をついた。

「まずいでしょう、これ。安心して引退できませんよ僕も」

　萎なえきった声で教授は言う。ガラステーブルには数枚の紙が広げられている。美園先輩も困り顔、会長も腕組みしている。

「なにかあったんですか」

　おそるおそる訊きいてみた。文実のことでなにかあったんだろうか。

「実行委員のみなさんに、事前アンケートをとってみたんです」

　美園先輩が卓上の紙を手で示した。

「生徒会のコミュニティサイトに、忌き憚たんのない意見を聞けるように匿とく名めいで投稿してもらったんです。そしたらこの有り様です」

　僕は、その投稿テキストをプリントアウトしたらしき文面に目を通した。




『辻つじ堂どうさんは運動部をひいきしそう』

『辻堂さんは食べ物屋を自分の好みで予算配分するにきまってる』

『辻堂さんのお腹でトランポリンしたい』

『長なが峰みねさん細かいことにうるさすぎ』

『長峰さんが委員長になったら恋愛ものの劇とかできなくなる』

『長峰さんのスカートめくって真っ赤になってるところが見たい』

『伊い藤とうさんは寝てない自慢しすぎ』

『伊藤さんは連続徹夜記録の話ばっかりでうざいです』

『伊藤さんのパソコンにウィルス入りのエロ画像仕込みたい』




「これは……ううん……」

　なんとも反応に困る。

「三人ともいい評価がないんですよ。欠点ばかり目立って」と教授。

「なんかごく一部に変な願望も混ざってますけど」

　しかしおおむね文実幹部に対する不満ばかりだった。

「教授は人望はなかったけれど嫌われてもいなかったからな。そこを見込んであたしが推したんだ」と会長がだいぶ失礼なことを言う。「教授のような便利な人材はなかなかいないものだな」

「僕のせいもあるんですよ」と教授は弱り切った声になる。「辻つじ堂どう君や長なが峰みねさんなんかには面倒くさい交渉とか連絡を押しつけてね、嫌われ役を引き受けてもらってた。会合でもだいたい長峰さんに喋しやべってもらってたし、書面制作は伊い藤とう君に全任せだったし、そのつけが回ってきたのかなあ」

「ネガティブキャンペーンのせいもあるかもしれません」

　美み園その先輩が携帯電話でウェブサイトを見せてくれた。そちらは白はく樹じゆ台だい学園に関する匿とく名めい掲示板で、うちの生徒の書き込みかどうかはわからないけど、やっぱり厳しい文言が並んでいた。

『辻堂は相撲部じゃないぞ！』『楓ふう花かさんに性教育したいです』『伊藤寝ろ』

　……ネガティブ？　かどうかはともかくとして、文実の委員長を任せてみようという気にならない書き込みが続く。

「いちばんましなのはたしかに会長の言う通り伊藤君なんですけどね」

　教授は肩を落としてため息をつく。

「極端な思想とか持ってないし。でも押しが弱くて」

　そこで会長はふと笑みを浮かべて僕を見た。

「ヒカゲは今、教授だって押しが弱そうなのにどうして文実委員長になれたんだ、と思っただろう？」

「えっ？　あっ、いや、その」

　図星だったが、本人の目の前でそんな失礼な質問はできない。

「いや、いいんですよ。私にはひとつだけ、伊藤君にない強みがあるんです。会長もそこを買ってくれたんでしょう」

「……なんですか？」

　教授はくわっと目を見開いて握り拳を固めた。

「あまりにも頼りなさそうなのでまわりが心配してくれるという才能ですッ」

　自分で言っちゃったよ。

「伊藤君は実務に強いですから妙に自信満々なのがよくない。そして苦労自慢するのもよくないですね」

「文実の委員長もたいへんなんですね……」と僕は心の底から言う。

「このままじゃ安心して引退できませんよ。選挙で委員長がびしっと決まってくれないと会長がまた私を呼び出してなんやかやと手伝わせようとするだろうし」

「おや。よくわかってるじゃないか教授」

「私もね、受験があるんですよ受験が！」

　教授がガラステーブルに手をついて身を乗り出し悲痛な声で訴えても、会長の笑みは消えなかった。ソファの背もたれに腕を預け、ふと横に目を走らせる。

「じゃあ、これを入門試験にしよう」

　いきなり会長が言った。それは教授に向けた言葉ではなかった。僕へでも、美み園その先輩へでもなく、生徒会室の入り口に投げられた言葉だった。

　その視線をたどって僕も見やる。

「あたしを勝たせてみろ。そしたら総務に喜んで迎え入れるよ」

　開いた大扉の向こう、廊下に立ち尽くす逆光の中の小さな制服姿の人影──薫かおるくんの顔が、やがてぱあっと明るくなった。
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「ここがせんぱいの部屋ですか！　わあ、トネリコ棟の部屋ってこんなところなんですね、美術館みたいです。ぼくの部屋と全然ちがいます。中等部寮は新しすぎて……あっ、このウサギさんがひかげさんですね！」

　寮の僕の部屋にやってきた薫かおるくん、あちこちはしゃぎ回ったあげく、ベッドの下にいた灰色ウサギをめざとく見つけて抱き上げた。警戒心ゼロのウサギは初対面の薫くんの腕の中でも機嫌よさそうにおとなしくしている。

「薫、静かにして。秘密の作戦会議をしにきたんだから」

　キリカが言って、まるで自分の部屋みたいになんでもなさそうな様子でベッドに腰を下ろす。薫くんもそれにならって隣に座った。ウサギが「あんたは？」とでも言いたげな目で僕を見るので、僕は机の前の椅い子すに腰掛ける。

　南第三寮、通称《トネリコ棟》は、白はく樹じゆ台だい学園名物の蔦つたの這はう赤あか煉れん瓦が造づくりの寮だ。学校案内などでもきまって写真が使われるため内外で有名であり、入寮者はうらやましがられるのだが、実際に住んでみると設備が古くて不便なだけである。

　一階の廊下の端が僕の部屋で、本来は二人部屋のところを一人で使っていた。そこに今は、教室にさえ姿を見せないクラスメイトの女の子と、女の子にしか見えない後輩の男の子が押しかけてきている。なぜこうなった。

「生徒会室じゃ、だれに聞かれてるかわからないから」とキリカは言う。「郁いく乃のとかはよく立ち聞きしてるし」

　防ぼう諜ちようのために僕の部屋で委員長選挙の打ち合わせ、ということなのである。

「でも、なんで僕の部屋でやるわけ」

　言い出しっぺのキリカに訊きいてみると、目をそらされる。

「それは、んん……」

　キリカは目をそらし、薫くんの抱いたウサギに向かって言う。

「ひかげの、部屋、だから」

　ウサギに逢あいにきただけかよ。そういや最近あんまり連れてってなかったな。

「キリカねえさまはせんぱいの部屋によくきてるんですか？」

「きてない！　二回だけ！」

　キリカは強い調子で言う。それから、薫くんの抱いていたウサギを奪い取った。

「いい？　ひかげは、わたしの……なんだから」

　キリカがそう言ってウサギを胸に押しつけるようにして抱きしめるので、ウサギはちょっと苦しそうに足をばたつかせた。そんなに気に入ったならかわりに飼ってくれてもいいんだが。

「はい、わかってます」薫かおるくんは笑って言う。「だからちゃんと、せんぱいを借りていいかどうかキリカねえさまに言ったじゃないですか」

　ん？　なんか会話が嚙かみ合ってないぞ？

　あ、ウサギのことじゃないのか。ひかげって僕のことか、まぎらわしいな。僕は今のところキリカの助手なんだから勝手に便利使いするなってこと？

「でも、キリカねえさままで手伝ってくれるなんて思ってませんでした」

　僕もそれは意外だった。自他の仕事の線引きをきっちりやるタイプだと思っていたからだ。キリカはむっとした顔で答える。

「あなたたち二人だけだと不安だから。それだけ」

　まあそうか。新入生と、まだ書記としても認められていない庶務の二人だけじゃ、少々荷が重い案件だもんな。

　薫くんは、会長に『入門試験』を課せられたあのとき、こう質問した。

『だれかに手伝ってもらってはいけないんですか』

　会長は答えた。

『かまわないよ。人に借りた力は自分の力だ。融資された金が自分の金なのと同じ』

　そこで薫くんはまず僕に手伝ってくれと頼みにきた。たぶんいちばんひまそうだったからだろう。そしたらなぜかキリカもついてきたのだ。

「二人とも手伝ってくれるの、すごく心強いです。なんでもできちゃいそう」

「頼ってもらえるのはうれしいけど、なんにも思いつかないよ」と僕は正直に言った。

「ひかげは、だれをだませばいいか決まるまで黙っておとなしく聞いてて」

　なんてひどいおっしゃりよう。

「せんぱいはえものを見定めたとたん牙をむいて骨ものこさないんですよね、かっこいいです！　ぼくもそれくらい容よう赦しやなくひとをえじきにしたいです」

　こんど朱と鷺き子こさんとご家庭の事情について深く深く話し合おう……。僕についてどんな会話してんだよ神かん林ばやし姉弟。

「じゃあキリカねえさま、おねがいします」

　薫くんはウサギと鼻先が触れあいそうなくらい頭を下げる。

「一緒に考えましょう。ぼくらの候補の伊い藤とうさんがどうやったらただの人望のない人じゃなくて庇ひ護ご欲よくをかきたてられる感じの人望のない人になれるか」

　この子、顔に似合わずほんとひどいことさらっと言うよね。

　キリカは首を振った。

「まず考えなくちゃいけないのはべつのこと」

　薫かおるくんが首を傾げるので、キリカは続ける。

「あなたは総務に入りたいんでしょ。それなら、憶えておいて。狐こ徹てつのゲームはルールをつくるとこから始まってるの」

　蚊か帳やの外に追いやられていた僕も、キリカの顔をじっと見た。なにか、核心的なことに触れるのだ、という気がしたからだ。

「狐徹は、自分を勝たせろ、としか言わなかったでしょ。伊い藤とう先輩を勝たせる必要はないということ」

「……え？」思わず僕は声を漏らしてしまった。キリカがちらと視線を向けてくる。

「あの人にとって大事なのは、郁いく乃のと朱と鷺き子こに負けたと思わせること。それから予算配分でなるべく総務の言うことを汲くむような委員長を選ぶこと」

　伊藤先輩じゃなくてもいい。

　会長が勝てばいい。

　ちょっと寒気がする考え方だった。けれど、なるほど、天てん王のう寺じ狐徹的な発想だ。さすが長年一緒に生徒会の仕事をしているだけある。

「それじゃあ、ふーかさんや辻つじ堂どうさんを説得して、予算配分はキリカねえさまの言うとおりにしてくれるように約束もらったら、だれが当選しても勝ちなんですね？」

「それもひとつの手だけど」とキリカは言う。

「じゃあ！」薫くんはぽんと両手を打ち合わせる。「ふーかさんはせんぱいにおねがいしましょう。せんぱいは女の人たらしこむのうまいって朱鷺子ねえさまが言ってました！」

「だめ！」キリカがものすごい剣幕で腰を浮かせ、ウサギがその腕から逃げ出して僕の机の下に避難してきた。朱鷺子さんに言ってやりたいことがどんどん増えていく。いつどこで僕が女の人をたらしこんだんだよ？

「じゃあ、ぼくがふたりともたらすんですか。どっちともなかよくなったし。せんぱいみたいな辣らつ腕わん役員になるためには同時にたらさないとだめなのかな……」「ひかげを見習っちゃだめ！」「見習うもなにもやってねえよ！」どこが秘密作戦会議だ。別の意味で聞かれたら困る内容だけど。

「だから、薫、そういう段階の問題じゃないの」

　キリカが咳せき払ばらいして話を戻す。

「最初に、なにがあなたの勝ちなのかよく考えてってこと」

　ゲームは、ルールをつくるところから始まる。そういうことか。

　会長の勝利条件はわかった。それじゃあ薫くんのは？

　会長を勝たせなくても薫くんが勝てればそれでいいんじゃないのか。

「わたしも、勝ちたい人がいる」

　いきなりキリカが言った。僕はびっくりして彼女の顔を見つめた。

「だから薫かおるを手伝うの。たまたま、わたしと利害が一致してるから」

　それから彼女は僕に訝いぶかしげな視線を向けてくる。

「なに、その顔」と不機嫌そうに言う。

「ああ、いや、あの」僕は目を落とした。「……キリカがそんなこと言うと思わなかった。勝ち負けとかどうとか」

　キリカはあきれた感じの細いため息をついた。首の腕章に手をやってつぶやく。

「わたしだって、総務執行部だから」

　まるで、プライドを賭けて戦う気概がない人間は要らない、と言っているみたいに聞こえた。僕は少し寒気をおぼえる。キリカにとっての、勝ちたい人間？

「わたしのことは、いい。あなたは？」

　僕に訊たずねたのかと一瞬思ってしまった。でもキリカの目は薫くんにじっと向けられていた。薫くんは大きな目をさらに見開いて、それから爪先に視線を落とす。しばしの沈黙に、ウサギが僕の脚の間から出てきてキリカと薫くんを不思議そうな顔で見上げる。

　なんだか僕が問い詰められているみたいだった。

　僕だって会長に言われるままにスパイだとかいってあちこち歩き回っていたのだ。自分ではなにも考えず、なにも決めず。これじゃあキリカに黙って聞いてろと言われても文句は返せない。

　僕は？

　もちろん伊い藤とう先輩を勝たせたいわけじゃない。

　会長のゲームもかなりどうでもいい。ただ、文実と文化祭そのものはうまくいってほしい。御お白しら穂ほ祭まつりの花火を盛大にぶちあげてやりたい。それをキリカと二人で見たい。

　だから──

「ぼくは」

　ずっと迷った後で薫くんは言った。

「せんぱいみたいに、狐こ徹てつねえさまに認められたいです」





＊






　白はく樹じゆ台だいにはいわゆる新聞部が二つあって、示し合わせたのかどうか知らないが、それぞれ右寄りと左寄りを自他共に認めていた。政治信条の話ではない。生徒会、なかんずく総務執行部に対して、誉めそやすか叩たたくか、という基本スタンスのことだ。

　右寄りの《白樹週報》は会長のことを『天てん王のう寺じ代表』、美み園その先輩のことを『竹たけ内うち副代表』と表記するお堅い紙面で、左寄りの《しらっとウィークリー》は会長を『女王陛下』、先輩を『聖女さま』と呼んで揶や揄ゆしまくる大衆夕刊紙ふうの論調だ。

　月曜日、その二紙の一面トップ記事はどちらも文実の内紛についてだった。どぎつい特大フォントで躍るのはこんな見出しだ。





文化祭実行委員長選挙、ボイコットで延期のおそれ







文実デブぴゅあ分裂……か？　問われる女王陛下の責任






「──ボイコットはほんとらしいんです」

　月曜日の放課後すぐに生徒会室に顔を出すと、美み園その先輩がガラステーブルの上の新聞にちらと目をやって困り顔で言った。

「さっき中央議会の方に確認してみましたけど、実行委員のうち半分ちかくが明後日の会合をみんなで欠席して選挙を不成立にさせようとしてるみたいで」

「な……なんでですか？」

「辻つじ堂どうさんが委員長になったら、一食１２００キロカロリー以下の食べ物屋は禁止にする、という噂うわさが流されてて」

　んなアホな。常識で考えろよ、と言いそうになったけれど、あの重戦車なら言いそうである。たぶんネガティブキャンペーンで流る布ふされた噓うそだろうけど、ひょっとしたら、と思われてしまうだけの素地があの人にはある。

「辻堂さんがやや有利でしたからね。というより、風紀委員長と伊い藤とうさんがちょっとマイナス材料多すぎというか」と美園先輩は柳りゆう眉びを寄せる。

　楓ふう花かさんがもっと支持を集めているなら堂々と選挙をやって勝てばいいだけなのだけれど、そういうわけでもないらしい。そこで楓花派と伊藤派が示し合わせてひとまずボイコットして辻堂氏の当選を先延ばし、というわけだ。

「ていうか委員長選挙ってボイコットで不成立になるんですか」

「ええ。私もそんな細かい規則はじめて知ったのですけれど、四年前にそういう規約がちゃんとできてました。三分の二以上の出席がないと投票が行えないんだそうです」

　このままじゃ勝ちも負けもないじゃないか。新聞記事にまでなっちゃったら、文実や生徒会の信用もガタ落ちだ。みんな早く企画を通して予算もらって準備を始めたいだろうに。ちらと部屋の中央奥のデスクを見ると、会長はなにやら真剣そうな顔で机に目を落として両手を動かしていた。近づいてみれば、手元に広げられているのは《白はく樹じゆ週報》と《しらっとウィークリー》だ。さしもの天てん王のう寺じ狐こ徹てつも文化祭の危機に頭を痛めてるのか、と思ったら、両紙のクロスワードパズルを右手と左手で同時に解いているのである。大道芸かよ。たしかにすごいけどそんなことやってる場合かよ！

「……《しらっとウィークリー》のパズル制作者は毎週センスがいいね。今回も気持ちよく苦戦させてもらったよ」

「んなことより！　文実割れちゃいそうですよ、選挙どころじゃないです」

　僕は会長の手の下の《しらっとウィークリー》をひっくり返した。

　美み園その先輩の言っていた通り、辻つじ堂どう氏が委員長に就任したらこんな文化祭になってしまう、という予測が、関係者の証言も交えて書き連ねてある。

『カフェの企画は牛丼屋に、クレープ屋はホットドッグ屋にされてしまう？』

『メニューは「大盛り」「特盛り」「激盛り」で統一？』

『演劇や演奏会や展示会でもポップコーンくらい売らないと予算がヤバイ？』

　辻堂氏だけじゃない、楓ふう花かさんもだ。

『開催中、不純異性交遊の監視に二百人動員？』

『カップル客に道徳のビデオを配布？』

『大講堂で性教育イベント？』

　ええと、我らが伊い藤とうさんは……

『影薄すぎ』『眼鏡大きすぎ』『寝てない自慢しすぎ』

　なんでここだけストレートに悪口なんだよ。

　とにかくこれはまずい。こんな記事でも信じる人は信じる。というか僕もわりと信じかけた。これじゃ、だれが委員長になっても文化祭があやうい、みたいな雰囲気になってしまうじゃないか。

　会長は二面と三面の叩たたき記事をさして興味もなさそうに眺めると、目を上げた。

「この件は薫かおるに一任したじゃないか」

「い、いや、でも、選挙やれなくなったら元も子もないじゃないですか」

　会長は立ち上がり、にまりと笑って僕の鼻をつっついた。

「馬券を買ったらあとは馬が走るのを観ているだけ、だよ」

　僕は絶句する。ギャンブル感覚かよ。この人にとっちゃほんとにゲームなのか。

「でもヒカゲは助力を頼まれたんだろう？」と会長が僕をデコピンで突き飛ばす。「好きなだけ走り回れ。薫ともども期待してるよ」

　僕はいらだちを腹の底に押し込めて生徒会室を出た。

　ともかくボイコットしようとしている連中を引きずり出さなきゃ。もうだれが委員長になろうが、会長が満足しようがしまいが、どうでもよくなってきた。こんなつまらない権力ごっこで文化祭のスタートにミソがつくなんて馬鹿馬鹿しい。僕がこの白はく樹じゆ台だいに入って最初の文化祭なのだ。そしてキリカにとっても──生徒会会計としてではなく、一人の生徒として、その目と耳でほんとうに触れることになる最初の祭りなのだ。







「私がやれと言ったわけじゃないぞ。ボイコットなんて」

　風紀委員長の楓ふう花かさんは唇を尖とがらせた。

「三分の二以上の出席なんて、そんなきまり知らなかったし、当日に正義を訴えればぜったいに私に票が集まるはずだし」

　自信満々に言う楓花さんに、監査室にいた監査委員の女の子たちが小さく拍手し、それからまた各々の事務仕事に戻る。

「そうですか、疑ってすみません」と僕は頭を下げる。「じゃあ、あの、お仲間の実行委員のみなさんに言ってくれませんか、ちゃんと明後日の会合に出てくれって」

「それはもちろんだけど」

　楓花さんはちょっと口ごもる。

「私が言ってもみんな出るかどうかわからないぞ」

「え、どうしてですか？」

　楓花さんが言うのはつまりこういうことだった。楓花派だけ出席しても定数の三分の二に達してしまうので選挙が成立する。その場合、いちばん結束の弱い伊い藤とう派から楓花さんへの流動票が期待できないので辻つじ堂どう氏できまってしまう。それをおそれてけっきょく楓花派は予定通りボイコットするしかないのではないか。伊藤派の方も同じことを考えるからあちらも説得に応じないのではないか。

「うう……なるほど」なんだっけこれ囚人のジレンマっていうんだっけ？

　みんなをひとところに集めて疑心暗鬼が起きないようにまとめて説得すりゃいいんだけど、そんなことができるならその場で投票をやってしまえばいいのだ。集められないからこうやって走り回っているわけである。

「私だってちゃんと会合に委員みんな集めて説明したい。あんな記事を真に受けられたら困る」

「ですよね。不純異性交遊の監視に二百人とか、それ文実ほとんど全員じゃないですか。大講堂で性教育とか意味わかんないし」

「な、な、なっ？」

　楓花さんはものすごい形相で僕に顔を寄せてくる。後ろで見ている監査委員たちがひそひそし始める。

「そ、そんなこと書いてあったかっ？」

「ありましたよ、《しらっとウィークリー》に」

「読んだけどそこまでひどい噓うそは書いてなかったような……」

　あれえ？

「《白はく樹じゆ週報》の方を読んだんじゃないですか？　あっちはまだしもまともだから」

「そうかもしれない。……わ、私だってっ」楓花さんはいきなり声を荒らげた。「文実トップになるからにはちょっとは妥協するぞ！　風紀委員会と同じようにぴゅあぴゅあやるわけないじゃないかっ」

　いや、これまでの楓ふう花かさんを見てるとその言葉には信しん憑ぴよう性せいが全然ない。

「みんなの意見だって聞くし、その、不純じゃない異性交遊なら……手をつなぐくらいなら認めるぞ！　き、キスしなければ子供はできないって委員長が教えてくれた」

　郁いく乃のさん……。あんたどんだけ噓うその性知識教え込んでんのよ。あと、監査室の中なんだから恥ずかしい言葉を大声で叫ばないでください。後ろで監査委員の娘こたちのひそひそが止まらない。

「伊い藤とうや辻つじ堂どうの意見だってちゃんと取り入れる。私が文実委員長になったらあの二人だって統括とか部門長とかになってもらうんだから。喧けん嘩かしてるわけじゃないんだ。なんだボイコットって。外野が騒ぎすぎだ」

「あー……そうなんですか」

　たしかに騒ぎすぎだ。当事者もそう思っててくれて安心した。

「じゃあ辻堂さんが委員長になったらパワフル重量級文化祭も認めるんですよね」

「それはぜったい認めない！　断固戦う！」

　やっぱりだめじゃないかこれ。僕は不安を抱えたまま監査室を出た。ちょうど戸口のすぐ外の廊下にいただれかとぶつかりそうになる。

「わっ」「ひあっ」

　薫かおるくんだった。

「あ、せんぱい！　これ、これ読みましたっ？　ひどいことに」

　手に握られているのは《白はく樹じゆ週報》だった。

「読んだ。楓花さんにはもう話したよ、出席呼びかけてくれって」

「ぼくもできることないか訊きいてみます！」と薫くんは監査室に飛び込む。中から楓花さんの声が聞こえてくる。

「薫じゃないか！　ちょうどよかった、助かった──」

　えらい打ち解けてるんだな。あの子ならだれとでも気安く喋しやべれるから、実行委員を一人一人説得して回ればボイコットはやめさせられるかもしれない。

　僕は──どさ回りだ。







「俺が委員長になっても長なが峰みねに経理を頼むよ。きまってンじゃねえか」

　重戦車・辻堂氏はちゃんこ鍋の湯気の向こうで憤然と言った。長峰、と名字で呼ばれるとなんだか新鮮な響きだが、楓花さんのことだ。

「経理は潔癖性のやつが向いてるし、長峰はもう中等部の頃から文実やってて慣れてるし。それに俺はホームページの作り方なんて全然だから広報は伊い藤とうにぜんぶ任せるし。だれが委員長になっても実際問題あんま変わんねえよ。困るんだよ、委員長決めなんかでこんなにゴタついたら」

　デ部室に詰めた他の太め部員たちもうなずく。

「じゃあ、あのぅ、カフェの企画を潰して牛丼屋とか劇でも食い物売れとかは」

「だれがそんなこと言ったんだよ！」

「僕じゃないですよ新聞にっ」

「ンなこと書いてなかったぞ、捏ねつ造ぞうじゃねえか。いくらゴシップ大好き新聞でもそこまでしないだろ」

　ええ？　他の部員たちも首を傾かしげている。どういうことだろう？

「俺だってなんでもかんでも押し出し寄り切り突っ張りじゃねえよ。文化祭全体のコンセプトなんだからデ部とは分けて考えるにきまってんだろ。特盛りから大盛りくらいは譲じよう歩ほするよ」

　それがどれくらいの譲歩なのかよくわからんが……。

「じゃあたとえば楓ふう花かさんが委員長になったらぴゅあぴゅあ文化祭も認め──」

「そこは譲れねえよ！」

「あたりめーだ！」部員たちもここぞとばかり盛り上がる。「俺たちはデブがモテるように活動してんだぞ！」「女に声かけられないとか文化祭の意味ねーよ！」

　僕はだいぶ絶望感に打ちのめされながらデ部室を出た。運動系部室棟特有の汗とデオドラントとカップラーメンとポテトチップスの入り混じったにおいに頭痛がしてきた。ジャージやユニフォーム姿の男子生徒たちが不思議そうに僕を見ながら廊下を行き交う。

　とぼとぼと階段を下り始めたとき、背後で声が聞こえた。

「こんにちは！　しつれいします！」

　薫かおるくんの声だ。思わず足を止める。

「神かん林ばやしか、よくきた！」「新作のちゃんこだ、試食しろ！」「委員長選挙がめんどくせえことになってんだ、おまえも──」

　辻つじ堂どう氏たちの声も聞こえる。楓花さんのとこにいたんじゃなかったの？　こっちにも譲歩を頼みにきたのか。まあいい、時間がない。後で話し合おう。僕は部室棟を出た。







　ＩＴ部室に来るのは生徒総会の一件以来のことだった。

「私がボイコットやめろって言ってもたぶんだれも聞かないですよ」

　額に熱冷ましシートを貼り付けて栄養ドリンクをちゅうちゅう吸いながら伊藤さんは言った。

「部長は人望ないし」「そう、人望ないから」「スキルしかないから」「部長に投票するのは他よりましって人だけだから」

　似たような寝不足顔のＩＴ部員たちがキーボードから目をこっちに向けて一斉に言う。伊い藤とうさんはがっくりとうなだれる。

「だいたい長なが峰みねさんとこがボイコットして私んとこだけ出たら辻つじ堂どうくんできまっちゃうでしょ。みんな出ないんじゃないかな……」

「あ、さっき楓ふう花かさんのところに行って話してきました。あちらはボイコットやめて出席するそうです」

　伊藤さんは目を剝く。

「……っていう噓うそをみんなに広めてください。みんなが信じたら噓じゃなくなるので」

　僕がそう付け加えると、伊藤さんは感嘆の息を漏らす。

「はあ、なるほど。そりゃそうですねえ。さすが総務の誇る詐さ欺ぎ師……」

　なんでＩＴ部にまでその呼び方広まってんだよ！

　囚人のジレンマを解消するにはこれしかないのだ。噓でもいいので、一方の行動予定をもう一方に伝えてしまうこと。これで伊藤派が出席に方針転換したら、それを知った楓花派も出席するしかなくなる。

「しかしねえ」伊藤さんはよれよれの声で言う。「会長には申し訳ないけど、勝ち目なさそうですよ。パワフル文化祭かぴゅあぴゅあ文化祭になっちゃうのか……はああ……」

　キーボードの上につっぷす伊藤さんにおそるおそる訊きいてみる。

「どっちのコンセプトもいやなんですか」

「当たり前でしょう！」

　伊藤さんは顔だけ持ち上げてくわっと目を見開く。怖い。

「なんか二人とも極端じゃないですか、みんなそう思ってますよ！」

「まあそうですけど……伊藤さんのコンセプトはなんなんですか」

「まだ考えてないです」

　おい。選挙は明後日だぞ。

「『普通』とかどうですかね。『平凡』とか『常識』とか。他の二人のアレさと比べてかえって良く見えて票が集まったりしないかな」

　するわけねえだろ。

「べつに漢字二文字にこだわらなくても」

「もう伝統みたいになっちゃってるんですよ。新委員長がきまったら、その年の文化祭スローガンを漢字二文字で発表するんです」

　そういえば去年は『博覧』だったんだっけ。

「『妥協』とか。『納期』とか。『残業』とか……」

　伊い藤とうさんが訊きいてるだけで気の滅入ってくるスローガン案を次から次へと並べていると、ＩＴ部室のドアが開いた。

「こんにちは！　って、あれ、せんぱいっ？」

　顔を出したのはまたしても薫かおるくんである。けっきょく薫くんも候補者三人とも話すつもりだったのか。一緒に回ればよかった。

「おー、神かん林ばやし君じゃないか」「神林君をモデルにした新しいアバター作ったんだ」「今日こそモーションキャプチャーさせてくれよ」

　顔色の悪いＩＴ部員たちがゾンビよろしく群がってくる。薫くん、ここでもいつの間にかこんなに人気者になってたのか。僕なんかよりも彼をさっさと執行部役員にしちゃった方が百倍役に立つんじゃないの？　とさえ思ってしまう。

「ごめんなさい、この用事終わってからで」と薫くんはゾンビたちに手を合わせ、僕に向き直る。「せんぱい、辻つじ堂どうさんともふーかさんともおはなししてきました、もう狐こ徹てつねえさまの試験どころじゃないです。選挙どうなっても文実まとまらないです！」

「う……うん……」

　きっぱり言葉にされるとダメージが大きかったようで、伊藤さんは腕がもげるんじゃないかというくらい肩を落とす。しかし僕も同感だった。

「……教授は偉大なカリスマだったんだな……」

　伊藤さんのつぶやきに、ＩＴ部員たちが寄ってきて次々に慰めを言う。

「くたびれ方なら教授に負けてませんよ部長！」

「部長だって円形脱毛症になったっつってたじゃないですか、ハゲでも負けてません」

「眼鏡の大きさではむしろ勝ってます！」

　慰めになってねえ。

　薫くんも伊藤さんの目の前に膝ひざをついて、両手をぐっと握って力づよく言う。

「だいじょうぶです、ファイトです！　文実を今まとめられるのは、なんの信条も理想もプライドも人望もない伊藤さんだけです、ぼくもせいいっぱい手伝いますから！」

　傷口に塩どころかマスタードとチリソースまですりこむのはやめなさい。

「かっこいいスローガン考えましょう、ぼくも考えます。それで当日かっこいい演説すればぜったいに伊藤さんが委員長になれますから！」

　スローガンなんてもうどうでもいいだろ、と僕は思ってしまう。それよりも実行委員が三つにばっくり割れたままの方が大問題だ。たとえ会合に人を集められて選挙を強行できたとしても、これじゃだれが委員長になっても結束なんて望めない。

　結束？

　僕は、伊藤さんの手元を見つめる。薫くんとなにやら話し合いながら、ノートに思いつく限りの二字熟語を書き連ねている。スローガン。

　それから思い出すのはキリカの言葉だ。

　なにが薫かおるくんの勝利になるのか。あのとき薫くんは答えた。

　会長に認められたい、と。

　勝たなくても、勝てばいい。浮かんできたのはそんな、一見すると意味のわからない言葉だった。でも、そうなのだ。勝利条件をきめるところからゲームは始まっている。

「あ……」

　思わず僕の唇から漏れた声を、薫くんは聞き逃さなかった。ぴょんと立ち上がってこちらを見る。

「せんぱい、なにか思いついたんですね！」

　薫くんは目を輝かせて僕の手を握ってくる。

「一撃でみんな解決しちゃうえぐい策略考えついたんですよね、そうですよねっ？」

「え……あ、う、うん、まあ」

　そんなに期待されると話しづらい。しかもあまり大勢に聞かれたくない。僕は薫くんと伊い藤とうさんだけをＩＴ部室奥のゴミ溜ためみたいな仮眠室に連れていくと、そこで作戦案を説明した。話していくうちに、伊藤さんは口をあんぐり開けて固まり、薫くんは僕に抱きつかんばかりに興奮する。

「すごいです！　さすがせんぱいです、ぼくそんなの思いつきもしません！」

「い、いや、だから、これ肝心なとこ考えついてなくて」

「ぼく今から考えます、だってぼくの入門試験なんだし！」

　そうか。そうだよな。めんどくさいところはみんな薫くんにやらせよう。精神的にかなりくたびれていた僕は、あっさりそう決意する。

　どのみちこれは、薫くんじゃなきゃできない手だ。

　ＩＴ部室を出てすぐに、伊藤さんと薫くんの会話がドア越しに聞こえた。

「……よくまあこんなあこぎな手を考えつくもんだと……」

「すごいですよね、狡こう猾かつすぎて寒気がします、ぼくのあこがれなんです」

　だれの話だろうね！　僕じゃないよ！







　足早に、新聞部の部室に向かった。たしか、ひとつ下の階にあったはずだ。あの捏ねつ造ぞう記事に関しては一言いってやりたかったし、できれば明日にでも号外で訂正記事を出したりウェブサイトに謝罪を載せたりしてほしかった。

　二階の廊下で新聞部室を探しているときに、実に意外な人物を見かけた。その人影はすぐに廊下の向こう端の階段に消えてしまったのではっきりとは見えなかったけれど、灰色がかった髪に揺れる白黒のリボンとずり落ちかけたブレザーは見誤りようもない。キリカだ。なんで文化系部室棟なんかに？

　すぐ近くの部室のドアが小さく開いており、男子生徒が何人か顔を出し、キリカを見送っていた。そこがまさに探していた新聞部室だと気づく。《しらっとウィークリー》の編集部だ。近づいていくと、新聞部員が一人また一人とこちらに顔を向け、ぎくりとした表情になる。

「な、なんだよ、また生徒会かよっ」

　頭は部屋の中に引っ込んでしまい、ドアの叩たたきつけられる音が廊下に響く。僕はあわてて新聞部室に駆け寄った。立ち入り禁止とか危険物注意とかのステッカーがべたべた貼られた汚いドアだ。

「帰れ！」「ちくしょう、報道の自由は守るぞ！」

「二度と生徒会なんかに負けねえからな！」「そのうち会長のパンチラも撮ってやる！」

　中からそんな声が聞こえてくる。僕は思わず、キリカが消えてしまった廊下の向こうを見やる。ひょっとしてキリカ、僕より先に捏ねつ造ぞう記事について文句言いにきてくれたのか。まさかひきこもりのあいつが、そんな正義感のために？

　あいつも総務の一員だし、薫かおるくんを手伝うって言ってたもんな、と僕は思う。

　しかしこれは、謝罪文を載せろなんて話ができる状況じゃなさそうだ。ましてや訂正のための号外を出せなんて言える雰囲気じゃない。キリカのことだから真っ正直にずばずば糾弾してそうとう怒らせたんだろう。

　しかたない。とにかく、明後日だ。

　定数がそろって選挙さえできれば、勝ち目がある。





＊






　水曜日、放課後。

　中央校舎の大会議室に、文化祭実行委員が集まった。梅雨の終わりで蒸し暑く、二百人以上の熱気にはフル稼働の冷房も慰め程度だ。

　そう、二百人以上である。ほぼ全員だ。何人かが個人的な都合で欠席しただけで、ボイコットは行われなかったのだ。会議室にぞろぞろ入ってくる制服姿を数えながら、僕はもうすでに軽い疲労感に浸っていた。やりきった、もう帰って寝たい、という情けない思いだ。でもボイコット騒ぎを鎮めたのは僕ではない。

「どや、うちの人望もなかなかのもんやろ？」

　郁いく乃のさんが右隣の席で僕にささやく。

「ええまあ、感謝してます……」

　楓ふう花かさん派の実行委員たちに会合へ出席するように言い聞かせてくれたのは、なんと郁乃さんだった。楓ふう花かさんのさらに上役だから、発言力も大きい。

「ひかげさん、私！　私もほめてください、私も！」

　反対側の左隣の席で美み園その先輩が椅い子すから跳びあがりそうな勢いで言う。

「いいこいいこしてくださってもいいんですよ！」

　あんたちょっと落ち着いてください、僕より年上なんだから。

「美園先輩も、お世話になりました。ほんと一時はどうなることかと」

　伊い藤とうさん派への口添えは美園先輩にお願いした。要するになんのひねりもない正攻法である。お偉いさんに説得役をやってもらっただけ。文実委員長が決まらないと実務に差し障りが出るので、敵対関係にある監査と総務といえども協力し合うのだ。

「当たり前のことやっただけでしょう。二人とも、得意がるようなことじゃないわ」

　僕の真後ろ、立って壁にもたれていた朱と鷺き子こさんが、あきれて言った。

「だいたい狐こ徹てつはどうしたの。私には必ず来るように言っておいて、なんでいないの」

「あ、朱鷺子さん、会長に呼ばれたからきたんですか」

　中央議会は本来、文化祭実行委員会と直接の関わりがないので、朱鷺子さんがここに臨席する理由はないのだ。好奇心丸出しの郁いく乃のさんはともかく、なぜ朱鷺子さんまでいるのか疑問に思っていたところだ。

「呼びつけておいて自分は生徒会室で昼寝？」

「たぶん……」

「聖ひじり橋ばしさんまで出てるのに？」

　そうなのだ。美園先輩のさらに左隣のパイプ椅子には、なんとも奇妙なことに、キリカが体育座りしているのである。

「……わたしは、たしかめにきただけ」

　キリカがぼそりと言った。

「けっきょく、勝てなかった……わからなかったから。答えをたしかめにきただけ」

　勝てなかった？

　僕や美園先輩、郁乃さん、朱鷺子さんの視線がキリカの顔に集まったとき、演壇でぱんぱんと手を打ち鳴らすのが聞こえた。前委員長の教授が、ざわつく会場を静まらせようとしているのだ。

「はーい、始めますよ。ほんとは前の会合で引退だったのに、なんかゴタついてたみたいだから今回だけ！　今回だけ司会やりますよー」

　教授が声を張り上げると、ようやく委員たちは演壇の方を向いてくれる。僕はもう一度キリカの顔をうかがう。

「……なに？　わからなかったって」

「狐徹がなにをやろうとしてたのか。けっきょく、わからなかった」

　会長？

　僕とキリカに挟まれた美み園その先輩が、不思議そうに僕らの顔を見比べる。話についていけていないのだろう。いや、僕だってちょっと危うい。会長が？

「だって、会長は今回なにもしてないだろ」

　キリカは首を振った。

「あの人が、賭けておいてなにもしないわけない。わたしは、今回も読めなかった」

　僕ははっとする。会長のことなのか。キリカが勝ちたいと言っていた相手は、天てん王のう寺じ狐こ徹てつだったのか？

　教授が壇上でなにか言った。演壇を隔てて反対側から、重戦車・辻つじ堂どう氏が巨体を揺すりながら登壇し、挨拶する。手に持った紙を広げると、そこには『体力』の二字。

「──体力、です。これが俺の文化祭のスローガンです！　体力といっても色んな意味があります、そのまんまの意味だけじゃなく──」

　そこに野次が飛ぶ。「体重のことか」「知力は要らないのか」

　大会議室に険悪な空気が立ちこめる。しかしキリカの細い声は、野次よりも、辻堂氏の野太い声よりもはっきりと僕の耳に流れ込む。

「風紀委員長の支持者の人に、ボイコットする手があるって教えたのは、たぶん狐徹」

　郁いく乃のさんが「なんやて？」とつぶやく。僕も身を乗り出してキリカの顔をのぞき込む。

「会長が？　な、なんで？　なんでそんなことわかるの」

「だって、委員長選挙の必要定数なんて規約、わたしも知らなかった。美園さえ知らなかった。一般生徒が知ってるわけない。でも調べてみたら、あの規約を四年前に作ったのは狐徹だった」

　僕は目を剝き、背後の朱と鷺き子こさんを振り向く。朱鷺子さんもまた目を見はっている。

「……たしかに、そう、だけど。私と狐徹で細かいルール整備した」

　気づくと辻堂氏の演説は終わっていた。教授が、他に立候補する方は、と訊たずね、伊い藤とうさんが挙手して演壇に向かうのが見える。

　伊藤さんは壇上に立ち、タブレットＰＣにばかでかく表示させた漢字二文字を持ち上げてみせる。

「私の掲げるスローガンはこれです。『共有』です。みんなで同じ夢を──」

　またしても野次が飛ぶ。「共有って動画ファイルをか」「エロ画像のことですか」

　伊藤さんは顔をしかめ、咳せき込み、演説を続けようとする。でもほとんどの人は聞いてない。候補者たちへの不信感はボイコット騒動からずっと残り続けているのだ。そのボイコットは会長がけしかけた？　じゃあ、会長はわざと文化祭実行委員会をばらばらにしようとしたのか？

「会長が、なんでそんなこと。だってこのままじゃ文実の幹部の人たちみんな信用なくすだけじゃないか。新聞にもあんなろくでもないこと書かれて」

　それが狙い？　会長がそんなひどいことしたのか？

　けれどキリカは首を振る。

「狐こ徹てつは、捏ねつ造ぞう記事は差し止めさせてる」

「……え？」

「おととい、新聞部にいって確認してきた。牛丼がどうこうとか監視員二百人がどうこうとか、そういう噓うそ記事を二面三面に並べて、もうテスト印刷まで済ませてた段階だったのに、狐徹が乗り込んできて記事を差し替えさせたって」

「で、でも」

　キリカはちらと僕に目を向ける。

「あなたが見たのはたぶん、狐徹が新聞部から強ごう奪だつしてきたテスト印刷」

「……あ」

　そうだ。僕が辻つじ堂どう氏や楓ふう花かさんや伊い藤とうさんについての詳しい叩たたき記事を読んだのは、会長が持っていた新聞でだ。あれは実際に発行されたやつじゃなかったのか。

　キリカが、折りたたんだ紙を手渡してくれた。《しらっとウィークリー》だ。一面こそ見憶えがあるけれど、二面三面の文実幹部紹介記事は僕が見たのとまったくちがっていた。それぞれ本人の談話が載っている。辻堂氏はクレープ屋もアイスクリーム屋も大歓迎と語っているし、楓花さんもカップルはどんどん手をつないでくださいと語っているし、伊藤さんも昨日はよく寝ましたと語っているし（？）、これはむしろボイコット騒動を収めるための記事みたいだ。

　自分でけしかけておいて、三人の名誉は力ずくででも守ったのか。意味がわからない。なんのためのマッチポンプだ？

「狐徹はたぶん──」

　キリカが、壇の脇の教授をちらと見てつぶやく。

「前委員長がいなくなった後の文実がどれくらいばらばらなのか、見せようとしたんだと思うの」

　見せようとした？

　ボイコットをけしかけて、委員たちがほんとうにやるかどうか試して──亀裂を、見せつけた？

　だれに。辻堂氏や楓花さんや伊藤さんにか。あるいは委員たち一人一人にか。

　いや──

　僕らに、か？

　いつのまにか壇上には三人目の候補者である楓花さんが立っている。彼女はわざわざ旗に染め抜いた二字を広げて聴衆に見せつける。

「スローガンは『同志』です。同じ志を持った私たちが集まって──」

　野次が楓ふう花かさんの声もまた圧おし潰つぶそうとする。

　そう、僕らは文実が全然結束していないことを目の当たりにした。だから作戦を立てて、必死に根回しをした。三人のうちだれが当選しようと、委員みんなが納得するように。そして三人のうちだれが委員長になろうと、その人が総務の味方につくように。

　僕らは知らないうちに、会長に尻をひっぱたかれて走っていた……？

　教授が大会議室を眺め渡して言う。他に立候補する方いませんか？　いませんね？

　最前列で手が挙がる。

　会場が再びざわつく。

　なぜなら挙手をしているのは伊い藤とうさんだ。

「なんですか伊藤くん。さっきの演説がしょぼすぎたからやり直したいとか？」

　教授の言葉に忍び笑いがあちこちで生まれる。けれど伊藤さんは立ち上がり、振り向いて場内を眺め渡し、真剣な声で言う。

「私と辻つじ堂どう君と長なが峰みねさんのスローガンですけど。……全部採用しませんか？」

　温度のちがうざわめきが波紋のように広がっていく。みんな、伊藤さんがなにを言ったのか理解できなかったのだろう。僕は唾を飲み込む。ここからが僕の作戦のはじまり。祈る気持ちの中に、キリカの言ったひとつひとつが不協和音となって混ざり込む。

　会長がなにをしようとしているのか、わからない。

「全部採用って？　スローガン三つってことですか」と教授が訊たずねる。伊藤さんは再び壇上にあがると、チョークを取り上げ、黒板に向かい、三人の候補者のスローガンを縦に三つ並べて書いた。

「……あ……」

「……え？」

「うそ」

　会議室のあちこちから驚きの声が聞こえる。美み園その先輩も郁いく乃のさんも口を半開きにして黒板の六つの漢字を凝視している。
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　伊藤さんはチョークを置き、ゆっくりと会議室内を見回してから、口を開いた。

「ほら、こうなります。有志の力による共同体です。うちの学校の文化祭そのもの、みたいじゃないですか。このままキャッチコピーに使えそうでしょ？　ついでに、私と辻堂さんと長峰さん、三人とも協力してやってこう、って感じで、いいんじゃないかなーと」

　辻つじ堂どう氏は口をぱくぱくさせ、楓ふう花かさんは黒板を見つめたまま固まっている。それはそうだ。他の委員たちからも、「すげえ」「信じらんない」「え、これ偶然なの」と感嘆が漏れ聞こえる。

「あれは……」

　美み園その先輩が耳元でうわごとみたいにつぶやく。

「……ひかげさんの仕込み、ですか」

　僕はほとんどわからないくらい小さくうなずく。

「アイデアだけ、僕です。でも」

　実際にあのパズルを考えたのは僕じゃない。だって、これは僕の戦いじゃないからだ。だから、こんな無茶で馬鹿馬鹿しいことが思いつけた。会議室のそこかしこからちらほらと拍手まで聞こえてくる。よく見ると拍手している一人は辻堂氏だ。うまくいった。これで伊い藤とうさんが俄が然ぜん優ゆう勢せいになったはずだ。いや、もうだれが委員長に当選してもいい。なぜなら、この図面を引いたのは──

　そのとき、信じられないことが起きた。壇上の伊藤さんがこう続けたのだ。

「実はこれ、偶然じゃないんです。このスローガン三つとも、同じ人が考えたんです」

　僕は立ち上がって声をあげそうになった。ちょっと待て。なんでばらすんだ？　そんなの打ち合わせにないぞ、あとは投票に入るだけだろ、それであんたが当選だろ？

　伊藤さんが喉を鳴らして唾を飲み込んでからまた言葉を継ぐ。

「その人は私だけじゃなくて辻堂さんや長なが峰みねさんとも仲が良くて、相談に乗ってあげたりしてて、だから三人ともにスローガンを提案できたんですね」

　会場のざわめきはもう波紋どころではない。大きなうねりになって寄せては返している。実行委員たちは口々に「え、だれなの？」「まじ？」「そんなやついるのか」とひそめた声を交わしている。僕は自分の身体が深さもわからない砂の中に押し流されていくのを感じる。伊藤さんが口を開く。

「なんかだますみたいになってすみません。でも、その人はばらばらの文実をまとめようと思ってこれを考えて、私ら三人の間を走り回ってくれたんです。それなら、その人こそ今年の文実委員長にふさわしいんじゃないかなと私は思うんです」

　僕は啞あ然ぜんとして伊藤さんの顔を見つめた。

　それから、会場の左隅の方に座っている人物を見やる。中等部一年生の実行委員が固まっているあたりだ。彼もやっぱり呆あつ気けにとられた顔をしている。でも、伊藤さんは容よう赦しやなく彼の名前を呼んだ。

「神かん林ばやし薫かおるくん。立候補してくれませんか」

　椅い子すが軋きしんだ。背後に立っていた朱と鷺き子こさんが、僕の椅子の背もたれに手をついて身を乗り出したのだ。

「え、か、薫かおるっ？」

　委員たちの視線が集まるその焦点で、薫くんはまだ目をぱちくりさせていた。拍手に背中を押されて演壇に向かう間も、まだ薫くんは困惑しきった目で僕と伊い藤とうさんとをかわりばんこに見ていた。伊藤さんの突然の裏切りがなんのためなのか、呑のみ込めていないのだ。僕だってそうだ。

「……だれ？」「神かん林ばやし？」

「神林ってだれ」「中一じゃん」

　委員たちの訝いぶかしげな声があちこちから湧く。

「あれ？　神林って」「ああ……」

　そうして、キリカが気づく。振り向き、朱と鷺き子こさんに訊たずねる。

「朱鷺子、さっき言ってたのはほんと？　狐こ徹てつに呼ばれてきた、って……」

　朱鷺子さんも戸惑いを目にいっぱいにためてうなずく。僕の頭の中で最後のピースが火花を散らし耳障りな金属音をたててはめ込まれる。

　演壇に向かう薫くんが、僕の──つまり、朱鷺子さんの目の前を通り過ぎる。そこで会場のだれもが気づく。

「神林って」「ああ、姫様の」「妹」「ちがうよ弟」

「へえ……」「うちに入学してたんだ」
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　僕はパイプ椅い子すの上で全身が脱力していくのを感じる。そのときキリカを打ちのめしていた敗北感の半分くらいは僕も存分に味わっていた。

　天てん王のう寺じ狐こ徹てつの狙いは最初からこれだったのだ。あの女は、最初から薫かおるくんを文実委員長に据えるつもりで、入門試験を課し、ボイコットを煽あおってまで実行委員会の団結のもろさを僕らに実感させ、僕から作戦を引きずり出し、薫くんを奔ほん走そうさせ、三人の候補をつなぐような根回しをさせ、その裏で伊い藤とうさんに頼んだ。選挙当日に僕らを裏切って、薫くんを推薦するように。さらに会長は、薫くんにどうしても足りていなかった材料を、つまり絶対的な知名度を、信じがたい手段で補った。姉の七光りだ。だから朱と鷺き子こさんをわざわざこの会場に呼んだのだ。二人並べてみればだれでも姉弟だと気づく。

　そして──

　薫くんが演壇の三歩ほど手前で立ち止まり、不安そうな目をもう一度僕に向けてくる。自分がこんなところにいていいのか、という目だ。

　もちろん薫くんは委員長に立候補するつもりなんてなかった。スピーチだって考えていない。そもそもまだ中一だ。実務経験どころか御お白しら穂ほ祭まつりに参加したことすらない。

　僕は呆ぼう然ぜんと、天王寺狐徹のことを思う。なんて女だろう、と。最後の最後、自分の賭けのいちばん大事な部分は、無策なのか。これだけお膳立てしてなお、薫くんにたしかな勝算はない。天王寺狐徹は──部下をだまし、宿敵を利用し、あきれるほど迂う遠えんな策略を張り巡らしておきながら、第四コーナーの先に続く最後の数百メートルを、賭けた馬にゆだねてしまうのか。

　そんな女に、僕やキリカが勝てるわけがない。

　だから僕は薫くんに弱々しく笑いかける。いいよ。そのままのぼりつめてしまえばいい。きみが当選しようとしまいと、僕らの負けだ。なんかもう悔しい気持ちも湧いてこない。それなら、ほら、最初に会長に言われた入門試験の内容を思い出せよ。勝たせるんだ。会長に勝たせるんだよ。今そこで知恵を絞って口八丁それらしくてかっこいいせりふを並べ立ててみんなを感心させて票をかき集めてむなしい栄冠をむしり取るんだ。

　薫くんに通じたのかどうかは、わからない。

　というか、通じるわけはない。ただ彼は単純に、僕よりずっとずっとしたたかだったのだろう。表情から憂いを払い落とすと、僕に笑いかけ、朱鷺子さんにも笑ってみせ、踵きびすを返し、演壇にのぼっていく。

　まるで表彰台に向かうみたいな足取りで。





＊






　後日、薫くんにこのときの気持ちを訊たずねてみたことがある。

「会長のしわざだって気づいてたの？」

「え？　まさか！　ぼく、せんぱいみたいに頭よくないですから」

　薫かおるくんは笑って言った。

「ただ、なんだかみんな期待の目で見てたし、ふーかさんまで拍手してたし、あと、朱と鷺き子こねえさまが見てるんだって思ったら、なんとかのりきらなきゃって気になって。もう必死でした。なにしゃべったかおぼえてないです」

　そのわりには実に堂に入った見事なスピーチだったじゃないか。スポットライトを浴びるように生まれついた人種なんだろう。僕にはできない。





＊






「……なんでそんなに不機嫌な顔をしているの？」

　文実委員長選挙の翌日の放課後、生徒会室に顔を出したら、先に来ていた会長がにやにやしながらそう訊きいてきた。

「昨日はなにもかもうまくいったじゃないか。ともに勝利を祝おうと思ったら、きみはさっさと帰っちゃうし、キリカは会計室に閉じこもりっぱなしだし」

　僕は肩をすくめる。

「わかってるのに訊かないでくださいよ」

　会長はくくっと笑って、しどけなくソファに寝そべった。

「きみやキリカがどう思っているのか、だいたい予想はつくけれど、買いかぶりすぎというものだよ。べつにあたしは未来が全部見えてるわけでもないし、他人の心を自在に操れるわけでもないよ」

　どうだかわかったもんじゃない。僕はもう会長が空を飛んでも水の上を歩いても素手でダンプカーを持ち上げてもそんなに驚かない自信がある。

「じゃあ、なんでボイコットなんて手段を教えたんです？　ほんとに委員長選挙ができなくなってたらどうするつもりだったんですか」

「そのときは教授に引き続き委員長をやってもらえばよかったんだよ」

「なっ」思わず変な声が出た。「だ、だって受験が」

「各企画がきまって予算配分が終わるまでだよ。長くても夏休み中だ。総務が口出ししたいのもその時点までだからね」

　コンセンサスが得られないまま辻つじ堂どう氏とか楓ふう花かさんが委員長になってしまうよりは、選挙が成立せずに前委員長が続投した方がまし。そういうことか。教授なら去年と同じように委員会をまとめられるのだから。

　もちろん、と会長は付け加える。

「きみたちが危機感をおぼえて走り回ってなんとかしてくれた方がずっといい」

　僕はもやもやを口の中で嚙かみ潰す。

「でも、薫かおるくんを委員長に押し立てるのは決めてたんですよね？」

「もちろん決めてたよ。まさかきみがあんなとんでもない策を講じてるとは思ってなかったけれどね。なんにも材料がなくても、ＩＴ部長に薫を推薦させるつもりだった。正直、ＩＴ部長じゃ勝ち目は薄かったからね。朱と鷺き子こも郁いく乃のも予想できないびっくり候補をいきなり立てるしかなかったんだよ」

　ほんとかよ。まるで信じられない。

「じゃあ、僕らがとくに準備してなかったらどうしたんです？　薫くんがしりごみして立候補しない可能性だってあったのに」

「どうもしないよ。あたしの負け。そこには保険はかけない。信じるだけ。きみがついているなら、なにかやらかすだろう、と思って賭けた」

　やっぱりそうなのか。あきれてものも言えない。でも会長はこう付け加える。

「いつかも言っただろう？　あたしが信じるのは、相手じゃない。ゆだねようと判断したあたし自身の正しさだよ。試験を受けたのは薫じゃなくて、あたし」

　なるほどね。

　薫くんは、入門試験を申し渡されてから選挙の日を迎えるまでのどこかの時点で、もうとっくに合格していたのだ。会長が薫くんに選挙の趨すう勢せいを預けようと決めたそのときに。そして僕と薫くんは会長の正しさを証明するためにてっぺんまで走ったのだ。まったくご苦労様なことである。

「ああ、このことは薫にはまだ言わないように」

　会長は意地悪く言う。

「合格なのかどうか、すぐには知らせずに焦じらして遊びたいからね」

　ひでえなあんた。ちょうどそのとき生徒会室の大扉が開く。

「おはようございます！」

　薫くんが、でかい紙袋を抱えてよたよたと部屋に入ってきた。

「狐こ徹てつねえさま、去年の資料ありがとうございました！　徹夜で読みました」

　薫くんはソファの前のガラステーブルに紙袋の中身の書類を積み上げる。前回の御お白しら穂ほ祭まつりのパンフレットやちらしや企画書だ。何千枚あるだろう。

「新入生なのに実行委員長なんて、もう、どうしたらいいかわかんないけど、当選しちゃったからにはがんばります！　それであのっ、狐徹ねえさま、その、試験の結果ってどうなるんでしょう、伊い藤とうさんは立候補しなかったわけだし、ぼくが委員長になっちゃったし、これって合格になるのかなって昨日ずっとかんがえててねむれなくて」

「んー？　どうしようかな。あたしも今考えてるところ」

「ええっそんな、はやくきめてください、ぼくどきどきしっぱなしで」

「どきどきしてる薫かおるはかわいいよ。もう少しどきどきしてて」

「ううう、狐こ徹てつねえさま、いじめないでください」

　薫くんがいじくり回されるのを見ているのも忍びないので、僕は台所でクラッカーにトッピングした簡単な料理をつくると、会計室のドアをノックした。「……ん」というかすかな返事が聞こえたので、ノブを回す。

　キリカは暗闇とモニタの逆光の中、だらしないくらい深く椅い子すに沈み込んで、ポテトチップスを黙々と食べていた。ディスプレイの真っ黒な表面に、彼女のぶすっとした表情が映っている。

　サイドテーブルに皿を置いても、キリカはそっちを見ようともしなかった。ずっと変わらないゆっくりとしたリズムで、手の動きと口の動きと乾いた咀そ嚼しやく音が続いていた。

　棚に積まれた種々のスナックの袋に目をやり、僕は言ってみた。

「僕もやけ食いしていいかな」

　少しだけ音のテンポが落ちる。

「……どうして」

　キリカがぽつりと言った。

「いや、悔しいから。会長にはしてやられてばっかりで」

　キリカと同じだよ、とは言えなかった。キリカの悔しさはもっとずっと深い気がしたからだ。

「……ずっと、勝てなかった」

　キリカは手を止めてふと言った。

「小学校の頃から。狐徹がやろうとしてること、見抜いて、先にやってやろうっていつも思ってて、一度もできなかった」

　変な関係だ。でも、野生の小動物みたいなキリカがなぜライオンの女王である天てん王のう寺じ狐徹の部下として生徒会なんぞで働いているのか、ようやく理由が少しわかった気がする。悔しさと、憧れ。同じ感情のふたつの貌かおだ。

　長い沈黙の後で、キリカは棚の袋のいちばん上を指さした。

「コンソメ味なら、二袋あるから」と彼女は言った。「……食べてもいい」

　僕は椅子の足下に、キリカと背中合わせになるように座って、ポテトチップスの袋を開いた。キリカは僕が持ってきたクラッカーの皿に手を伸ばした。そうして、みじめな敗者である僕ら二人は黙って手と口だけを動かし始める。暗がりの中で、響きのちがう咀嚼音がずれて重なる。

　そのときはまだ、だれも知るよしもないことだけれど──僕とキリカはいずれ、ほんとうの意味で天王寺狐徹を敵に回して戦うことになる。もっとずっとずっと後の話だ。

　でも今はふたり背中合わせで、ただ悔しさを嚙かみしめるばかりだ。甘くて苦い、敗北の味を。

　なかなか悪くない味だったけどね。
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　今回の生徒会探偵事件簿は、ごくささやかな挿そう話わで締めくくろうと思う。話の主人公もそれにふさわしく、ひとかかえほどのちっこいやつだ。

　彼の毛並みは、角度によっては灰色にも褐色にも見える。背中には星形の大きな明るい斑はん紋もんがあって、遠くからでもすぐにわかる。品種は、調べてみたところアメリカンファジーロップというのがいちばん近い。年齢はわからないけれど、むっくりした体格とだれかれかまわずのなつきっぷりから、少なくとも生まれたてというわけではなさそうだ。寮の二人部屋をひとりで使っている僕の、ルームメイトである。名前はまだない。だれがなんと呼ぼうとまだないのだ。だいたい、しょっちゅう一緒にいるのに僕と同じ名前なんてまぎらわしいじゃないか。

　ところが会長はこんなことを言う。

「そう？　ちゃんと区別できてるじゃないか」

「どこがですか。キリカなんてどっちのこと呼んでるのかよくわからなくて」

「あたしに限ってはちゃんと呼び分けてるよ」

「だからどこが！」

「カタカナがきみでひらがながウサギの方だ」わかるわけねえだろ！





＊






　七月はじめ、会長が木曜金曜と休むと言い出した。

「テスト前なのに？　どこか出かけるんですか？」

「師匠が山から下りてきた。三日ほど道場にこもらなきゃいけない」

　師匠？　道場？

　しかし珍しく会長はそれ以上語りたがらなかった。言いにくそうに口ごもる会長なんてはじめて見た。隣で聞いていた美み園その先輩も「ああ、例のあれですか」みたいな顔でうなずくばかりなので、つっこんで訊きけなくなってしまう。

「ともかく、あたしが不在の間、たぶん郁いく乃のがまたなにか仕掛けてくるはずだから気をつけるようにね。電話連絡もできなくなるから、あいつにとっては総務の粗探しをする絶好の機会だ」

　翌日の木曜日の放課後、僕がやってきてみると、広い生徒会室には美園先輩しかいなかった。それだけならよくあることだけれど、会長室のドアノブになにか紺色のものが引っかけてあった。近づいてみると、《総務執行部　代表》の腕章だ。

　ほんとに不在なのか。どんだけ大事な用なんだろう、道場ごもりって。

「詳しくは私も知らないんですけれど」と先輩は教えてくれた。「狐こ徹てつは武術を習ってて、毎年夏になると、お師匠さんがきて、泊まりがけで稽古をつけてくれるんだそうです。去年は夏休み中でしたけど、今年はちょっと早いですね」

「……会長の、師匠……ですか」

「頭が上がらない相手なんですって。学校があっても呼ばれたら行かないわけにはいかないんでしょうね」

　頭が上がらない、だと？　あの天てん王のう寺じ狐徹が？

　会長の、武術の師。

　……素手でビルを真っ二つ、くらいは簡単にやりそう。

「ところでひかげさん。ふたりっきり、ですねっ？」

　いきなり美み園その先輩はうれしそうにデスクから立ち上がって身を寄せてくる。

「え？　いや、まあ、そう……ですかね？」

　キリカが会計室にいるんじゃないの？

「これまでそういう機会ありませんでしたけど、今日は邪魔者の狐徹もいませんしっ、大事な話をたくさんしましょう。ふたりの幸せな未来についてです！」

　あなたは今でもじゅうぶん幸せそうですけど。頭の中が。

「未来って、どれくらい未来ですか」

　思わずどうでもいいようなことを訊きいてしまった。美園先輩が「え、ええと……」と考え込むので、質問を激しく後悔する。

「あの、すみません、べつにそんな具体的に知りたいわけでも」

「孫の入園祝いになにをプレゼントするか考えましょう！」知らねえよ。何年先のだれの孫だよ。

「い、いけません、先走りすぎました」

　美園先輩は恥ずかしそうに顔を両手で覆おおう。

「現実的なところまで巻き戻しましょう。え、ええと」咳せき払ばらいする。「子供つくらなきゃ孫もできませんものね！」現実に戻るんじゃなかったの？　「……だ、だめですよひかげさん、子供つくるなんてそんな、はしたない」僕は真剣に『おまえが言ったんだよ』ボタンの製作を検討しはじめた。

「あの、先輩、そろそろ仕事を──」

「そ、そう！　妻としての仕事をしなくてはいけません！　ご飯になさいます？　お風呂になさいます？　それとも」「たわし」「た・わ・し？」ちょっとした出来心で口を挟んだら乗ってくれちゃったよ。

「たわしってどんなプレイですか、ちくちくして痛そうじゃないですかっ！」美み園その先輩は顔を真っ赤にして怒る。僕も心がちくちく痛い。会長早く帰ってきてくれ。

　美園先輩が「もっとノーマルプレイでお願いします！」とか言いながら僕を壁際まで追い詰めたとき、会計室のドアが開いた。

「美園、体育館使用団体の素案が──」

　キリカがプリントアウトの束を手にドアから出てきて、壁際で密着している僕と美園先輩を見て固まる。その顔の紅潮ぐあいがトマトくらいになり、「ばかっ！　ひかげのばか、ふけつ！」と叫んでプリントアウトとボールペンを投げつけてくる。

「わっ、や、やめ、ちがっ、キリカ、これは」

　飛んでくるボールペンから美園先輩をかばう。

「そうですキリカさんっ、まだ舌も入れてないのにっ」先輩は黙ってて！

　けっきょくその日、救いの手を差し伸べてくれたのは、大荷物を抱えて生徒会室に入ってきた薫かおるくんだった。でかい段ボール箱が床に落ちて地響きをたてる。僕も美園先輩もキリカもびくりとしてそちらを見た。

「ふわあ……」

　薫くんはしばし大扉のところで立ち尽くし、硬直した僕ら三人を見つめていた。それから目を輝かせる。

「さすがせんぱいですね、ええとっ、……よくわからないけどとにかくすごいです！」

　なにがすごいのか考えついてから喋しやべってくれ……。







　会長の幼なじみである薫くんは、もう少し詳しい話を知っていた。生徒会室の応接用ガラステーブルを美園先輩とキリカと僕とで囲んで、薫くんの話を聞いた。

「天てん王のう寺じのおうちは、ものすごく古くから続くお武家さんで、いまでもなんとかっていう流派の道場をやってるんです。うちもそうなんですけど」

　あ、やっぱり神かん林ばやしもそうなのか。朱と鷺き子こさんも薫くんも雰囲気そんな感じだもんな。

「天王寺家と神林家はむかしから仲良しで、親戚だったんですって。ぼくと狐こ徹てつねえさまも、ええと、またまたいとこ？　どうしなんです」

　またまたいとこという言葉があるのかどうか知らないが、要するに曾そう祖そ父ふ母ぼが兄弟だったということなのだろう。

「狐徹ねえさまのおとうさまは、だいぶこまったさんで、男の子が産まれるって信じてたらしくて、だからねえさまは最初『虎こ徹てつ』って名前つけられちゃったんです」

「へえ……」虎の字の方なら、ありふれてるとはいわないけれど、由緒正しい名前だ。有名な刀かたな鍛か冶じだっけ。「って、じゃあ狐きつねの方の字使ってる名前はなんなの？」

「名前変えたにきまってるでしょ」キリカが脇からぼそりと言った。「そもそも『狐』の字は人名漢字に使えない」

　はじめて知ったよそんなの。

「狐こ徹てつは小学生の頃からずっと『狐』の字で書いてた。まわりもみんなそれが本名だと思ってた」とキリカは言う。彼女もまた会長とは幼い頃からのつきあいらしい。「理由も一度だけ聞いたことがある。父親の意志は最大限尊重するが、『虎こ徹てつ』は男の名前で、可愛くないので一字変える、って」

　可愛いかどうかはさておくとして、『狐徹』も女の名前じゃないような。徹子とかじゃだめだったんだろうか。

「狐徹ねえさまがすごいのはそこからです！」

　薫かおるくんが興奮ぎみに言う。

「十二歳の誕生日に、狐徹ねえさまはおとうさまに勝負を挑いどみます。おとうさまはつまり天てん王のう寺じなんとか流の当主さま、道場最強の人です。立ち会いで自分が勝ったら、『狐徹』への改名を認めろ、という条件です。そこで正拳突き一発でおとうさまを沈めてしまった狐徹ねえさまは、その勢いで家庭裁判所もねじふせて、本名を『狐徹』に変えてしまったんです！」

　情けねえ父親だな。いや、会長の強さがおかしいのか。

「おとうさまがこてんぱんにやられてしまったので、そのさらにお師匠さま、つまり狐徹ねえさまにとってはお師匠さまのお師匠さまにあたる人が、毎年やってきて稽古をつけてくれるようになったんだそうです」

「ああ、それが今回の」

　薫くんはうなずく。

「そのお師匠さまがどういった方かは、ぼくも知らないんです」

「わたしも知らない」とキリカが言った。「狐徹は話したがらない。よっぽど怖い人なのかもしれない」

「ええ。去年の夏も、戻ってきた狐徹はなんだかしんなりしてました」と美み園その先輩。

　そこで僕ら四人は一様に押し黙る。僕は再び、天王寺狐徹を黙らせるほどのお師匠とやらがどんな怪物なのかを想像していたのだ。他の三人もたぶん同じだ。

「あ」薫くんがふと言った。「朱と鷺き子こねえさまなら、そのお師匠さまのこともなにかご存じかもしれません」

「朱鷺子さんもその人に習ってたの？」

「いえ、ねえさまはねえさまで神かん林ばやし流りゆうの継承者ですから。でも天王寺のおうちにはちいさいころからよく遊びにいっていたんです。朱鷺子ねえさまと狐徹ねえさまはうまれたときからいいなずけでしたし」

　美み園その先輩も、キリカさえもぽかんとした顔になった。僕もだ。

　いいなずけ？　いや、だって、両方とも女ですけど？

「ほら、狐こ徹てつねえさまは男として育てられちゃいましたから。うちのおとうさまも天てん王のう寺じのおとうさまと同じくらいこまったさんで、狐徹ねえさまのことはもう男扱いで、婚約まできめちゃったんです」

　ほんとろくでもねえ父親どもだな。キリカのとこもそうだった。なんだかうちの両親がたいへんな人格者に思えてきたよ。

「それに朱と鷺き子こねえさまもちいさいころはわりとまじめに狐徹ねえさまのお嫁になるんだって言って──」

「薫かおる──ッ」

　ドアが乱暴に開かれる音とともに憤ふん怒ぬの声が飛び込んできた。僕はソファから転げ落ちそうになり、腰を浮かせて振り向く。朱鷺子さんがものすごい形相で怒りを陽炎かげろうのように揺らめかせて生徒会室に踏み込んでくる。

「あ、あなたねッ、変なこと広めないで！」

　美園先輩が最初に立ち上がり、朱鷺子さんに向かって深々と頭を下げる。

「あの、うちの狐徹はふつつか者ですけどよろしくお願いします」

「竹たけ内うちさんまでっ、こ、こんなの真に受けないで！」

「でも、ねえさまは小学生のときに狐徹ねえさまと子供の名前なににしようかって一緒に考えて──んぐぅ」朱鷺子さんは弟の頸くびに見事なスリーパーホールドを極めてそのまま廊下に引きずっていった。







　その日のうちに朱鷺子さんのところに行く用事ができてしまったので、ちょっと気が重かった。あんな騒ぎのすぐ後だ。っていうかあの人なにしに生徒会室にきたんだろう。

　さいわいなことに、生徒会室を出るときに小さな灰褐色の毛玉がちょこちょことついてきてくれた。ウサギだ。このときばかりは心強い同行者だった。連れていけば朱鷺子さんの注意がそれるからだ。抱き上げ、廊下に出る。

　中央議会の議場は、生徒会室を出て廊下をふたつ曲がったところである。こう書くと近そうに思えるけれど、実際はけっこう遠い。とにかく廊下が長いのだ。

　中央校舎の三階は、おおざっぱにいって、半分が生徒会室、もう半分が中央議会議場で占められている。廊下は大きなコの字型を描いており、その空白部分に生徒会室と議場が背中合わせで位置しているわけだ。間には生徒会役員用の個室だの議長執務室だのといった細こま々ごました部屋がある。それぞれの入り口はコの字廊下の上辺と下辺にしかないので、一方からもう一方に行くのには校舎の外縁をたっぷり半周するのと同じだけの距離がある。

　ウサギを抱いて歩いていると、すれちがう生徒たちの注目を集める。といっても奇異の視線ではない。ウサギはすでに校内で市民権を得ている。「ひかげくん！」とウサギに向かって手を振るやつまでいる。会長のせいだ。

　議長執務室は、議場に入って左手の奥の扉だ。生徒会室からの直線距離は大したことがないだろうに、かなりの遠回りだ。どうにかしてほしい構造だった。

「失礼します……」

　ノックすると、しばらく間があってから「どうぞ」と女性の声が返ってくる。

　そっとドアを引いた。朱と鷺き子こさんはデスクでノートＰＣに向かっていた。ちらと目を上げ、眉まゆをひそめる。まだちょっと不機嫌みたいだけれど、僕の腕にしがみつくウサギに気づくと、表情がわずかにほころぶ。よし、成功。ウサギを床に置いてやると、デスクの下をくぐって朱鷺子さんの足下まで駆けていって膝ひざに跳びのった。

「きゃ。ちょ、ちょっと」

　そう言いつつも朱鷺子さん、悪くなさそうである。僕に視線を戻して言う。

「なんの用なの？」

　声からはだいぶ棘とげがとれている。

「議会の承認が必要な個別予算案です。これ、夏休みまでにお願いします」

　デスクにクリアファイルを置く。

「メールでいいでしょう」

「あー、その、これはついでなんです、実は」

　朱鷺子さんは膝の上のウサギをなでながら首を傾げる。

「あの、僕の書記登用願、どうなったのかなって確認しようと思って……」

　ああ、と朱鷺子さんは息をついた。

「審議入りはしたけど保留にしてるわ」

「え……？」

　それはどういうことだ。通過でも却下でもないのか。

「承認しない理由もないけれど、承認したくないから止めてるの」

「な、なんでですかっ」

「あなたを総務に入れたくないから」

　朱鷺子さんの目は真剣だった。僕はふらっと後ずさって壁にかかとをぶつけてしまう。

「悔しいけど、認めざるを得ないわ。あなたには、なんだかこう……変な技能がある」

「朱鷺子さんまで詐さ欺ぎがどうこうって言うつもりですか……」

「詐欺師なだけじゃなくて」だけじゃないってことは詐欺師ってことじゃないか！　「他にも色々とね。薫かおるのこともたぶらかして文実委員長にまでしちゃうし……」

「たぶらかしてないですよ、それにあれはだいたい会長のしわざです！」

「だから、あなたが正式に役員になったら狐こ徹てつの影響力がますます大きくなる。承認したくないの」

　僕は壁から背を離す。

「……いや、べつに僕がいてもいなくても変わらないと思いますけど」

「あなたの謙けん遜そんはどうでもいいわ」

　会長の影響力が大きくならないように、だって？

「それは次の会長選挙のため、ってことですか」

　朱と鷺き子こさんはウサギの毛並みにきつく指を沈めて、僕をじっとにらんだ。やがて力を抜いてつぶやく。

「そうね。それがいちばん大きいわ。狐徹には負けられない。ぜったいに次で会長から引きずり下ろしてやるんだから」

　ウサギは身をよじって、朱鷺子さんの顔を見上げた。彼女はわずかに目をそらした。居心地の悪い沈黙がデスクの上に漂った。

「──会長と、なにがあったんですか？」

　問いは、自然に僕の口からこぼれ出た。

　訊きいてはいけないことなのではないか、という思いは、そのときに限っては浮かんでもこなかった。奇妙な話だけれど、朱鷺子さんが訊いてほしがっているようにさえ感じられたのだ。

　朱鷺子さんはウサギを無意識に抱きしめる。沈黙が続くので、僕は自分の勘違いと無礼を恥ずかしく思い始めた。

「……すみません、変なこと訊いて。……じゃあ、今日はそれだけなので、これで」

　僕が執務室の出口に向かおうとしたとき、朱鷺子さんがぽつりと言った。

「昔は、二人で生徒会を変えようって、真面目に話してた」

　僕は振り向く。朱鷺子さんは椅子に深く身を沈めて、ウサギの柔らかな耳毛に向かって言葉を吐きかけている。

「私たちが入学した頃ころの生徒会は、規約は多すぎたし、そのくせいいかげんだし、なんでもかんでも生徒総会通さないと決められないようになってたし、これだけ大きな学校でお金もたくさん動いてるのにこれじゃ効率悪い、って狐徹は言っていたし、私もそう思った。二人でいちから選挙活動して、スタッフ集めて、少しずつ変えてった」

　朱鷺子さんの声は遠く、柔らかな霧越しみたいに聞こえる。

「柏かしわ崎ざき先輩と伊い吹ぶき先輩を見つけて、次の年から聖ひじり橋ばしさんも入ってくれて、最初の総会で総務の権限を強化して、イベントの収益もどれも右肩上がりで、みんなうまくいってて、二期目も三期目も圧勝で、それなのに……」

　朱鷺子さんは唇を嚙かむ。

「中央議会をつくるのは、私が言い出したの。狐こ徹てつも賛成してくれて、でも、私になにも相談せずにこのフロアの改装工事始めたとき、ちょっと変だなって思って。こんな立派な議会にするつもりなかった。私に議長をやらせるって聞いたときも、ちょっと信じられなかった。私は、ずっと──」

　声がわずかに詰まる。

「──ずっと、副会長でやるつもりでいたから。でも、その頃から狐徹の言ってることがよくわからなくなった。君主がどうとか、強い議会を倒さなきゃいけないとか」

　それは、僕も聞いた。天てん王のう寺じ狐徹は君主制復活を目指して戦っているのだ。あの長大な演説を僕に聞かせたとき、会長は最後にセクハラで締めた上に冗談だと付け加えたけれど、どこからどこまでが冗談かは言わなかった。

「私はもっとちゃんと説明してって言ったのに、高等部に入ったら、すぐに新しい副会長候補見つけて、ＰＲ活動まで始めて。私が怒ったら、『それでいい』だとか言う。『そうやって敵になってくれ』って。意味わからない」

　朱と鷺き子こさんの声はどんどん砂の中に沈んでいく。僕はうつむいて自分の爪先ばかり見つめる。

　再び言葉が途絶えた。僕は黙って頭を下げ、執務室を出ようとした。

「……忘れて」

　朱鷺子さんがぼんやりした手つきでウサギの頭をなでながら言った。

「あなたに、こんなこと話すつもりなんてなかった。忘れて」

「無理ですよ」

　思わず正直な気持ちが口から滑り出てきた。振り向くと朱鷺子さんは夜明けの月を空に探しているみたいな不安げな目をしていた。

「こんな話されて忘れられるわけないでしょ。そんなに便利にできてないです」

　言ってしまってから、ずいぶん冷たい言い方だな、と僕は反省する。朱鷺子さんに怒ってるわけじゃないのだ。だから付け加える。

「それに、話してくれてちょっとうれしかったから。……それで余計に忘れるわけにいかないっていうか、ええと……」

　とりとめもなくなってしまった。よく考えずにフォローするもんじゃない。僕は会釈して執務室を出ると、閉めた扉に額を押しつけてため息をつく。ウサギを置いてきてしまったが、しかたない。ほとぼりがさめた頃に迎えにいこう。名前が同じ僕のかわりに八つ当たりされていないことを祈る。朱鷺子さん、そんな人じゃないよね。

　議場の出口に向かおうとして、驚いて足を止める。だれもいないと思っていたら、すぐそばの壁に美み園その先輩が寄りかかっていたのだ。僕と目が合うと、照れくさそうな、もやもやした表情を浮かべる。

「……ひかげさんの帰りが遅いので、朱と鷺き子こさんと揉もめてるのではないかと、心配になって見にきちゃいました」

　作った感じの笑みで先輩は言う。

「それで、その、ひかげさん、お話をするときはドアはちゃんと閉めた方が」

「あ、あっ」

　そういやちょっと開けっ放しだった。今の話、聞かれてたのか。

「あの、でも」と美み園その先輩は声を明るくして言いつくろう。「私はけっこう便利にできてますから、ちゃんと、ちゃんと忘れますから！」そこまで聞いてたのかよ。

　生徒会室に戻る道すがら、美園先輩は会長と出会った頃のことを少し話してくれた。

「狐こ徹てつが、四月のはじめにいきなりうちの教室にきたんです。一度も逢あったことがないはずなのに、ずっと探してた、やっと見つけた、とか言って。私、編入したばっかりで生徒会のことなんてなんにもわからないのに、『あたしのファーストレディになってくれ』なんて言い出して」

　美園先輩に迫る会長の姿がありありと浮かぶ。

「最初はからかわれてるのかと思ったんですけど、クラスメイトにうらやましがられて」

「うらやまし……？」

「あの生徒会長に選ばれるなんてすごい、みたいに」
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　なるほど。なんだかんだいって人気者なのだ、あの女は。

「そのうち狐こ徹てつは、まるで一緒の中学に通ってて三年間見てきたみたいな口ぶりで、どうして私を選んだのか語り始めたんです。陸上県大会の二百メートル走のしなやかな走り方に惚ほれた、とか、三年のときの文化祭のオフィーリア役を見て泣いたとか。どうやって私の中学時代の細かいことまで調べたのかわかりませんけど」

　美み園その先輩はくすりと笑う。

「とどめになったのは、狐徹がドイツ語を勉強して話しかけてきたことです」

「ドイツ語？」

「ええ。私、母親がオーストリア人なんです。五歳までザルツブルクに住んでました」

　やっぱりハーフだったのか。

「それで狐徹が『きみの故郷を見てきた、美しい街だね。ついでに言葉も憶えてきた』なんてほらをふくんです、全部ドイツ語で！　私、笑っちゃいました。しばらくドイツ語で会話しちゃいましたけど、私よりもうまかったな……」

　あきれた人である。ほしいと思ったものを手に入れるためにはなにも惜しまない。

　そうして美園先輩は、第四次天てん王のう寺じ政権の片腕となった。

「だから朱と鷺き子こさんのことは、よく知らなかったんです。副会長の仕事の引き継ぎもしてもらえませんでした。後から少し事情を聞いて、狐徹とはあんまりよくない別れ方したんだろうなって思って」

　生徒会室の大扉にたどり着いた。美園先輩はノブに手をかけ、すぐには開かず、僕の顔を見た。

「でも狐徹はたぶん、朱鷺子さんを裏切ったとかそういうわけじゃないと思います」

「どうして……そんなこと言えるんですか？」

「それは──」

　そのとき、生徒会室の中から声が聞こえた。

「みそちゃんもおらへんの？　ひかげ君も？　ふふふふ、ええ機会や。きりちゃんとふたりっきりやね、じっくりたっぷりねっぷり責め立てるで」

「郁いく乃のさんっ」

　美園先輩は生徒会室に飛び込んだ。僕もそれに続く。

「油断も隙もないんですから、私の大切なキリカさんに近づかないでくださいっ」

　会計室の入り口そばに、密着した二つの人影があった。壁に追い詰められたキリカと、両側に手をついて逃げられないようにしている郁乃さんだった。

「ありゃ」と振り向いた郁乃さんが言う。「戻ってきてもうた。惜しい」

「なにが惜しいんですか、キリカさんになにをしようとしてたんですかっ」

「まだネクタイと第一ボタンはずしただけやで」じゅうぶん犯罪だよ。警察呼ぶぞ。

　キリカは着衣の乱れを直しながらおびえた目で郁いく乃のさんの腕から抜けだし、僕の背後に隠れた。美み園その先輩が僕らと郁乃さんの間に立ち、指を突きつけて言う。

「この竹たけ内うち美園、総務の──」

「おっぱいは全力で守ってくれてええんやけど、今日はそっちはついで。本題はこっち」

　郁乃さんは狡こう猾かつそうな笑みを浮かべてブレザーの内ポケットから折りたたんだ紙を取り出す。受け取って開いた美園先輩は眉をひそめる。

「……使途不明金？　ですか」

　それを聞いてキリカが僕の背後から出てきて先輩の手から紙を引ったくる。

「せや。こてっちゃんが不在のこのチャンス、口裏合わせられんうちにじっくりたっぷりねっぷり追及するで」

「……追加工費？　……知らない。わたし、この項目知らない」キリカがつぶやく。

「去年のこのフロアの改装工事の費用やね。こてっちゃんがひとりで業者と話し合ってきめたから、きりちゃんも総費用しか関わってないやろ。内訳は闇やみの中──やってんけど、うちの目はごまかせんよ」

「どうしてこんな、一年以上も前の」

「監査が見つけたんは去年の十月やけど、こてっちゃんが修行でいなくなるこの日を待ってたんや。ふふふふ。こてっちゃんの弱点を突くためならなんでもやるで！」

　郁乃さんの眼鏡の奥の両眼は、キリカにセクハラしていたときよりもさらにいきいきと輝いている。会長が言っていた『郁乃がなにか仕掛けてくる』って、こういうことか。

「これがもし裏金やったら天てん王のう寺じ政権転覆やで。この郁乃さんの名前は正義の烈士として白はく樹じゆ台だいの歴史に残るんや。にゅふふふ、さあ会長室を調べさせてもらうで」

　僕らの目は、腕章が引っかけられたドアノブに向けられた。







　鍵はかかっていなかった。郁乃さんはいくぶん緊張した面持ちで会長室のドアを引いた。狭い室内の暗がりに、ぼんやりと白い雲みたいなものが浮かんでいる。ハンモックだ。

　郁乃さんに続いて、僕も、美園先輩も、キリカまでも会長室に踏み込んだ。

「みそちゃんたちは手ぇ出したらあかんで。証拠隠滅されたらかなわん」

「そんなことしません。郁乃さんこそ、変なことしないでくださいね。ここで見はってますから！」

　美園先輩は入り口のところで腕組みして言う。キリカは「めったに入れないから」と言って書架の本を興味深そうに一冊ずつ抜き出している。郁乃さんも逆側の書架を片っ端から漁り始める。

「あったで！」いきなり郁乃さんが悦びの声をあげるので、僕も美み園その先輩もびっくりして駆け寄る。手にしたファイルを開くと、女子生徒の写真付きプロフィールが何十ページも綴とじてある。

「……なんですかこれ」

「狐こ徹てつセレクション白はく樹じゆ台だいかわいこちゃんファイルや。うちと好みが丸かぶりでなー」

「裏金の証拠探してたんじゃねえのかよ！」

「おっと、仕事忘れるところやった」

　あんた絶対に仕事の方がついでだろう？

「今度こそ見つけたで！」

　郁いく乃のさんが分厚いノートをまたしても得意げに高々と掲げる。

「建設計画て書いてある。フロア改装の詳細や、間違いないで」

　鼻息荒く郁乃さんがポケットから取り出したのは、どうやらこの中央校舎三階の見取り図のようだ。

「これと照合すれば、手抜き工事かなにかで工費をせしめた証拠が──」

　意気込んでノートの最初のページを開いた郁乃さんは、でかでかと『ハーレム設計図』と書かれているのを見て固まる。寄ってきたキリカが横から奪い取ってページをめくっていくと、ご丁寧に参考資料として中国の後こう宮きゆうの見取り図や写真が貼ってある。キリカは憤然とノートを閉じて郁乃さんの手に突き返した。

「こら、ほんまもんのアホやで……」

　郁乃さんもあきれながらノートを棚に戻した。郁乃さんにひとのことは言えないと思うが、同感だった。

　僕はため息をついて、本棚の横の壁に寄りかかり、あらためて部屋を見渡す。

　本棚と、壁に押しつけられた小さな机、椅子、吊つり下げられたハンモック。それしかない殺風景な部屋なのに、ひどく息苦しかった。蜘く蛛もの妖怪の巣みたいだ。

　たぶん、奥の壁のせいだろう。

　足下から天井際までをぎっしりと埋め尽くすアルファベットの並び。

　正確にはそれは壁じゃない。壁面いっぱいを占める巨大な扉だ。よくよく見れば真ん中に両開きの継ぎ目が縦に走って見える。

　扉に刻まれている《大憲章マグナ・カルタ》全文の文字たちは、今にも動き出しそうな虫の大群に見えてくる。そう考えて僕はぞっとした。

「……ひかげ。ひかげ！」

　女の声がして、僕ははっと我に返った。あわてて壁から身体を離すと、郁乃さんもキリカも美園先輩も、不思議そうにこっちを見ている。

「……え、ええと。ごめん、キリカ、呼んだ？」

「呼んでない。なに？　いきなり」

「あれ？　でも、今」

　たしかに声が聞こえたような。

　僕はおそるおそる扉を見やった。まさか、こっちから？　いやいや。そんな馬鹿な。だれかがいるわけがない。ましてや僕の名前を呼ぶなんて。

　しかし僕はこの扉の奥になにがあるのか知らない。会長さえ知らなかったのだ。

　だれかが閉じ込められている、とか？

　首を振ってその妄想を打ち消す。んなわけあるか。学校の中だぞ。

「これがらみかもしれへんね」

　郁いく乃のさんがいつの間にか僕のすぐそばまで寄ってきていて、《大憲章マグナ・カルタ》の文面に覆おおわれた禍まが々まがしい雰囲気の扉を見つめている。手にした見取り図と扉を何度も見比べる。

「ひかげ君も、こてっちゃんのあのアホ演説聞かされたやろ？」

「……ええ、まあ」

　民主主義を打倒し、君主制を再び打ち立てるという、天てん王のう寺じ狐こ徹てつの遠大な野望。その第一歩は、この扉の向こうに記される予定だという。

「私が聞かされたのは副会長に就任してすぐでした」

　美み園その先輩がくたびれた声で言った。

「もう少し早く聞かせてくれたら、選挙に出るのを考え直してたかも……」

「わたしは小学校の頃から聞かされてた」とキリカがつぶやく。

「じゃあキリカさん、狐徹があんなにあたま変だって知ってて生徒会会計を引き受けたんですかっ？」

「そう。慣れてたし」

「うう、私も最近慣れちゃいましたけど……」

　これが政権を支える二人の会話なのだからどうしようもない。

「でも、狐徹もあれ以来この扉の話はめっきりしませんね」

「なにがあるんやろな。にゅふふ」

　見取り図では、この扉の奥は、ちょうど中央議会の議場と生徒会室に挟まれた真ん中の閉鎖空間であるはずだった。

「工費水増しして、この部屋を改造したんちゃうか。壁に金きん箔ぱく貼ったり！　ものごっつう派手な玉座つくったり！」

　そんな馬鹿なことするわけないだろ、と言おうとしたが、あの天王寺狐徹である。やらないとも限らない。しかし郁乃さん、扉に近寄り、アルファベットにびっしり覆われた壁面に手をあてて途方に暮れる。しばらく押したりなでたりしてから振り返った。

「これどうやって開けるん？　ノブも出っ張りもあらへん。押すとちょこっと動くから、扉なんはたしかやろけど……」

「さあ」と美み園その先輩が肩をすくめる。「ひょっとしたら狐こ徹てつも知らないのかも」

　キリカは黙って首を振る。

「ひかげ君ひかげ君」

　郁いく乃のさんが僕を手招きした。

「なんですか」

「頭から突っ込んでドア破ってぇな」

「いやですよなんで僕がっ」

「ひかげ君つっこみ得意やろ？」

「そ──」言い返そうとして口をつぐむ。ここでテンポにのってつっこんだら郁乃さんがそれ見たことかと調子に乗って事態が悪化する。我慢だ、我慢。

　そのとき、背後の生徒会室の方であわただしい足音が聞こえた。

「……いないの？　どうしてだれもいないの」

　あせりの色の浮いた声は、朱と鷺き子こさんだ。美園先輩が急いで生徒会室に出た。

「ああ、よかった」

　朱鷺子さんは、美園先輩とその後に続いて出てきた僕の顔を見てほっとした表情を見せる。でも、郁乃さんまで登場すると険しさを戻す。

「なに？　どうして郁乃まで、しかも狐徹の部屋に……」

「去年のフロア改装で、使途不明金や」

　郁乃さんはにまにま笑って資料を朱鷺子さんに突きつける。

「中央議会の議場をつくったときやから、総務からなんも出てこんかったら、次はときちゃんをじっくりたっぷりねっぷり絞るで？」

　朱鷺子さんの眉が寄る。

「あの改装は狐徹の独断だから、私はなにも関知してないわ」

「にゅふふ。上の口ではなんて言うてても」おい、なんでそこで下ネタなんだよ。

「そんなことより牧まき村むら君！」朱鷺子さんが郁乃さんを押しのけて詰め寄ってくる。「たいへんなの！」

　僕はその剣幕にびっくりして後ずさり、ちょうど会長室から出てこようとしたキリカに背中をぶつけてしまう。

「な、なんですか」

「ウサギがいなくなっちゃったの」







　議場の左手奥、議長執務室入り口前には、中央議会スタッフの女子生徒たちが三人待っていた。

「捜してみましたけど」

「議場にもいないみたいです」

「部屋から出てないんじゃ」「だって、あたしたちずっとここにいたし」「ねえ」

　女子生徒たちは顔を見合わせて口々に言う。

「……ウサギ、ほんとに中にいたんですか？」とまで言う娘もいる。

「いたわよ！　牧まき村むら君が置いてったの」朱と鷺き子こさんは僕を振り返る。僕もどういうことなのかさっぱりわからず、ついてきてくれたキリカを見る。

「ちゃんと最初から説明して」

　冷たく言うキリカの、首に巻かれた二つつなぎの腕章は、今や半回転して《探偵》の方を正面に向けている。

　朱鷺子さんは咳せき払ばらいし、しばらく口ごもって考えを整理してから、話し始めた。

　さっき、僕がウサギを置いて出ていってから、朱鷺子さんはしばらくウサギと一緒にいたのだけれど、スタッフの子たちがきたのでウサギを椅い子すの上に置いて議場に出て話をしたのだという。五分ほどしてから執務室に戻ってみると、ウサギの姿が消えていた。

　議場と執務室を捜してみたけれど、見当たらない。執務室の出入り口は、議場につながっているドアひとつきり。朱鷺子さんたちはそのドアの前で立ち話をしていたのだから、いくらウサギが小さくても部屋から出てくればだれかが気づく。

「……通気口かどっかに入っちゃったんじゃ」

「そうかもしれない。どう、どうしよう」

　なぜか飼い主である僕よりも朱鷺子さんの方が青ざめていた。冷静になってみれば、通気口に入っちゃったのだとするとかなりまずい。あいつ、床下の穴を伝って僕の部屋に出入りするくらいだから、狭いところを通り抜けるのが大好きなのだ。中で迷って出られなくなるかもしれないし、換気扇に巻き込まれてしまうかもしれない。

　キリカは僕らの不安などまるで意に介していない無表情で朱鷺子さんの脇わきを通り抜けて執務室に入った。僕もぼんやりするのをやめて部屋に踏み込む。

　六人掛けの大きな机と、それに接して置かれた奥のデスク、背後に本棚、壁際に並べられた収納ケースとロッカー。機能性一辺倒のさっぱりした部屋だ。通気口はドアの左手の壁の高いところにあって、網状のプラスチックの蓋ふたでふさがれていた。当たり前だ。ウサギが通れるわけがない。

　……え、ちょっと待って。

　じゃあどこに消えたんだ？

「聖ひじり橋ばしさんっ、見つけられるの？　お願い、ちゃんと依頼するから」

　朱鷺子さんがキリカの背中に駆け寄り、上ずった声で言って財布を取り出そうとすると、キリカが振り向いた。

「いい」

「……え？」

「お金はいい。もう見つけた」







　生徒会室に帰ってきたキリカと僕と朱と鷺き子こさんを、美み園その先輩と郁いく乃のさんは二人ともびっくりした顔で迎えてくれた。あまりにもすぐに戻ったからだろう。

「み──見つかったんですか？」

「寮に電話したけど、ひかげ君の部屋にも戻ってへんかったよ。そっちにおったん？」

　僕も朱鷺子さんも、よくわからないままキリカを見た。キリカはうなずく。全員の視線がキリカに集まる。

　見つかった？　どこに？

「……あの、生徒会室にいるんですか？」

　美園先輩が広い部屋を見渡す。けれどキリカは首を振り、部屋の奥の一点を指さした。僕らの視線が一斉に流れる。

　キリカの指さした先は、並んだデスクの背後の壁に並ぶ五枚の扉の──

　右から二番目。

「……え、えっ？」

　美園先輩が裏返りかけた声をあげる。僕らも啞あ然ぜんとしてキリカの顔をうかがう。

　副会長室？　なんで？

　キリカは僕らの驚きなんて一顧だにせず、デスクを迂回して副会長室の扉に近づく。ノブを回してみるけれど、鍵がかかっている音がする。

「あの、先輩、よくわかりませんけど」と僕は美園先輩に言う。「鍵、開けてやってくれませんか」

　僕も僕でめいっぱい混乱していたけれど、ウサギが心配だった。ほんとうに副会長室の中にいるのだとしたら早く出してやりたかった。鍵がかかってるなら出られ……

　いや待てよ、それならどうやって入ったんだよ？　だいたいウサギに鍵もくそもないだろ、美園先輩が鍵もドアも開けてやらなきゃ入れないだろ？

　続く美園先輩の言葉が、僕をさらなる混乱に押し流す。

「……あの、私、……鍵持ってないんです」

　今度は先輩が郁乃さんや朱鷺子さんの驚きの視線を集める番だった。

「持ってないって……どういうこと」

　朱鷺子さんが美園先輩に詰め寄る。先輩は目をそらして言った。

「狐こ徹てつから、渡されてないんです」

「どうして？　あなた副会長でしょう、ずっと？　ずっと鍵持ってなかったの？」

　朱と鷺き子こさんの問いに美み園その先輩はうなずく。言われてみれば、美園先輩があの部屋を使っているところは──いや、それどころがあのドアが開いているところは一度たりとも見たことがない。美園先輩が生徒会副会長の職に就ついてから、もう一年近くたっているはずなのに。

　キリカはしばらくじっと美園先輩を見つめた後で、目を伏せて息を吐きだし、こちらに戻ってきた。けれど、先輩のところにではない。僕のそばにでもない。キリカの足が向けられたのは、まだ生徒会室の入り口そばに立っていた朱鷺子さんだった。

　朱鷺子さんに向かってキリカは手を差し出す。朱鷺子さんの戸惑う瞳が、その手のひらを見つめ返す。

「……な、なに？」

「鍵、貸して。議長執務室の」

「どうして。執務室の？　あなたなに言って──」

「いいから貸して」

　もう、僕らは探偵の挙動を見守ることしかできなかった。朱鷺子さんから鍵を受け取ったキリカは、もう一度副会長室のドアに歩み寄る。

　ノブをつかむと、鍵を差し込む前に振り返り、言った。

「これが答え」

　開くはずはなかった。だって、ちがう部屋の鍵だ。キリカの手が鍵を鍵穴に突き刺す。かちゃり、という心地よくて危うい音が響いた。部屋に張り詰めていた困惑の空気に亀裂が走る。キリカがノブを回し、扉を引く。真新しくて冷たい風が吹き出てきて彼女の髪を揺らした──ような錯覚が僕をとらえる。

　朱鷺子さんが息を呑のみ、絨じゆう毯たんを蹴り、デスクをほとんど跳び越えるようにして副会長室の入り口に駆け寄った。キリカの身体を押しのけて一歩踏み込み、立ち尽くす。

　僕と美園先輩も、息を詰めて朱鷺子さんの背中に近づき、肩越しに室内をのぞき込む。

　会長室や会計室と同じ、細長い六畳ほどの部屋だ。左手の壁に収納ケースとロッカーが並び、真ん中に楕だ円えん形けいの卓と、それを挟んで椅い子すが二脚。右側のひとつは壁際まで引かれ、左側のもうひとつはひっくり返ったままだ。

　卓上には、真っ黒に濁った液体が入ったままのマグカップ、筆記用具入れ、電気スタンド、それからもうひとつ奇妙なものが載のっている。真っ二つに引き裂かれてくしゃくしゃになった、なにかの書類の束だ。

「……うそ」

　朱鷺子さんがつぶやき、呆ぼう然ぜんとした足取りでもう一歩足を進め、そこでかがみ込んだ。

　床になにかのかけらが散乱している。落ちて砕けた、もうひとつのマグカップだ。床に広がったしみも見てわかる。

　ウサギは、卓の足下にうずくまって、散らばったカップのかけらのにおいを嗅いでいた。ひげの先が暗がりに何度か銀の筋を描いた。

　時間が止まったままみたいだ、と僕は部屋を見渡して思う。

　卓の両側に座って、コーヒーを飲みながら話し合っていた二人。左の一人が激げつ昂こうして立ち上がり、椅い子すが倒れる。卓が揺れてマグカップが床に落ち、砕け散る。引き裂いた書類を卓に叩たたきつけて、彼女は部屋を出ていく。残されたもう一人は、その瞬間、部屋に流れていた時間を止めてしまう。

　ただの想像なのに、僕にはその光景が見えるような気がした。この淀よどんだ暗がりに焼きついて残っているような気がしたのだ。

「……どうして」

　朱と鷺き子こさんが、かけらを指先でひとつひとつ集めながらつぶやく。ウサギがその指先に鼻を押しつける。

「どうして、このまま残ってるの。みんな。……みんな、あのときのままで」

　あのとき。それは、たぶん──

「……狐こ徹てつと喧けん嘩か別わかれした日のこと、ですか」
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　そう訊たずねたのは、僕ではなく美み園その先輩だった。

　朱と鷺き子こさんはなにも答えない。その通りだったからだろう。

「郁いく乃の」

　キリカが、部屋の外でひとり待っていた郁乃さんを呼んだ。

「なんや。真面目な場面ちゃうんか。うちがしゃしゃり出てええのん？」

　郁乃さんがいつも通りのからかうような声で言った。

「きて。使途不明金。これ」

　寄ってきた郁乃さんに、キリカは副会長室のドアノブを指さす。

「鍵の交換。議長執務室と同じものに換えてある」

「……それだけであないな値段にならへんよ」

「もうひとつは、あれ」

　キリカは部屋の奥、入り口と向かい合う壁を指さす。なにも置かれていない、貼られてもいない、まっさらな壁だ。

　……いや、正確にはまっさらじゃない。真ん中の足下あたりに、破れ目がある。郁乃さんが、卓の左脇わきを通って倒れた椅い子すを乗り越え奥の壁に近づく。僕もキリカも、うずくまる朱鷺子さんを残して部屋の奥へと足を踏み入れる。

「ウサギ、こっから入ったんか」

「え……？」

「気づかんの、ひかげ君」郁乃さんがブレザーのポケットから取り出したのは、この中央校舎三階の見取り図だ。「この部屋、ちょうど議長執務室の裏側なんよ」

「あ……」

　そこで僕はようやく気づく。さっき、会長室で郁乃さんの探し物を監視していたときに聞こえた、僕の名前を呼ぶ声。あれは、僕を呼んでいたのではなかった。議長執務室で朱鷺子さんがウサギを呼んでいた声だったのだ。壁の角で接している部屋だから、あれだけはっきり聞こえてしまったわけだ。

　いや、でも校舎の壁ってそんなに簡単に崩れていいもんなのか？

　その答えもまたキリカが冷たく告げる。

「狐こ徹てつはたぶん、最初は、議長執務室と副会長室をひとつの部屋にするつもりだった」

　視界の端で、朱鷺子さんの黒髪がぴくりと揺れ、美園先輩が目を伏せるのがわかる。

「改装工事も、壁を取り壊すところまで進めていたのだと思う。でも」

　キリカが、しゃがみ込んだままの朱鷺子さんに目をやる。

「説得できなかった」

「そうよ」

　朱鷺子さんが、手のひらに集めたマグカップのかけらに向かって言った。

「当たり前でしょ。だって狐こ徹てつの言ってること意味がわからなかったもの。なんなの、敵になれってなんなのよ？　わからないわよそんなの！」

　かけらが再び、朱と鷺き子こさんの指の間からこぼれ落ち、床や、ウサギの鼻先にぶつかって散らばる。ウサギはおびえて後ずさる。

「だから狐徹は」

　キリカの目がまた郁いく乃のさんに戻される。

「追加工費を捻ねん出しゆつして、ここを急造の壁で区切った。この部屋を閉じ込めて、時間を止めたままにしたの。この壁の向こう側は、たぶん執務室の本棚。ファイルを出し入れしてると、壁に何度もぶつかる。もろいから、こうやって崩れた」

　僕はかがみ込んで、壁がはがれ落ちてできた小さな穴の向こうを見る。キリカの言う通りだった。青い厚紙の表紙のファイルがぎっしり並んでいるのが見える。

　こんな薄っぺらくてもろい壁一枚を隔てた向こうの部屋に、朱鷺子さんはいた。会長と訣けつ別べつしてからもずっと、こんな近くに。

　郁乃さんが、朱鷺子さんから美み園その先輩に視線を移す。

「みそちゃん、……これ、知ってたん？」

　先輩は優しい目でうなずく。

「ええ。知ってました。……あの、工事のこととか、執務室と鍵が一緒なのとかは、知りませんでしたけれど。この部屋に入ったのも、今がはじめてです」

「ええねん。不明金追及しとるわけやないよ」郁乃さんも薄く笑う。

「狐徹は副会長室の鍵をくれませんでしたし、理由も教えてくれませんでした。それでも、薄々わかってました」

　先輩が朱鷺子さんの背中に向けた声は、僕らのよく知っているあたたかさを含んでいた。母親みたいなぬくもり。

「狐徹にとっての副会長は、今でも朱鷺子さんなんだな、って。……ずっと、待ってるんだな、って」

　朱鷺子さんは立ち上がった。

　長い夜色の髪が、そのときは彼女の表情を隠していた。

「……ばかみたい」と朱鷺子さんは言った。「勝手なこと言って。みんな勝手に決めて。なんなの。竹たけ内うちさんのこともなんにも考えてなかったわけでしょう。ほんとに、ほんとに狐徹は、いつも、そうやって……」

　言葉は濡ぬれた吐息にまぎれ、かすれて、聴き取れなくなってしまう。

　朱鷺子さんは踵きびすを返し、美園先輩に顔を向けないようにうつむいたまま、副会長室を出ていく。僕はそのときの、見送るキリカの目が忘れられない。同情しているわけでもなく、申し訳なさに濁にごっているわけでもなかった。悔しさと憧れに透すき通る目だったのだ。

　だれもが朱と鷺き子こさんを見送ることしかできなかったのに、ウサギだけは耳をふゆりふゆりと振って副会長室を出ていく。僕はそのときばかりはルームメイトに感謝した。朱鷺子さんを追いかける口実ができたからだ。

　生徒会室を出てすぐの廊下で、朱鷺子さんに追いついた。僕はウサギを抱き上げ、朱鷺子さんは足を止めた。背を向けたまま彼女は言う。

「……なに」

「……あ、いえ」

　腕の中で震ふるえる毛玉のあたたかみを確かめながら、僕は言葉を探した。

　このまま行かせてはいけない。そんなあやふやな予感だけで追ってきてしまったのだ。足を止めてくれて、しかもこんなに穏やかな声で用件を訊きかれたら、言葉に詰まるしかない。呼び止める必要も謝る必要もないからだ。なにを言えばいい？

「今さら、なにも」

　朱鷺子さんは肩越しにつぶやく。

「なにもないわよ。狐こ徹てつに私が、……どうこうすることは、ないの。話すことも、ないし。なにかやり方を変えるつもりもないし」

　扉が開いて、古い空気が流れ出した。ただそれだけのことなのだ。壁は今もそこにあって、二人を隔てている。時を重ねても、ひびが少し入るばかりだ。

　でも、と僕は思う。

　ウサギが通れるだけの穴は開いているのだ。声だって──言葉だって、届くだろう。

「……わかる気がするんです」

　朱鷺子さんの後ろ髪が揺れる。肩がひどく細く頼りなく見える。

「会長の言ってること。僕は、ちょっとわかる気がするんです」

　キリカの、憧れに焼けつきそうな眼差し。美み園その先輩の、優しさに満ちたあきらめ。

「会長は、味方もいっぱいいるし、支持者も増やそうと思えばいくらでも増やせるし、きらわれてる相手もほっといても増えるし、ただ、敵だけは。敵になれる人間だけは、たった一人しかいなかった」

　朱鷺子さんしかいなかったのだ。だから、別れを選んだ。たとえわかりあえないままでも。いや、敵なのだから、わかりあえないままでなければいけなかったのかもしれない。

　キリカは朱鷺子さんがうらやましいのだろう。天てん王のう寺じ狐徹と刃やいばを交えることを認められた、ただ一人の敵。たぶん美園先輩も近い気持ちだ。

　そしてどういうわけか、今の僕も──だ。

「そんなの、あなたの勝手な考えでしょ」

　朱鷺子さんはぽつりと言って、廊下を歩き出す。

　彼女の言う通りだった。僕に会長の気持ちを代弁する権利なんてないのだ。それじゃあなんでわざわざ追いかけてきたんだ？　ああやって勝手に代弁でもしなければ釈然としないから？　朱と鷺き子こさんがあまりに救われないから？

　ちがう。なに考えてんだ。会長の気持ちがなんだってんだ。僕らの釈然としない気持ちがいったいどうしたっていうんだ？　そんなのどうでもいい。今げんに、目の前で、朱鷺子さんが萎しおれてる。どうにかしろ馬鹿。噓うそでも法ほ螺らでも煽あおり文句でも洗いざらい並べろ。

「──僕が、代わりますよ」

　そう言うと、朱鷺子さんがもう一度足を止めた。

「僕、会長といっぺんガチでやりあってみたいんです。朱鷺子さんがべつにどうでもいいっていうなら、僕が代わります。ええと、ほら、中央議会に誘ってくれましたよね。あのお話ありがたく受けますよ、僕が議長になります。朱鷺子さんは隠居して受験勉強でも」

「ばか」

　言葉を遮られ、僕は口をつぐんだ。朱鷺子さんが、ほんの少し首をねじって、僕に横顔を向けてくれていた。黒髪に隠れた頰に、濡ぬれた余韻が残っているように見えた。

「……私以外に、できるわけないでしょ」







　朱鷺子さんが歩み去り、その背中が廊下のずっと向こうの角を曲がって見えなくなってしまうのを待ってから、僕は腕の中のウサギを見下ろした。

　どうだろう。うまく元気づけられたかな。

　ウサギは「どうだか」とでも言いたげに首を傾げた。

　あんまりうまい喋しやべりじゃなかったかもしれない。朱鷺子さんもあきれただけかも。おまえをまた執務室に置き去りにして、もふもふいじくらせた方がよっぽど元気になってくれたかもしれないな。

　しかたない。今のが僕のせいいっぱいだ。

　生徒会室に戻ろう。副会長室を掃除して、反省会をして、キリカを手伝って工費の会計報告を修正して、いっぱい言い訳を並べて郁いく乃のさんを追い払って──

　それから三人で、会長の帰りをどうやって歓迎してやるか、じっくり考えよう。
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　朱と鷺き子こさんが、デパートの大きな包みを手に、生徒会室にやってきたのは日曜日の午前中のことだった。

　白はく樹じゆ台だい学園の部室棟や生徒会関連施設は休日だろうとかまわず開放されていて、土日も登校する生徒が多い。その日曜日も、僕と美み園その先輩は朝から出勤して二人でキーボードをかたかた叩たたいて文化祭用の資料をまとめていた。

「あら、朱鷺子さん。おはようございます」

　美園先輩が気づき、ノートＰＣの画面から顔を上げて微笑んだ。生徒会室の大扉が開いて、朱鷺子さんが入ってくるところだった。僕は首をすくめてＰＣ画面の陰に隠れる。どうにも顔を合わせるのが気詰まりだったからだ。

「おはよう。……聖ひじり橋ばしさんは？」

　朱鷺子さんもなんでもなさそうな様子で挨拶を返し、生徒会室を見回す。

「キリカさんも会計室にいますけれど。郁いく乃のさんにいっぱい絞られたので去年の会計報告を自主的に見直してるとかで。キリカさんにご用なんですか？」

「そういうわけじゃないの。ただ、聖橋さんの分も買ってきたから」

「あら、おみやげですか？　朱鷺子さんが？　わあ、うれしい」

　美園先輩はデスクから立って朱鷺子さんに駆け寄り、包みを受け取る。

「でも、どうして朱鷺子さんがおみやげなんて」

「開ければわかるわ」と朱鷺子さんは素っ気なく言う。

　包みを解いて紙箱の蓋をとった美園先輩は、「まあ」と声を漏らす。僕もそっと応接用ガラステーブルに近寄って、箱の中をのぞいてみた。

　緩衝材に埋まっているのは、四つのそろいのマグカップだった。僕と美園先輩は顔を見合わせ、それからちらとデスクの向こうに目をやる。

　副会長室にあったカップ──ひとつは汚れ、ひとつは砕けていた──と、まったく同じものだ。

　僕は口を半開きにして、朱鷺子さんの顔とカップたちとを何度も見比べた。

「な、なによ。言いたいことがあるなら言いなさいよ」

　朱鷺子さんはそう言って恥ずかしそうに視線を逸らした。

「い、いや、ええと……あの……」

　嬉うれしかったのだが、言い表す表現がまるで思いつかなかった。プレゼントをもらったことが嬉しいのではなく、もっとこう、なんというか、無人島で狼煙のろしをあげていたら汽笛が聞こえたみたいな安あん堵ど感かんだ。

「同じの探すのにだいぶ苦労したんだから！」と朱と鷺き子こさんはぶっきらぼうに言う。

「ありがとうございます朱鷺子さん！」

　美み園その先輩はソファから跳ね上がって朱鷺子さんの両手を包むように握った。朱鷺子さんは面食らい、照れくさそうにその手から逃げる。先輩はうきうきした手つきでカップをテーブルにひとつずつ置いた。

「わあ、かわいい猫さん柄！　四つだから、総務の全員分ですね！」

「そうじゃないの」

　朱鷺子さんの言葉に僕も先輩も訝いぶかしんで彼女の顔を見る。

「もうひとつ、無事なのが残ってるでしょ。それ合わせて全員分。狐こ徹てつには、あの古くてコーヒーいれっぱなしで汚れが染みついちゃってるやつを使わせなさい」

「ええと。それだとひとつ余るんじゃ。……あっ、朱鷺子さんのぶんですね」

「ちがうわよ。なんで私のマグカップなんか生徒会室に置かなきゃいけないの」

「だって、これからはこうしてしょっちゅう遊びにきてくれるってことでしょう？」

「そうじゃなくて。広報も、そろそろ入れるつもりなんでしょう、狐徹は」

「あー……」僕はちょっと間抜けな声を漏らしてしまう。

　そういえば、そんな気配もあった。そしておそらく、その候補者というのは──

「薫かおるはさすがに文実委員長と執行部役員の兼任なんて無理よ。中一なんだから」

　朱鷺子さんは少し厳しい口調でぴしゃりと言う。美園先輩もうなずく。

「ええ。わかってます。文化祭が終わるまでは文実に専念してもらいます」

「あのね、言っておくけど、文化祭が終わったら、たぶん郁いく乃のが監査か風紀委員会にスカウトするわよ。私も、総務には入ってもろくなことがないって説得するつもり」

　朱鷺子さん、実にまじめくさった顔できっぱり言うのである。対する美園先輩はますます愉しげな笑顔だ。

「薫さん争奪戦ですねっ！　ふふ、楽しそうです。狐徹も喜びます」

「……これに関しては、もう勝ち目はないと思うけど。今日から……だし」

　そう言って朱鷺子さんはちらと僕の顔を見た。

「そうですね。残念ですけど総務の圧勝ですよ。だって今日から……ですし」

　美園先輩も意味ありげな視線を僕に流してくる。

「なんですか、今日からなにかあるんですか？」

「ふふ。後でわかります。きっとひかげさん、驚きますよ」

「え、ちょ、ちょっとなんですかもったいぶって」

「薫を泣かせたりしたら絶対にゆるさないんだから。いい？　あなただってもう執行部役員なの、いつまでも編入生気分でいないで、薫のお手本になるようにしなさい」

「泣かせるってなんですか、僕はべつに薫かおるくんの──」

　そこでぼくははたと気づき、朱と鷺き子こさんの顔をまじまじと見る。

「……役員？」

「そうよ。それが本題」

　朱鷺子さんは、折りたたんだ一枚のわら半紙をテーブルに広げて置いた。だいぶ前に僕が提出した、総務執行部書記の登用願だ。

　右下に、会長の署しよ名めい捺なつ印いんと並んで、朱鷺子さんの署名と捺印がある。

「……承認……なんですか」

「しない理由はとくにないって言ったでしょう」

　朱鷺子さんが不機嫌そうに答える。

「いや、でも、なんか、したくもないから保留って」

「あなたなんかを中央議会に引き入れたらとんでもないことになるって、わかったわ。あのときばかみたいな啖たん呵かを切ったのを忘れたわけじゃないでしょうね？」

「あー……ええ……」

　僕が議長になって、天てん王のう寺じ狐こ徹てつと戦ってやる。僕はたしかにそううそぶいてしまったのだ。煽あおり文句だから真に受けられても困るのだけれど。

「あなたには中央議会に関わってほしくないの。だからさっさと役員として承認することにしたの。厄介払い。わかった？」

「ひかげさんっ！　おめでとうございます！」

　美み園その先輩が抱きついてくるので僕は腕をばたつかせてソファに倒れ込むのをこらえる。

「やっと役員ですね、私と同じですね！　ああ、でも書記だからおさんどんが正式な職務になっちゃいます、ひかげさんは立派な旦那さまになっていただくためにそういうことは私に任せて……でもひかげさんのエプロン姿すてきですし、私もひかげさんの手料理をいただきたいですし、ああどうしましょうどうしましょう」まず深呼吸して落ち着いたらどうですかね！

　朱鷺子さんはあきれた視線を先輩と僕に三秒ずつ注いでから、「それじゃあ」と言って立ち上がった。それを見て先輩はいきなり冷静さを取り戻す。

「狐徹、もうすぐ帰ってくるってさっきメールありました。すぐに生徒会室に顔を出すって。逢あっていかれないんですか」

「べつに狐徹に逢う用事はないわよ。それに」

　視線がちらと副会長室のドアに向けられる。

「色々話すのも面倒だから、さっさと退散するわ」

　素っ気なく言って、朱鷺子さんはドアに向かう。

　ところが、ドアは朱鷺子さんが触ふれる寸前、勝手に開いた。

「おはよう諸君！　……おや」

　タイミングを絶対に逃さない人種というのが、たしかにいるのである。会長だった。

　朱と鷺き子こさんも朱鷺子さんで冷静だった。頰や顎や首にべたべたガーゼを貼り付けた会長を見て、「しばらく見ない間に男前になったじゃない」とだけ言った。

「三日三晩組み手ばっかりだったからね。でも朱鷺子の麗うるわしい顔を見たら疲れも痛みも吹き飛んだよ」

「口も怪我すればよかったのに」

　朱鷺子さんは会長の脇を抜けて生徒会室を出ていった。

　それを見送り、部屋に入ってきた会長は、ガラステーブルの上のマグカップを見渡し、副会長室のドアを見やり、だいたいの事情を察してしまったのだろう。あきれるくらい勘の鋭い人なのだ。

「……なんだかあたしがいない間に面白いことがあったみたいだな」

「ええ、それはもう」

　ソファに腰掛けてマグカップのひとつを愛めでながら美み園その先輩が言う。会長はその隣に腰を下ろして、先輩の耳元にささやいた。

「嫉妬した？」

　いつもみたいに怒るのかと思ったら、美園先輩はしれっとした顔でこう言うのだ。

「しません。私はファーストレディなんだから。嫉妬するのは朱鷺子さんの方です」

　会長はくくくっと肩を揺らして忍び笑いを漏らした。

「それでこそあたしの選んだ美園だ。愛してるよ。ヒカゲが見てなければこのままソファに押し倒してしまいたい」

　今度は先輩もちゃんと怒った。会長の脚の湿布が貼ってあるあたりを思いっきりひっぱたいたのだ。

「いいですかひかげさん、役員になったんですから、狐こ徹てつのこういう日々の細かいセクハラは美しく受け流さないといけません！　あっ、でも、もしひかげさんが見たいとおっしゃるなら押し倒されても……い、いえ、むしろ、ひかげさんになら押し倒されても……」

　あなたの細かくないセクハラはどうしたらいいんでしょう？

「へえ、承認されたのか」

　会長は朱鷺子さんが置いていった登用願を取り上げ、僕をちらと見て微笑む。

「おめでとうヒカゲ。いよいよ正式に総務書記だね。この素晴らしくめでたい日に、さっそくきみに名誉ある書記としての初仕事を頼みたい」

「……なんですか？」

　会長はマグカップを指さして言った。

「お茶くみ」「だと思ったよ！」

　しかし会長が実家のそばの和菓子店で買ってきたというみやげの最中はなかなか美味しそうで、僕はやかんを火にかけると会計室にキリカを呼びにいった。







　その日の寮への帰路は、二人と一羽だった。なぜかキリカがウサギを抱いてついてきたのである。

「……あの、……なんで？」

　中庭に入ったあたりで意を決して訊たずねる。なんだか不機嫌で怒っているように見えたので、生徒会室を出てすぐには確かめられなかったのだ。

「教えない」キリカはもそっとした声で答えた。「驚かせてやりたいって美み園そのも言ってたから」

「またそれかよ。なんなの、寮になにか仕掛けてあるの？　書記就任のサプライズパーティでもしてくれんの？」総務の人間はみんななにやるかわからないから怖いのだ。美園先輩とて例外ではない。

「わたしはっ」キリカはウサギをぎゅっと抱いて声を少し高くした。「反対したの。でも美園がどうしてもっていうし、朱と鷺き子こもいいっていうし」

「え……朱鷺子さんもなんか関わってんの？」

　そういやあの二人、やけに含みのある会話をしていたような。

「あ、あなたはっ」キリカはウサギと一緒に僕をにらむ。「うかつだし、手て癖くせが悪いし、詐さ欺ぎ師だし、心配だから、ついてく」

　なんかものすごい言いがかりを並べられてしまった。なにが心配なんだ。そしてキリカがついてきてどうするんだ。でも彼女はそれきり黙ってしまったので、僕らは草いきれの庭を並んで歩いた。だいぶとげとげしくなってきた西日の中、木立の陰から陰へと。夏の心地よい息苦しさがたっぷり含まれた夕風が僕の頰をなで、キリカのぎざぎざの髪を揺らし、ウサギのひげを宙にさまよわせる。ときおりすれちがう生徒たちはみんな驚いてキリカを二度見する。有名人ではあるけれど、めったに外に姿を現さないからだ。一緒に歩いているとちょっと気恥ずかしく、同時に誇らしくもあった。左腕に巻いた腕章も、ようやくなじんできた気がした。

　トネリコ棟の蔦つたで覆われた壁が木々の間に見えてきたあたりで、キリカがつぶやいた。

「わたしは、見張りと、引っ越しの手伝い。それだけ」

　……引っ越し？

　寮の玄関をくぐると、エントランスでたむろしていた先輩たちが僕を見つけて駆け寄ってきた。「お、おい、牧まき村むら、おまえの部屋に──」

　そこでみんなキリカに気づいて目を剝むいて絶句する。

「あー、ええと」説明に困るのでキリカの言葉をそのまま伝える。「引っ越しの手伝いにきてくれたらしいんですけど。……僕の部屋？」

「い、いいから早くいけ！」「鍵かかってて入れなくてかわいそうだろ！」

　先輩たちの手で僕は廊下の方へと押しやられる。

　暗い廊下の突き当たり、僕の部屋のドアの前に、積まれた段ボールに腰掛けて、驚くべき人物が待っていた。

「せんぱい！」

　箱から飛び降りてこっちに駆けてくる。おかっぱの黒髪が跳ねる。薫かおるくんだ。え、なに、どういうこと？　なんで薫くんが、それにあの荷物──引っ越し、って……

「せんぱい今日からお世話になります！」

　薫くんは僕の目の前で深々と頭を下げた。

「ふつつかものですがよろしくおねがいします」

「薫。それは、変な意味になっちゃうから言わなくていいの！」

　キリカが不機嫌きわまりない声で言う。

「……引っ越し、って、……薫くんが？」

「はい！　せんぱいと同室にしてもらったんです」

　なにをどうやったらそうなるんだよ、おまえ中等部だろ？

「中等部寮は中央校舎からすごくとおくて、ぼくの教室からだとさらに遠回りで、これから生徒会のおしごとがあると毎日つらいなーっておもって美み園そのさんに相談したら、せんぱいと同室にしてくれたんです。とくれいそちなんですって」

　僕はあきれて天井を仰ぐ。美園さん、またわけのわからん権力行使したのか。僕がキリカと同じクラスの隣の席にされたのもあの人のしわざなのだ。今度は寮の部屋割りに干渉？　そのうち学校に大使館つくったり原子力空母持ってきたりできるんじゃないのか？

「ひかげ。ぼーっとしてないで早く開けて」

「あ、う、うん」

　キリカに言われて我に返り、僕はドアの鍵を外した。

　僕と薫くんが荷物を部屋に運び込み、荷ほどきをし、独占していた収納スペースを二人分にわけて服や勉強道具を詰め込んでいる間、キリカはベッドに腰掛けてウサギの耳をぱたぱたさせて遊んでいるだけだった。どこが手伝いだ。

　しかし、複雑な気分だった。二ヵ月間ひとりでやってきて気楽だったけれど、ルームメイトか。しかも薫くんか。全然知らない相手よりは気安くていいけれど、うまくやっていけるだろうか。

「薫。荷ほどき終わったらこっちにきて」

「はい、キリカねえさま」

　薫かおるくんはベッドのキリカの隣に腰を下ろす。キリカはウサギの腹を両手でつかんで胸の高さまで持ち上げ、薫くんに突きつけて言った。

「いい？　何度でも言うけど、ひかげはっ、……わたしの、なんだから」

　だから、そんなに気に入ってんならおまえが飼えよ。

「ルームメイトだからって勝手なことしたらゆるさないんだから」

「はい！　キリカねえさまも遊びにきてください」

「……たまに、見張りにくる。心配だから」

　え、来るの。寮の先輩たちの視線が気になるからなるべく遠慮してくれないかな、と僕は思う。でも口は挟めない。それからキリカは、ウサギの世話や癖についての細々としたことを薫くんに教え込み始めた。僕はしばらく放っておくことにして、窓際に椅い子すを持っていって腰を下ろし、窓をいっぱいに開いた。カーテンが大きくふくらんで、気持ちのよい風が部屋に滑り込んでくる。梢こずえの鮮やかな緑が、傾いた陽を背にしてまばゆく燃え立っている。どこからか、水泡のざわめきみたいな虫の声が聞こえてくる。

　もう、夏がすぐそこまできているのだ。


〈了〉　
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あとがき







　僕はかつて音楽を志こころざしておりまして、楽器店街のあるお茶ちやの水みずにしょっちゅう足を運んでは中古ギター屋を冷やかして回っていました。時は移ろい、ニート期間を経て小説家になった後も、最初にお世話になった出版社がその頃ころは神かん田だ駿する河が台だいにありましたので、お茶の水にはやはり足あし繁しげく通い続けました。足が遠のいた今も思い入れのある街です。

　ＪＲ御お茶ちやノの水みず駅の東側出口から出ると、神かん田だ川がわと線路とを越えて架かけられたコンクリート製のアーチ橋があります。文ぶん京きよう区く側の岸に孔こう子し廟びようである湯ゆ島しま聖堂が、千ち代よ田だ区く側の岸には正教会のニコライ堂があり、ふたつの聖堂を結んでいることから『聖ひじり橋ばし』と名づけられたこの橋は、僕が知る限りでは最も美しい名前とその由来をもつ橋です。

　さだまさしの詩で橋の名を知って以来、なにかに使いたいとずっと思っていたので、この小説で念願かなってほっとしています。




　世の中、登場人物の命名に困る小説家と全然困らない小説家がいます。僕は後者で、どうやって考えついたのかわからないくらいするするっと名前が出てくるのですが、本作のヒロイン聖橋キリカには珍しく前述の通りの由来があるので、忘れないようにあとがきに残しておこうと思います。

　将来、どうしても名前案が浮かばないという日がくるかもしれません。そのときはスーパーで檸れ檬もんを買い込み、中央線に飛び乗って御茶ノ水駅で降り、聖橋の欄らん干かんから神田川をながめて初心に帰りたいと思います。みなさんにはおすすめしません。都心を流れる神田川はたいへんくさいからです。まったくもってロマンのかけらもないくらいにおうのです。あんな汚い川をモチーフにしてあんな美しい詩を書けるのだから、詩人というのは大したものです。




　今回もぽんかん⑧さんにはとても素敵なイラストを寄せていただきました。とくに新ヒロインはかなり無茶な要求をしてしまったのでどきどきものでしたが、期待通りかつ期待をはるかに超えるものにしてくださり、感激しております。担当編集Ｋ氏にも多大なる苦労をおかけしました。また、月刊少年シリウスで漫画連載も始まります。多くの方々にもりたてていただき、無事に続刊を出すことができました。本当にありがとうございます。





二〇一二年二月　杉すぎ井い　光ひかる　







著者：杉井光（すぎいひかる）

1978年東京生まれ。高校卒業後、フリーターで6年、ニートで3年を空費。

バンド活動を続けるかたわらで小説の執筆をはじめ、『火目の巫女』で第12回電撃小説大賞《銀賞》を受賞。
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イラスト：ぽんかん⑧

4月から月刊少年シリウスにてキリカのコミカライズがスタートします！マンガを作られるYUIさんに負けないよう頑張りまっす！
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